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　　　一、動けども　目的見えぬ魔ま族ぞくたち









　かつて、戦いがあった。

　神と魔まと──生きとし生ける者たちと、すべてを巻まき込こんだ戦いが。

　そもそもは遠い神しん話わに遡さかのぼる。

　世界の存そん続ぞくと破は滅めつとを賭かけ、神と魔ま王おうは戦って──

　神は四つの分身を残して力つき、魔王は五つの僕しもべを残して、体を七つに分かたれ、封ふうじられた。

　そして今から千年前。

　魔王の一つは復ふつ活かつし、僕たちとともに、神の分身の一つに戦いを挑いどんだ。

　──人はそれを、降こう魔ま戦せん争そうと呼よぶ──

　そして。

　竜族の長ちよう老ろう、ミルガズィアさんはこう言った。

　これは、降魔戦争の再さい現げんなのだ、と──




　おりから降ふり出した雨はみるみる勢いきおいを増まし、今しがたまでかわいていた大地に、いくつもの水たまりを生み出した。

　ぐちをこぼしながら水をはね上げ、家いえ路じを急いそぐ村人たち。

　そして──

　小さな村の片かた隅すみにある、小さな食堂の扉とびらが音を立てて開いた。

「うっひゃぁぁぁぁぁ。いきなりねー……」

　マントについた雨つぶを、はたはたはたき落としてから、あたしは奥おくのテーブルへと向かった。

『雨が来る』との、エルフのメフィの言葉に、一同は、とりあえず落ち着いて話のできる場所を求めて、この村へとやって来たのだ。

　彼女の言ったその通り、いきなし雨が降りはじめたのは、村に入るか入らないかのうちだった。

　昼食をとるには遅すぎて、夕食には早すぎる。そんな時間のせいなのか、今入ってきたあたしたち、六人の他に客はない。

　しかしあたしたちにとっては、こちらの方が好こう都つ合ごう。

　人間に変身し、革かわ鎧よろいふうの服に身をかためたミルガズィアさんはまだしも、変なデザインのまっ白い鎧をまとったエルフのメフィは、ほかに客がいたならば、まず間ま違ちがいなく目立ちまくる。

　それに何より──

　ほかに客がいる場所で、魔ま族ぞくが降魔戦争を……などとゆー話を、おーっぴらにするわけにはいかないではないか。

　一同は、店の奥にあるテーブルに腰こしかけた。

　あたしとガウリイ、ルークとミリーナの四人は、注ちゆう文もんをとりに来たウェイトレスのねーちゃんに、それぞれ軽い食べ物を注文し──

「……そちらのお客さんは……？」

　促うながされてはじめて。

　メニューを眺ながめていたメフィとミルガズィアさんは、交こう互ごに言った。

「キャベツの千切りを」

「水だけ」

「……ヤな客か……あんたら……」

　思わず間かん髪はつ入れず突っ込むあたし。

　ウェイトレスのねーちゃんも、やや憮ぶ然ぜんとした表情で、店の奥へと引っ込んでゆく。

「私は人間なんかと違って、他の動物を殺ころして食べる、などという野や蛮ばんな趣しゆ味みは持ち合わせていませんから」

　しれっ、として言うメフィに、ルークのどたまに青スジが浮うかぶ。

　が。

「お前のはただの偏へん食しよくだろう。お父上も困こまってらっしゃったぞ」

「ああっ！　ミルガズィアおじさまっ！　バラしちゃ駄だ目めですっ！」

　ミルガズィアさんの指し摘てきに、小声で抗こう議ぎする彼女。

　……いるんだ……やっぱしエルフにも……自分の好き嫌きらいを理り論ろん武ぶ装そうでゴマ化すひとって……

「……って、そーいうあんたも水だけかよ……」

「我等竜ドラゴン族は、一定以上の年ねん齢れいに達たつすれば、もはやそれほどの食料を必要としなくなる。

　天地の間にある気を吸きゆう収しゆうし、それを糧かてとして生きてゆく」

　ルークの問といにミルガズィアさんが答え──

「……竜ドラゴン族……？　……って……！　あんたまさか……！」

　あ。そーいえばルークとミリーナの二人にはまだ話してなかったっけ。

「そーいえば……互たがいに紹しよう介かいもまだだったわね。

　そいじゃあ、まずは簡かん単たんな自己紹介から、ってことで……」

　あたしとガウリイ、ルークとミリーナが順にそれぞれ自己紹介をするその間にも、ウェイトレスのねーちゃんが料理を運はこんでくる。

「──ミルガズィアだ。カタート山さん脈みやくをのぞむ竜ドラたゴンちズ・のピー峰クで、一応皆を束たばねる任にんにある。

　察さつしていると思うが──この姿は、変身魔法を使ってのかりそめの姿にすぎん」

「……なるほど……な……」

　ミルガズィアさんのことばに、ルークは小さく唸うなると、ちらりっ、とガウリイの方に目をやって、

「……それで『でっかいトカゲのえらいひと』ってわけか……」

「くどいようだが『でっかいトカゲ』はやめてくれるか」

「うああああああ！　悪かった悪かったっ！」

　ミルガズィアさんに、いつの間にやら間ま近ぢかにずずいっ、と詰つめ寄よられ、思いっきりあやまり倒すルーク。

「……で……」

　そんな騒さわぎなどまるっきり無視した、ミリーナの視線にうながされ、残る一人──

　メフィは言った。

「メンフィスよ。メンフィス＝ラインソード」

　…………………………………………

　しばしの沈ちん黙もくが流れ──

「……で……？」

　思わず促す──というより、ツッコミを入れたあたしに、彼女は視線をこちらに向けさえせずに、

「『で？』とは？」

　……むかっ……

「……いや……だから……

　自分はどーいったひとなのか、とか……」

「見ての通りエルフよ。説明するまでもありませんでしょ？」

　……むかむかっ！

「……そ……そーだけど……

　ほらメフィ、人間関係円えん滑かつにするために、ちょっとした自己紹介する、ってのはセオリーでしょ？　『私は変な趣しゆ味みの鎧着るのが好き』とか『ワガママで偏食でキャベツ以外食べられません』とか……」

　びきびきっ！

　にこやかに言ったあたしの言葉に、彼女の額ひたいに、みるみる青スジが走りまくる。
















「メフィじゃなくてメンフィスです！　人間なヽんヽかヽになれなれしく呼ばれるすじあいはありませんからっ！

　……ともあれそれはずいぶん人間関係が円滑になりそうですわね……」

「……でしょー……んっふっふっふっ……」

「世の中、月のない夜もありますけど、私たちエルフは夜目がきくこと、ご存ぞん知じなのかしら……？」

「こら。やめんかメフィ」

「……でもおじさま……」

　なおも不ふ満まん顔がおのメンフィスを無視し、ミルガズィアさんは、小さくため息ついてから、

「この子の家族とは、昔からのつきあいがあってな。

　今回、エルフたちもまた、異い変へんを察さつ知ちして、あちこちで調ちよう査さをはじめている。

　で、この子が私の調査につき合うことになった、というわけだ」

　なにげないミルガズィアさんの説せつ明めいに、あたしの心中に不安の影かげがひろがった。

「……ってことはつまり……

　エルフたちも同意見なわけね？

　一連の騒そう動どうが、降魔戦争の再現だ、ってことに関かんして」

「………………」

　あたしの問といに──

　しばしの沈黙を置おいてから、ミルガズィアさんは、こっくりうなずいたのだった。




　そして、彼は語かたりはじめる。

　千年前に何があったのかを。




　世界には、不ふ穏おんの空気が満みちていた。

　いくつかの国が、戦争準備としか見えない軍ぐん備び増ぞう強きようを押し進め、国こつ境きよう地ち帯たいで小こ競ぜり合いが繰くり返されることもしばしば。

　そして──

　そんな小競り合いが、本格的な戦争になるのに、さしたるきっかけは必要なかった。

　いくつかの国を巻まき込んで起こる戦い。

　誰だれも──しばらくは気づかなかった。

　当時はまだある程てい度ど、人間と共きよう存ぞんしていたエルフたちでさえ。

　戦いと混乱の中に、魔族による被ひ害がいが混まじりはじめ──だんだんとその比ひ率りつを増まして行きつつあったことに。

　人々が気づいた時には遅おそかった。

　すでに各国は疲ひ弊へいし、『英えい雄ゆう』と呼ばれていた者たちの多くは、他国との──人間との戦いで死に絶え──

　野には、大量に出現したデーモンの群れが跋ばつ扈こし、戦争で生き残った人々を蹂じゆう躙りんした。

　いくつの命が失うしなわれたか。

　いくつの国が滅ほろびただろう。

　人間同士の戦い、と、傍ぼう観かんを決め込んでいた竜ドラゴンたちも、ことここに至いたってようやく、事件の裏に潜ひそむものの気け配はいを察さつ知ちしていた。

　思えば、各国の武力増強も、国の中ちゆう枢すうに入り込んだ何者かの意志があったようにも感じられた。

　竜、エルフ、ドワーフ、そして人間たち。

　生きる者たちは連合し、野にあふれるデーモンたちの掃そう討とうに全力を上げた。

　──だが。

　デーモンの大量発生すらも、陽よう動どうでしかなかったのだ。

　皆の目が野に向いているその間に、魔王配下の五人の腹ふく心しんが集結したのだ。

　当時はまだ、水アク竜アロ王ードラグラディアの住まう聖せい地ちだった、カタート山さん脈みやくに。

　腹心たちは、水竜王との直接対決を巧たくみに避さけつつ、神しん殿でんを破は壊かいし、聖者を殺し、カタートを、徐じよ々じよに死の山へと変えていった。

　魔族の狙いは水竜王。

　それを察知した、竜ドラゴンたちを中心とする連合軍は、水竜王に手を貸かすべく、カタート山脈へと向かい──

　そして、魔王が出しゆつ現げんした。




「……は……？」

　ミルガズィアさんの話途中で、あたしは思わず、間の抜けた声を上げていた。

「……し……出現した……って……

　どこから？」

「わからん」

　をいをい。

　あっさりきっぱり答えられ、あたしの目が点になる。

「何が起こったのか、誰にもわからん。

　魔王出現の現場に居い合あわせ、生き残った者は一人としていなかったからな。

　じっと気配を潜めていたのか、何かの拍ひよう子しで封ふう印いんが解かい除じよされたのか……

　ともあれ、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの気配は、唐とう突とつに、カタートの山の中に出現した。

　そして──

　我等の勝利はなくなった。

　冥ヘル王マスターフィブリゾ配はい下かの冥プリ神ー官ストは滅ほろぼしていたものの、我等竜ドラゴン族は獣プリ神ー官ストゼロスによってほぼ壊かい滅めつ、エルフやドワーフ、人間の精せい鋭えい部ぶ隊たいも、分ぶん断だんされて連れん携けいも取れない。

　かろうじてなんとか戦っていた、というその状じよう況きようで、シャブラニグドゥが復活しては、もはや勝利は不可能だった。

　あとは……伝でん承しようにある通り。

　魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴが倒れ、冥将軍と……そして水竜王は滅びゆき、復活したシャブラニグドゥは、水竜王の氷に閉とざされた。

　それがどのような戦いであったのか──

　これもまた、見届け、生き残った者はいない。

　知るのは神と魔のみ、というわけだ……」

　一同にもはや声はない。

　あたしとガウリイ以外は、出された料りよう理りに手をつけもせず、じっと話を聞いている。

「ディルス王国で、軍備増強を行っている、という話は耳にしていた。

　そして最近の、デーモン大量発生事件だ。

　冥王フィブリゾが滅び、魔族の戦力が減げん退たいしている今──

　魔族たちがそんなことをする理由は一つ。

　すなわち、降魔戦争の再現による逆ぎやく襲しゆう。

　それが、我々とエルフたちとの一いつ致ちした意見だ」

「ドワーフたちの意見は？」

　横からミリーナが問いかける。

　もっともな質問である。ミルガズィアさんの話だと、彼らも、降魔戦争をともに戦った仲間なのだから。

　問われて彼は、困こまった顔で、

「彼らには連絡を取ってはおらん。

　降魔戦争以来……現在に至いたるまで、彼らドワーフの個体数は激げき減げんしていてな。

　彼らを戦いに巻き込みたくはないし、正しよう直じきに言えば、かりに戦いに参加してもらったとしても、さしたる戦力とはならんだろう。

　それに、我等竜とエルフの意見が一致したからといって、それが事実とは限らん。

　そう思わせておいて……ということも、十分以上に考えられるからな。

　ゆえに、我々を含める何人もの竜やエルフが、現在は、調査のためにあちらこちらに散っている。

　我々も、ディルスに大きな『魔』の気配を察知し、調査していたところ、というわけだ」

「……で、そこであたしたちと出会った、と？」

　あたしの言葉に、ミルガズィアさんは小さく首を縦たてに振り──

　そこでふと、何かを思いだしたかのように、

「そう言えば、二年ほど前にも、強い『魔』の気配を感じたことがあったが……」

　メンフィスは、そのことばにうなずいて、

「はい。我々もそれは感知しました。気配からして、相手はかなりの高位魔族、と、騒そう然ぜんとなりましたけど……

　こちらが動く前──一日経たつか経たないかのうちに、あっさり気配が消えましたから……あれが一体何だったのか……？」

　小さく左右に首を振り、水のカップを口に運はこぶ。

「なあ、リナ」

　話がとぎれたあい間を見て、あたしに目をやり、問うガウリイ。

　……どーせこいつのことだから、話についていけずに、なんかボケたこと聞いてくるんだろーけど……

「二年ほど前……って、ひょっとして、オレたちが、シャブなんとかって魔王倒した頃のことじゃなかったっけか？」




　ぶぴ！




　あっさり言ったガウリイのそのことばに、ミルガズィアさんにメンフィスに、ルークとミリーナ、四人が一いつ斉せいに吹ふき出した。

「あ……あんたはぁぁぁぁっ！　そーゆーこと、さらりっ、と言うなぁぁぁぁっ！」

　げふげふげふげふげほっ！

「なななななななななななななななな」

　せき込みまくるミルガズィアさんのその横で、メンフィスが、何やら『な』の字を連発している。

「……お……おいっ！　それってまさか……！　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ……!?　ウソだろ!?」

「……けど……彼が噓うそをつくような人間とは思えないけど」

　うろたえるルークのとなりで、ミリーナが、冷れい静せいさを装よそおいつつも、汗あせジト流しながらそう言った。

「……ま……まあ確たしかによ……

　このにーちゃんにウソつく知ち恵えがあるとは思えねーしな……

　けど、どーやってぶち倒したんだ？　ンなもん」

「……え……えーっとねー……」

　あたしは、注目するミルガズィアさんとメンフィスに、ちらり、と目をやり、うしろあたまをぽりぽり搔かきつつ、

「光の剣……ってゆーか、闇ダをー撒クくスもタのーの武器、烈ゴル光ンのノ剣ヴアに、ちょっぴり、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの不完全呪じゆ文もんの力上乗せしちゃった[image: ]てへっ[image: ]」




　ぴぎっ！




　言ったあたしのそのことばに、ミルガズィアさんとメンフィスは、完全無比に硬こう直ちよくした。

　……ってぇことは、やっぱし、闇ダをー撒クくスもタのーとか金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアとかの話は知ってたのね……二人とも……

　そのあたりのことを知らないルークとミリーナは、わずかに眉まゆをひそめただけ。

「……なんか知らねーけど……とにかく、すごいことやったんだな？」

「『すごい』なんて生やさしいもんじゃないぃぃぃぃぃっ！」

　ルークの漏もらしたつぶやきに、メンフィスが絶ぜつ叫きようを上げた。

「ああああああああなたっ！　なんつうことをっ!?

　自分で何やったかわかってるのっ!?

　へたすればそれで世界が終わってたかもしれないのよっ！」

　よほどエキサイトしてるのか、口く調ちようまで完全に変わってたりする。

「……いやぁ……あの当時はよく知んなかったから……」

「よく知らないものの呪文なんか後先考えず使うなぁぁぁぁっ！　これだから人間ってのはっ……！」

「まあまあ。済すんだ話だし」

「反はん省せいの色がないぃぃぃぃっ！」

　過か去こをふり返らぬあたしの姿し勢せいに、ますますエキサイトするメンフィス。

　横ではいまだミルガズィアさんが、かちこちに硬直し続けていたりする。

　……うーん……この様子だと、『冥ヘル王マスター倒す時に金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアに体乗っ取られちゃいました[image: ]』っつーのは、言わない方がよさそうである。

「現在の問題は、それとは関かかわりないはずよ」

　メンフィスの加か熱ねつに水をさしたのは、ミリーナのドライなひと言だった。

「重じゆう要ようなのは、これからどうするか、の方でしょ」

「……た……確かに……

　と……とりあえずメフィ、彼女を責せめるのはいつでもできる。

　今はそれよりも……」

「……わ……

　わかりましたわ……ミルガズィアおじさま……」

　よーやく正しよう気きをとり戻し、声に震ふるえを残のこしつつではあるものの、言ったミルガズィアさんのことばに、メンフィスは、不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

　ミルガズィアさんは、一同をぐるりと見み渡わたして、

「覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラを倒した、と、お前たちは言った。

　しかし、もしも魔族の狙ねらいが予想通り、降魔戦争の再現ならば──

　おそらく、計画は止まらん。

　──できれば──

　手を貸して欲ほしいのだ。人間たちよ」




　降り続く雨の水音だけが、夜の空気をふるわせていた。

　村に一いつ軒けんしかない宿やど屋や。

　一階の酒さか場ばは、あまりはんじょうしていないのか、はたまた雨のせいなのか、まだまだ宵よいの口だというのに、人けも途と絶だえ、ざわめきも消えていた。

　そういえば夕食をとった時にも、あたしたちの他にほとんど客はいなかったような気がする。

　……ふぅ……

　洋服掛かけにマントをかけて、あたしは深くため息つくと、ベッドに、ころんっ、と横になる。

　……なんか……またひたすらやっかいなことに首突っ込んだよーな気がするなー……

　天てん井じように下がったランプをぼんやり眺ながめつつ、胸の中で小さくつぶやいた。

　──結けつ局きよくのところ──

　あたしたちは断ことわりきれず、ミルガズィアさんの調査に手を貸すことになったのだった。

　ルークなどは、『タダ働きはごめんだ』とゴネまくったりしたのだが、ミルガズィアさんの、『もしも降魔戦争再現、などということが実行されて、魔王がふたたび復活、ということになったら、金どころか、生きとし生けるものすべての命が消えることになるかもしれん。きみも。きみのパートナーも』との説得に、ミリーナの視し線せんを意識しつつ、首を縦に振ふったのだった。

　とはいっても、完全にタダ働き、というわけではない。

　協きよう力りよくしてくれるなら、竜族とエルフ族が共同開発した武ぶ器きを、あたしたちに分ける、という話になったのだ。

　むろんメンフィスはヤな顔をしていたが、ミルガズィアさんの『全体的な戦力アップのため』の言葉に、結局何も言わなかった。

　となれば、竜とエルフが共同開発した武器とやらは、晴れてあたしたちのものっ！

　その武器とやらがどれほどの価か値ちを持つか、考えてみればなかなかスゴいっ！

　なにしろ、魔力や知識に関しては、人間が遠く及ばぬ竜とエルフが、力を合わせ、そしておそらく、対魔族用に造つくったモノなのだっ！

　そこいらに転ころがっている、魔ま剣けん・妖よう刀とうなど、おそらく足あし下もとにも及ばないはずっ！

　手に入れて、一いつ件けん落らく着ちやくしたあかつきには、徹てつ底てい的てきに研けん究きゆうして、用がなくなれば高値をつけて売りとばすっ！

　…………………………

　……って……その『一件落着』させる、っつーのが、実は一番めんどーだったりするのだが……

　なにしろ、魔族にケンカを売るわけである。しかも相あい手てはまず間違いなく、ザコ魔族ではありえない。

　なにしろ、覇王将軍クラスの大物魔族が、パシリをやっているよーな計画である。となれば計画を指し導どうしている本当の敵はおそらく──

　魔王腹心五人の一人、覇ダイ王ナストグラウシェラー。

　いや、最悪の場合、すべての魔族を敵に回す、という可能性すら考えられるのだ。

　唯ゆい一いつの救すくいらしきものといえば、『倒す』ことではなく、あくまで『調査』が目もく的てきだという点くらいなのだが……

　調査とやらを進める上で、連中とぶつからずに済む可能性などないに等しい。

　………………

　うーん……こう考えると、やっぱしちょっと無む謀ぼうだったかも……

　しかし、ミルガズィアさんの言う通り、魔王再さい臨りんなんぞされた日にゃあ、シャレにも何にもなりはしない。

　以前に魔王と戦った時は、いくつかの要よう素そが重かさなり合って、なんとか倒せはしたものの、次もそううまくいくはずなどはない。

　となれば、ンな事じ態たいになることだけは、なんとか防ふせがなければならないのだ。

『あたしは知んない。じゃ、ミルガズィアさんがんばって[image: ]』とあっさり言って忘わすれるわけにはいかなかった。

　やらなきゃなんない。けどやりたくない。

　そんな思し考こうの堂どう々どう巡めぐりを、幾いく度どとなくくり返し──

「…………？」

　その考えを中ちゆう断だんさせたのは、水のしたたり落ちる音だった。

　いまだ降ふり止まぬ雨の音──ではない。

　落ちる滴しずくが床打つ音は、窓まどとは反対がわ──

　宿の廊ろう下かから聞こえていた。

　雨漏もりの音──かとも思ったが、違う。

　廊下を少しずつ近づいてくる雨漏りなんぞ、あるわけはない。

　──となればこれは──

　妙みような予よ感かんが背せを走る。

　あたしはふたたびマントを羽は織おり、ショート・ソードをたずさえて、足音を殺して部屋の扉へと向かう。

　そっと耳をそば立ててみるが、足音らしきものは聞こえない。

　しかし、したたり落ちる水の音は、確実に近づきつつあった。

　もしそこに、たとえ何かがいたとしても、それはひょっとしたら、あたしとは関かかわり合いのないものなのかもしれない。

　だが逆ぎやくに、かかわりのあるものだという可能性もあるのである。

　ならばここはやはり、確かめてみるしかない。

　……ぽたり……ぽたり……

　したたる水音に意識を集中し、リズムを読んで──

　だむっ！

　部屋の扉を開け放ち、あたしは廊下に躍おどり出た！

　……ぽたり……

　水滴が廊下の床を打つ。

　オレンジ色のランプにぼんやり照てらされて、まっすぐ伸のびた廊下には、誰の姿も見あたらなかった──

　しかし──

「…………!?」

　視界の中で、何かが動いた。

　ランプの傘かさがつくった影かげの中──

　──天井!?

　あたしは視線を上へと向けて──

　ずげげっ!?

　上げそうになった声をかみ殺し、思わず半歩、後ろに退る。

　ランプのすすで薄うす汚よごれ、半なかばまで闇やみに呑のまれた天井からは、女の首がさかさまにぶら下がっていた。

　小さく揺れる、黒く伸びた髪かみ。

　端たん正せいな顔に、どんよりとにごった瞳ひとみ。

　色を失い、小さく開いたその口から、漏れ出る水が髪を伝って、廊下の床へと落ちて砕くだける。

　……ぽたり……

　そして首から下は──無数に伸びた、根とも血けつ管かんともつかぬものが、うねり、たゆたいながら天井にはりついていた。

　むろんこんなモノ、まともな生き物でもまともな死体でもありえない。

　考えられるのはただ一つ。

　すなわち──魔族。
















『……りな・いんばぁす、か……』

　それは昏くらき高みからあたしを見下ろし、水の中でしゃべってでもいるかのような、くぐもった声でつぶやいた。

「!?」

　それの言葉を聞くと同時に、あたしは迷まよわず呪文の詠えい唱しようを開始した。

　むろんあたしに、こんなオトモダチはいない。にもかかわらず、魔族があたしの名前を知っている、ということは──

　敵、ということにほかならない。

　しかし、あたしの呪文が完成するより早く。

　それが殺さつ気きをふくれ上がらせた！

　とっさに横に跳とぶあたし！

　刹せつ那な。

　ぶじゅびゅっ！

　それの口から吹きだした、大量の水が奔ほん流りゆうとなり、たった今まであたしのいた場所を薙なぎ裂さいた！

　うずげげっ！　なんか見た目に汚きたない攻撃っ！

　眉まゆをひそめるあたしの耳に、がたんっ、と何かの倒れるような音が届く。

　そちらにちらりと目をやれば──

　あたしが出てきた、あけっ放ぱなしの部屋の戸が、すっぱり斜ななめに断たち切られ、上半分が床に転がっていた。

　なるほど、今の水流には、並の剣以上の切れ味があるということか。

　しかし、そうとわかれば対たい応おう策さくはいくらでもあるっ！

　それに何より一撃で倒してしまえば問題なしっ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド！」

　あたしが生み出した光の球たまは、ぶら下がる頭に向かって一直線！

　瞬間、根の数本が天井から離はなれ、向かい来る光球をからめ取った！

　──だが──甘あまいっ！

　かりにも獣グレーター王・ビーストの力を借かりたこの術、そんなもので止められるほど生やさしいシロモノではないっ！

　ぼっ！

　光はからめた根っこをいともあっさり吹っ飛ばし、そのまま頭を直ちよく撃げきした！

　ばぢゅっ！

　女の頭がはじけ飛び、大量の水があたりに飛び散る。

　天井にはりついた根がケーレンし──

　──にゅりゅっ。

　根の端から、新たな女の顔が瞬しゆん時じに生まれ出る！

　どげげげっ！　なんぢゃそりゃぁぁぁぁっ!?

　ビビるあたしをまっすぐ見つめ、それの口が大きく開き──

　ぞんっ！

　閃く一いち条じようの銀光に、女の頭はふたたび吹っ飛び、あたりに水をまき散らす。

「──ガウリイ！」

「──なかなか個性的な美人だな。お前の友達か？　リナ」

　いつの間に現れたのか、静かにそこに佇たたずむは、名もなき魔剣を片手にたずさえた、長い金髪の戦士の姿。

　……これで、パジャマの上から胸ブレス甲ト・プ冑レート、なんぞとゆー間の抜けた格かつ好こうじゃなかったら、けっこーサマになってるんだろーけど……

「トモダチじゃないわよ。向こうはこっちを知ってるみたいだけど。

　──口から吐はく水には気をつけてね」

「了解──っと……」

「……[image: ]っ……！」

　軽口を叩くあたしとガウリイ、二人は同時に小さく呻いた。

　それがまたまた、逆さまに、女の頭を生み出したのだ。

　しかも、五つほどを同時に。

　いかに魔族、人外のものとはわかっていても、逆さ吊づりで、口から水こぼす女の頭の群むれに、どんよりとしたまなざしで見つめられたら、さすがにたまらんモノがある。

「……なんか……いっぱい生えてきたぞ！　おい！」

「大サービスねっ！　ま、頭が弱じやく点てんじゃないってことははっきりしたわっ！」

　言って呪文を唱となえるあたし。

　同時にガウリイも魔族に向かってダッシュをかける！

　びゅぶじゅじゅぶっ！

　そヽれヽの口から幾いく筋すじもの水の流れが迸り、床を、壁を薙なぎ斬ってゆく。

　必死で身をかわしつつ、あたしは呪文を唱えつづけ、そしてガウリイは──

「はぁっ！」

　ざっ！　ざぞんっ！

　奔流を断ち切り、流れをかわし、その魔族へと肉にく薄はくする！

　剣のふた薙ぎですべての頭を切り飛ばし、攻撃力を奪うばってから──

「リナっ！」

　大きく後ろに跳とび退すさり、あたしに合あい図ずを送る！

　ナイス！　ガウリイ！　あたしの呪文詠唱は終わっているっ！

　そしてあたしは──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユっ！」

　後ヽろヽにヽ向かって呪文を放つ。

　術の生み出す黒い何ヽかヽは、その中にいるすべての存も在のに、滅びの運さだ命めをもたらす──はずだった。

　しかし。

　ひゅいっ。

　ひろがった闇は、瞬時に一点収しゆう束そくし、消えた。

　──新あらたに出現した魔族の手のひらで。

　人間の、男のようなプロポーションだが、頭のあるべき部分には、のたくる角のようなものが、ひたすら群むれ固まっているだけだった。

　あたしはこれの気配を感じ取り、根っこ頭魔族に術をぶちかますふりをして、ふりむきざまに不意打ちをかけたのだが……さすがにそれが通用するほど、甘い相手ではなかったようである。

「……何を遊んでいる……ミアンゾ。

　命令は速やかに遂行しろ……」

　あたしの攻撃などなかったかのような調子で、ねじれツノの魔族が言う。

　ツノしかない頭で、どこから声を出しているのかは知らないが、ま、なにしろ相手は魔族である。口でしゃべってくれるとは限らない。

『なら……すこしはでにいくよ……ツェルゾナーグ……』

　根っこ頭──というより、頭を失った根だけの魔族、ミアンゾがそれに応える。

　──って、ちょっと待てぃっ！　魔族の『すこしハデ』って、シャレになんないよーな気が……！

　しかし、あたしやガウリイが、それに反応するより早く。




　ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　迸った閃せん光こうが、宿の建物を吹っ飛ばした！




「……う……づづづづづぅっ……」

　からごろと、木ぎれや石くれおしのけて、あたしは地上に顔を出した。

　……さぁっ……

　同時に雨が、全身を打つ。

　──やつらは──!?

　あたしはあわててあたりに目をやり──

　そして、見つけた。

　そぼ降る雨の中、佇たたずむ魔族二体の姿を。

　ミアンゾは、地面から生えたツタがからまったような形に変形し、その半ばから、女の頭を、やはり逆さまにぶら下げていた。

　彼らは、あたしの方を見て（？）はいなかった。

　二体が対たい峙じする相手は──

「……なぜ……こんなところに竜ドラゴンがいる!?」

　言うツェルゾナーグの声には、あきらかな動どう揺ようの色がにじんでいた。

「説明するまでもない」

　ミルガズィアさんは傲ごう然ぜんと言い放つ。

「お前たち魔族の悪あつ計けい、我等が見逃すと思っていたのか？」

『……ならば……ほんきでゆくしかあるまいか……』

　ミアンゾが、くぐもった声でつぶやいたその刹那。

　[image: ]んっ。

　虫の羽は音おとにも似た音を立て、ミアンゾの体が一瞬ブレる。

　同時にミルガズィアさんの周しゆう囲いに、いくつもの小さな光が閃いた！

　空間を渡わたっての攻撃──いや！　精アス神トラ世ル界・サ面イドからの直接攻撃かっ!?

　もし精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃ならば、いかに竜ドラゴン族といえど──！

「無む駄だだ」

　しかしあたしの危き惧ぐなどどこ吹く風に、ミルガズィアさんは、片手をかるく振り払った。

　そう。ただ片手をふるっただけ。

　何が変わったわけでもない。ただそれだけのことで──

『……な……んだと……!?』

　ミアンゾは小さくよろめき、驚きよう愕がくの呻きを漏らした。

　──これは──！

　観ギヤ客ラリーのあたし置いてけぼりの、精アス神トラ世ル界・サ面イドの攻こう防ぼう戦せん!?

　人間には理解することさえ不可能なレベルで展開される、己おのれの魂たましいすら賭としての死し闘とう──なのだが、理解不可能ゆえに、眺めていても、あまり盛り上がらなかったりする。

『……いかな竜ドラゴンとはいえど、今のをあっさりはねのけるとは……！』

「我等とて、いつまでも変わらぬ存も在のではない。

　命あるものは、お主ぬしらと違い、変化を受け入れ、進歩する力を持っている。

　お主らの力を知っておれば、それに抗こうする力を編あみ出すのも必ひつ然ぜん。

　それだけのことだ」

「……なるほどな……ならば……」

　言うツェルゾナーグの頭部のツノが、ぎちりっ、ときしみ──

　ぎぢぎぢぎぢっ！

　それは耳ざわりな音を立てながら、瞬時に伸びて、ミルガズィアさんへと向かう！

　そして、ふたたびブレるミアンゾの体！

　精神世界面と物理面からの同時攻撃!?

　──しかし──

　魔族たちは失しつ念ねんしていた。

　敵は、ミルガズィアさん一人だけではない、ということを。

　じゃっ！

「──っがぁっ!?」

　闇夜を薙いだ白光が、ツェルゾナーグの伸びたツノ、そのことごとくを灼やき消した。

「……な……にっ……!?」

　頭をめぐらすその先には、白く異様なデザインの鎧をつけたメンフィスの姿！

「馬鹿な！　エルフだと!?　そんなはずは……！」

　驚愕するツェルゾナーグにはとりあわず、メンフィスは、上げていた左手を下ろし、右手で、鎧の左腰のパーツを取り外す。

　こうやって見ると、いびつな形の白い剣──に、見えないこともない。

「封デイ印ス解シー除ルド！　魔マナ力コン収バー束ジヨン！」

　彼女はそれを腰だめに構かまえ──

「ゼナフスレイド！」

　居い合あいの形で空を薙ぐ！

　そして刹那の間ますらも置かず──

「──がぁっ!?」

　ツェルゾナーグの悲ひ鳴めいが響ひびく。

　光の衝しよう撃げき波はは、空間を超こえ、ツェルゾナーグ自身の体ヽのヽ中ヽかヽらヽ生ヽまヽれヽ出ヽてヽ、背へと抜けていた。

『……ぐ……！』

　くずおれ、灰はいと化して砕くだけ散ちるツェルゾナーグを目の前に、不ふ利りを悟さとって呻くミアンゾ。

　そこに──

「カオティク・ディスティングレイト」

　ミルガズィアさんの放つ、光の奔流が押し寄せた！

『………………！』

　声にならない悲鳴を残し、ミアンゾの姿が光の中にかき消える。

　光の消えたそのあとには──

　もはや、何も残っていなかった。

「……つ……強ぇ……」

　ぽつりと後ろで聞こえた声にふり向けば、一体いつの間に現れたのか、そこには、ガウリイ、ルーク、ミリーナの三人が、ガン首ならべてほけっと佇んでいた。

　どうやら今のつぶやきは、ルークの漏らしたもののようだったが──

「……ってあんたらっ！

　なぁに手伝いもせずに、ぽーっと眺めてたのよっ！」

「あんただって、ぼーっと眺めてただろうが」

「うっ……！」

　ルークのツッコミ返しに口ごもるあたし。

「……い……いやその……

　なんか、事態がぽんぽん進行するもんで、つい、ほけーっと……」

「オレも同じく」

　と、ガウリイ。

「けどさすがね。魔族二体を、あっという間に倒すなんて」

「いや──一体だ」

　ミリーナの感かん嘆たんのことばに訂正を入れたのは、ほかでもないミルガズィアさんだった。

「根のような奴には寸前で逃げられた。多少の手傷は負わせたが」

「大丈夫よ。おじさま。もしまた来たら、倒せばいいだけの話ですから」

　剣──だか何だかを腰へと戻し、言ってこちらに歩み来るメンフィス。

「けど一体、奴等、何のために──？」

「くわしい話はあとよ。

　とにかく今は、この場から離れることが先決よ」

　彼女のことばを遮さえぎって言ったあたしに、メンフィスはケーベツのまなざしを向け、

「え？　あなた、魔族のしかえしが怖いんですか？」

「誰がンな寝ね言ごと言うのよ。

　この場にいると面めん倒どうになる、って言ってんのよ。あたしは。

　ここが村の中だ、ってこと忘れてない？」

『……あ……』

　あたしのことばに、全員の上げた声がみごとにハモったのだった。




「……ふぅ……ここまで来れば追っ手も来ないでしょ」

　まるっきり犯罪者のセリフを吐はいて、あたしが足を止めたのは、村を抜けた森の中、

なんとか雨あめ露つゆをしのげそうな場所を見つけ当ててのことだった。

　──もっとも、雨あま足あしはだいぶ弱まってきているが。

「……けど……逃げ出した、っていうのはかえってマズくないか？

　かえって怪あやしまれるよーな気がするんだが……

　宿帳に名前書いてあるし……」

「気にする必要はないですわ」

　ガウリイの意見に、メンフィスは、濡ぬれた髪を整ととのえながら、こともなげに言う。

「私は宿帳に本名書かなかったし」

　待てや。このアマ。

「けど、あそこで面倒に巻き込まれるのが得とく策さくでなかったことは確かね」

　と、ミリーナ。

「いくら宿を壊したのが魔族だ、と主しゆ張ちようしてみても、その証しよう拠こもないし、役人がそれを信じてくれるとは限かぎらない。

　ひょっとしたら目もく撃げき者しやくらいはいるかもしれないけれど、はっきり言ってあてにはできない。

　この状況下で、竜ドラゴン族のミルガズィアさんとエルフ族のメンフィスさんがいれば──

　役人が偏へん見けんの強い人なら、宿を壊こわしたのは彼らのしわざ、などと決めつけられるおそれもあるわ」

　そう。それに実際魔族と戦った時、ミルガズィアさんやメンフィスの攻撃の余よ波はが、宿のそばにあった家の壁粉ふん砕さいしてたりしたし……

「ま、確かにミリーナの言うとおりだな。

　魔族のやらかしたことでぐちぐち文もん句く言われて、時間ムダにするわけにもいかねーだろうし」

　ミリーナに対しては無む条じよう件けんイエス・マンのルークが、こくこく首を縦に振る。

「──一つだけ。誤ご解かいがあるようなので言わせてもらう」

　ミルガズィアさんは、表情一つ変えぬまま、

「宿を破壊したのは、魔族たちではなくてメフィだ」

　…………………………

　一同はしばし沈黙し──

　──とりあえず──あたしは一応聞いてみる。

「……えーっと……冗じよう談だん……ですよね……？　それ……？」

「いや、冗談などではないが。

　表か情おを見ればわかるだろう？」

　わからんわからん。

　ついて行けない冗談言う時も、あんた真顔だろーが。おっちゃん。

　…………って…………

「ぬぁにぃぃぃいいぃいっ!?

　じゃあ、あれって……!?」

「あなたたちが魔族と戦っているのを察して、援えん護ご射しや撃げきをしてあげたのよ。

　思ったより建物のつくりが甘かったから、あんなことになりましたけれど。

　宿の人に死人は出てないから問題はないはずですよ」

　カケラほどの反省の色さえもなく言うメンフィス。

　……でもって自分だけ、宿帳に本名書いてない、って……

　めちゃめちゃ性タ質チ悪いな……こいつ……

「──まあ、そんなことはどうでもいいとして。

　問題なのは、どうして魔族があなたたちを襲ったか、ですね」

　宿屋のおっちゃんが耳にしたら、間違いなく後ろから刺されそうなセリフを吐いて、メンフィスは話題を転てん換かんした。

　……ま、ここで宿屋壊滅の責任追及なんぞしてても、あんまし意味がないことは確かではあるのだが……

「確かに。奴等の目的は気になるところだ」

　うあ。ミルガズィアさん同意してるし。

　……うーむ……竜ドラゴンやエルフって、建物──っつーか生活空間に対する価か値ち基き準じゆんが、人間と違ったりするんだろーか？　やっぱし……？

「でもやっぱり、宿屋壊してほったらかし、ってのはよくないと思うんだけどなー。オレは」

　……ぴくっ……

　ガウリイがなにげなしに言ったその言葉に、ミルガズィアさんとメンフィス、二人は一瞬硬直し──

「ま……まあ、形あるものはいつか壊れる、って言いますから」

「う……うむ。大たい局きよくを見るならば、やはり今は現状の把は握あくと来るべき事態の予よ測そくが先決だと思うのだが」

　……なんだ……二人とも現げん実じつ逃とう避ひしてただけか……

「まあ、宿の破壊と二人の良心の問題は、あとででも話し合えるとして──」

　ミリーナの発言に、二人はまたまた小さくぴくつくが、彼女はそれには全くかまわず、

「先に検けん討とうするべきなのは、『なぜ襲われたか』ね。

　こうやっている間にも、魔族が再襲撃をかけて来る、という可能性もある以上、襲われた理由を把は握あくしておいた方が、対たい処しよもしやすくなるでしょうし」

「手がかり──と、言えるかどうかは知んないけど……

　敵さんはすくなくとも、あたしの顔と名前は知ってたわ」

　あたしのことばに、ガウリイは、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、

「なら、しかえし……とかじゃあないのか？

　前に、シェーラとかっていう、魔族のえらい人倒してるじゃないか。オレたち。

　そのかたき、ってことで……」

　……あー……また何も考えてないし……この男は……

「それはまずありえんだろうな。

　魔族に仇あだ討うちなどという、ウェットな感情があるとは思えん」

「そーそー。

　それに第一、かたきうち、ってぇのなら、あんなザコ魔族二匹こっきりやって来る、なんてわけないでしょーが。

　一いち応おうこっちは、かりにも覇王将軍倒してんだから。

　本気でかたきうちのつもりなら、それなりの戦力は揃そろえてくるはずよ」

　ミルガズィアさんのことばにあたしもうなずいた。

「じゃあ、なんで襲ってきたんだ？　あいつら」

「……いや……それがわかんないから悩なやんでるわけで……

　──あ。そー言えば、あとから出てきた奴──メンフィスが倒した方の奴が、『命令は速すみやかに遂すい行こうしろ』とか言ってたわね」

「つまり──あんたをとっとと倒しちまえ、ってわけか」

　ルークのことばに、しかしあたしは左右に首を振り、

「……どっちかっていえば……

『余計なことをやってるんじゃない』ってなふうに感じたんだけど……」

「つまり──

　彼らの目的は他にあって、片方の魔族は、ほんとうにたまたま、あなたの名前を知っていただけだった、ということ？」

　と、ミリーナ。

「可能性は……ないこともないと思うわ。

　どっちも、あたしの知らない相手だったけど、ガイリア・シティでのあの事件で、あたしたちを探してはいたけど出会わなかった相手だった。だからあたしの顔と名前を知っていた……って可能性もあるし」

「狙いはあなたたちだったけれど、私たちにおそれをなして逃げた、という可能性も十分考えられますわ」

『十分』のところにアクセントを置いて、なんだか自じ慢まんげに言うメンフィス。

「人間ごときが相手だからと甘く見ていたか、どこかに仲間をまだ潜ひそませていた。

　ところが予想外の戦力──つまり、私とミルガズィアおじさまに驚いて、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出した。

　ありえない話じゃあないと思うけれど？」

　たしかに、ありえない話ではない。

　ではないのだが──なんかムカつくぞ。その言いよう。

　……まあ……それはとにかく……

「……て……てぇことは、まあ……

　魔族がもっかいあたし狙ってやって来る、って危険は少ない、ってわけね……」

「そうでしょうね。あなたが自分で思っているほど、魔族があなたのことを重要視しているとは思えませんし」

　髪をかき上げながら言うメンフィス。

　……こ……このアマ……

「……そぉねぇ。

　手がかりも少ないし、この件はどーやらあんまし気にしてもしかたなさそーねぇ……」

　多少ほっぺた引きつらせつつも、あたしは極きよく力りよくフレンドリーな調ちよう子しで、

「じゃ、そーゆーことで議ぎ題だいその二。

『宿が壊れたのは誰が悪いか』って話題に移うつりましょーか」

「……ちょっ……！

　ちょっと！　なんでそうなるのっ!?」

「とーぜんでしょ。あたしたちは、きっちし宿帳に名前書いてたんだから。

　犯はん人にん扱あつかいされて手配でもかけられたら、シャレにも何にもなんないでしょ。

　……ま、ここはどこぞの根性曲がりエルフを『真犯人です』ってつき出して、当人に罪を償つぐなってもらう、とゆーのが一番の解決策だと思うけど？」

　あたしの意見に、メンフィスは一瞬はひるんだものの、きっ！　とこちらをにらみ返し、

「……私としては、宿の中で魔族に喧けん嘩かを売るような、思し慮りよの足りない方が責任を取るべきだと思いますけど……？」

「……ほっほぉぉぉぉう……

　どーやらあたしとあんたとじゃあ、ちょっぴり意見が違うみたいねー」

「……どうやらそのようですね……

　……ま、私としては、思慮の浅い方と同じ考えでなくて安心していますけど……」

「……言うわねー……んっふっふっふっ……」

「……これは……じっっっっくり話し合う必要がありそうですね……ふふふふふ……」

　顔と顔とをつき合わせ、あたしとメンフィス、二人の視線が火花を散らす。

　上うわ背ぜいで負けてるぶん、ちょっぴりこっちが不利ではあるが。

「……なあ……オレ思うんだけど……」

　そんなあたしたちを眺めつつ、ガウリイが、隣となりに佇むルークに問う。

「ひょっとしてあの二人って……仲悪くないか……？」

「正解。」

　聞かれてルークは、ため息混じりに答えたのだった。



















「……何だ？　あれ……？」

　ガウリイが、街かい道どうのはるかな先を眺めつつ、いきなりそうつぶやいたのは、昼ごろのことだった。

　メンフィスが宿を粉ふん砕さいしたのを、あたしが舌した先さき三さん寸ずんで、野の良らデーモンのせいにして、なんとかすべて丸くおさめた、その翌よく日じつである。

　一行がまず目め指ざすのは、エルフの村。目的は武装強化で、場所はガイリア・シティの向こう。

　あたしたちにとっては、もと来た道をもどる形になる。

　つまり、ガウリイが目で指す方には、おとといあたりに通った町がある、ということになるのだが……

「あれ……って？」

「……煙けむり……みたいに見えるんだけど……」

『────！』

　ガウリイのことばに、あたしとルークとミリーナは、思わず顔を見合わせた。

　彼の異常な目のよさを、この三人は知っている。

「……煙？　私には見えんが……」

「そうよ。見間違いじゃあ……あ！　ちょっと!?」

　言うミルガズィアさんとメンフィスを置いて、四人は駆かけ出していた。

「──確かなのか？」

「間違いないわ！」

　あわてて駆け出し、追いついて問うミルガズィアさんに、あたしはきっぱりそう答えた。

「脳ミソの中身と違って目は確かなのよ！　彼！」

「……おい……リナ……」

「なるほどな。そういうことならば──」

　ガウリイの抗こう議ぎの声を遮さえぎって、ミルガズィアさんは言う。

「ゆっくり走っている場合ではあるまい」

「……へ……？」

「……ロラーザロード」

　ミルガズィアさんがつぶやいたその刹那。

　ぐんっ！

　引っぱられるような感覚とともに視界が急変した！

『……な……？』

　思わず声を上げたのは、あたしだけではなかったようだ。

　あたしたちは──かなりのスピードで、街道を驀ばく進しんしていた。

　足を動かしていないにもかかわらず。

「驚くことはないわ。ミルガズィアおじさまの術よ」

　腕すら組んで、余よ裕ゆうの顔でメンフィスは言う。

　下に目をやれば、足はちゃんと地面を踏みしめている。

　止まったままで。

　だがあたしたち一行は進み続ける。

　……まさか……大ベ地フイのモ精スに干かん渉しようして、足下の地面ごとあたしたちを動かしてるんだろーか!?　……いや……それなら風を感じるはずだが……とゆーことは、風にも同時に干渉してる!?

　もしもそうだとするならば、めちゃめちゃハイレベルな術である。

　本来不動のはずの地面を、ほかの場所との歪ゆがみを生むことなしに、コントロールして高速移動させているのだから。

　風の結界を張っている様子がない以上、地面の移動する速度と方向に合わせて、風を吹かせている、ということになる。

　……いや……竜ドラゴンの魔力ってのは、人間とは比くらべものになんない、って話しはたしかに聞いてたし、頭ではわかってるつもりだったけど……

　単なる移動のためだけに、こんなレベルの術を、呪文詠唱もなしにあっさり使う、とゆーのは……

　……………………

　……と……待てよ……

「ミルガズィアさん、どこで覚おぼえたんです？　こんな術？

　本来は竜ドラゴンなら、『地面を動かして移動』する術なんていらないはずなんじゃあ……？

　空飛んで行けばいいわけだし……」

　尋たずねるあたしに、ミルガズィアさんはこともなげに、

「ああ。メフィと旅をはじめてからは、人の姿をしているからな。

　移動が不便なんで、こんな術を組み上げてみた」

　……く……組み上げてみた……っておっさん……

　ンな、『ちょっとした生活の知恵』みたいな言い方で片づけられても……

　竜ドラゴンって……スゴいんだ……やっぱし……

　あたしの知ってる限りじゃあ、単なるヤラレ役みたいなイメージあるけど……

「──煙だな。確かに」

　そのミルガズィアさんがぽつりとつぶやいたのは、進みはじめていくらもいかないうちのことだった。

　この距離まで来ればあたしたちにもはっきり見える。たしかにガウリイの言った通り、街道が続くその先の空に、いく筋すじかの、灰色の煙が上がっていた。

　それは、みるみる間に近づいて──

「──見えた！」

　小さな丘おかを越こえた時、そう言ったのは誰だったか。

　なだらかな丘のそのふもと。ひろがる森に面したあたりに、小さな町があった。

　──炎ほのおと喧けん噪そうに包つつまれて。

　この距離からでも、逃げまどう人々の姿が見える。

　そして──破壊をくり返すレッサー・デーモンの群れが。

　応戦している者もいるようだが、デーモンの数はかなりのもの。それに、森の中からも、いまだ次々と新あら手てのデーモンたちがわき出してきているようである。

「デーモン、ね」

　町の様よう子すを一いち瞥べつし、すいっ、と一歩、踏み出すメンフィス。

　そして──

　ぶんっ！

　風薙ぐ音と同時に、その背に白い翼つばさが生えた。

　──いや。

　異い形ぎようの鎧の背中が瞬時に変形し、一対の、細長い翼となったのだ。

「先に行くわ。おじさま」

「無茶はするなよ」

　うなずくミルガズィアさんにウインクひとつ。ふわりっ、と、メンフィスの足が地面から離れた。

　──刹那。

　どんっ！

　空気を貫つらぬく音と、白い軌き跡せきを残して彼女は宙ちゆうに舞まう！

　こっちもミルガズィアさんの術で、かなりの高速移動をしているというのに、それさえ楽々ぶっちぎり、一直線に村へと向かった！

　見送るあたしたちの視界の中で、メンフィスの姿がみるみる小さく……小さく……

　……ならなかった。

　たしかに彼女の後ろ姿は、みるみるうちに遠ざかってゆく。

　しかし同時に、白い鎧が変形・展開し、メンフィスの体を包むように、その大きさを増してゆく。

「……うそ……」

　思わずぼーぜんとつぶやくあたし。

　そして──

　翼ある白い巨人と化したエルフは、デーモンの群れの中へと降り立ったのだった。




　白い光が地を薙ぐごとに、なん匹ものデーモンたちが、光に呑まれて塵ちりと化し、あるいは森の草木とともに、爆ばく圧あつに吹っ飛ばされて宙に舞う。

　……どーでもいーが、エルフがこう簡単に森焼き払ってもいーんだろーか……？

　自然との共存がライフスタイルの彼らにとっては、自然破壊はタブー、とゆー話を、どこかで聞いたよーな気はしたのだが……

　あるいはひょっとして、メンフィスは、そーいう心理的なタブーを持ち合わせてないからこそ、ミルガズィアさんとペア組んで、この任にん務むにつくことになった、とか……

　──ともあれ、あたしたちが町へとたどり着いた時には、ほとんどのデーモンたちは、すでに蹴け散ちらされていた。

　とはいえむろん、町の中にもデーモンたちは入り込んでいる。

　メンフィスが化ばけた巨人も、さすがに建物ごとデーモンたちを薙ぎ散らすわけにもいかず、そちらの方にはさすがに手が回っていない。

　おしっ！　ならこっちこそ、あたしたちのウデの見せどころっ！

　一気にデーモン蹴散らして、あとで町長さんあたりに、恩おん着きせがましく言いつのり、多少なりとも礼金ゲット！

　ミルガズィアさんが移動の術を解かい除じよして、一同は町に向かって駆け出した。

　デーモンたちのうち何匹かが、向かい来るあたしたちに気がついて、敵意の視線をこちらに向ける。

　ふっ！　指し揮きされてないレッサー・デーモンの群れなんぞ、あたしたちにとっては単なる烏う合ごうの衆しゆうっ！　あっさりとっとと蹴散らすのみっ！

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「ゼラス・ファランクス」

　きゅごきゅごごきゅどどどどどどどっ！

　だがしかし。あたしが呪文を唱え終わるよりはるかに早く。

　ミルガズィアさんが生み出し、放った十数発の光球が、あたりにいるデーモンたちのことごとくを、瞬時に追つい尾び・撃げき破はした。

「…………………………」

　……えーっと……

　思わず呪文を中断し、その場に立ちつくすあたし。

　ガウリイ、ルークにミリーナも、どーやら同じだったらしく、気の抜けたような顔で佇んでいる。

　……たぶん今の……獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドの対多数用のものなんだろーけど……いや……ミもフタもないっつーかなんつーか……

「──どうした？　ぼうっとして？　まだ町の中にもいるはずだ。行くぞ」

「……あ……」

「……そ……そうだな……」

「行く……か……」

「……そうね……」

　ミルガズィアさんのことばに、四人は半ばぼーぜんとうなずいて、あらためて町の中へと向かったのだった。




「──どうやら終わったみたいね。おじさま」

　後ろから声がかかったのは、町の中で暴あばれたおしていたデーモンたちを、あたしたちが……とゆーよりもっぱらミルガズィアさんが一いつ掃そうしたあとのことだった。

　ふり向いたそこには、白い巨人から、もとの姿に戻ったメンフィスの姿。

「森にいたデーモンは？」

「もちろん。一匹残らず倒したわ」

　問うミルガズィアさんに答えてから、彼女はくるりっ、とこちらをふり向き、

「みなさんもずヽいヽぶヽんヽ活かつ躍やくしてくださったようだし」

　……むかっ。

　はっきし言って、ミルガズィアさんの呪文発動の早さと威い力りよくには、人間はとうていかなわない。当然ンなことは、メンフィスもむろん知ってるだろう。

　知っていて、なおかつあたしたちに活躍の場がほとんどなかっただろう、とゆーことを見み越こした上でのイヤミである。

　となれば、イヤミに勝てるのはイヤミのみっ！

　あたしはにこやかな笑顔を浮かべ、

「いやぁ。活躍ってゆーほど活躍してないし。町の中のはほとんどミルガズィアさんが実力でやっつけてくれたし、外のはあなたのヨヽロヽイヽで片づいたし。

　いやー。ほんっとすごいわね。そのヨヽロヽイヽ」

　ぴぴぴくぅっ！

　あたしのことばに、メンフィスは青スジ浮かべ、

「……それって……『あんたじゃなくて鎧がすごいだけなんだ』って聞こえるんですけど、私の思い違いかしら？」

「思い違いよ思い違い。日頃ヨロイにばっかし頼たよってて、実力勝負してないこと気にしてるから、そんなふーにヒガんだ考え方しちゃうだけよ。たぶん」

「……ふふふふふ……あなたもなかなか言いますね……」

「いやぁ。どこぞの根性悪エルフには勝てないわよ。んふふふふふふふふ」

　口もとに笑みを浮かべて瞳に殺意。あたしとメンフィスは、出会ってからもう何度目になるのか、数えることすらばからしい、にらみ合いをまたまたはじめた。

「……けどよ、その鎧って、ほんとうに一体何なんだ？」

　ぎすぎすした空気に気づいているのかいないのか、横からのほほーんと問いかけたガウリイのことばに、メンフィスは、そちらを向いて胸を張り、

「わたしたちエルフと竜が、共同開発した武器よ。

　ミルガズィアおじさまの着ているのもそう。

　おじさまのは、精アス神トラ世ル界・サ面イドへの干渉能力を増幅する機能がある呪リチユ霊アル・鎧アーマー。

　並の純魔族程度じゃあ、今のおじさまには太た刀ち打うちできないはずよ。

　で、私のが、精アス神トラ世ル界・サ面イドへの干渉力をある程度自由にコントロールでき、こちらの意識コントロールで、変形も可能な半生体甲かつ冑ちゆう。魔ゼナ律フア装アー甲マーと呼んでるわ」

「ふーん。やっぱしヨロイがすごいだけじゃ……な……」

　てきとーに聞き流してツッコミを入れかけ、思わずあたしは一瞬凍こおりつく。

　……精アス神トラ世ル界・サ面イドへの干渉力コントロール……半生体甲冑……ゼナファ……ってそれ!?

　ずざざざざっ！

　あたしは思わず後ろに引いて、びすっ！　とメンフィス指さして、

「ザナッファー!?

　……そ……それってまさか魔ま獣じゆうザナッファー!?」

　異世界の魔道知識を記録した、異ク界レア黙バ示イブ録ルの写しや本ほんより再現された、生きるヨロイ、封ふう魔ま装そう甲こうザナッファー──

　百年以上前には魔道都市サイラーグを壊滅へと追い込み──そしてしばらく前、あたしとガウリイたちと死闘をくりひろげた相手──

　精アス神トラ世ル界・サ面イドからの干渉を完全に遮しや断だんし、黄ゴール金ド・ド竜ラゴンの閃レ光ーのザー吐ブレ息スにも似た光を解き放つ。

　しかし──あたしたちの知っているザナッファーは、最初はヨロイの姿をしておきながら、時とともに装着者を取り込み、成長し──狂くるえる巨大な魔ま獣じゆうと化した。

　……てことは……まさかこれも……

「──人間の社会ではそう呼ばれているみたいね。

　もともと『ゼナファ』というのは『魔を律りつする』という意味の混カ沌オスの・言ワー語ズだし」

「『だし』って……！

　な……何だってンなもん持ってんのよっ!?」

「降魔戦争の時以来──我々とて、漫まん然ぜんと時を過ごしていたわけではない」

　言ったのはミルガズィアさんだった。

「本気で戦力を投入してきた魔族にとって、我等がいかに無力かは、あの戦いの時に思い知らされた。

　主力──のつもりだった我等竜ドラゴンの眷けん属ぞくが、魔王の五人の腹心ですらない──たった一人の獣プリ神ー官ストに、あえなく蹴散らされた時に、な。

　あの戦いが終わって以来──我等竜ドラゴンとエルフとは、いずれ来るべき魔族の侵しん攻こうに備そなえて、さまざまな武器の開発に着ちやく手しゆした。

　──リナ＝インバースよ。私はお前を異ク界レア黙バ示イブ録ルのもとへと誘いざなった。

　何故私が、その道筋を知っていたと思う？」

「──あ──！」

　──そうか──

　あたしはようやく悟さとった。

　ミルガズィアさんが異ク界レア黙バ示イブ録ルへとたどり着く道を知っていた──それはとりもなおさず、彼が、いくどもそこを訪おとずれたことを意味していた。

　──異界よりの知識をもって、魔族に抗こうする武器を造つくり出すために。

　同じ異ク界レア黙バ示イブ録ルを知識の源みなもととしているならば、魔族に抗する術すべを求めた時に、その一つの手段として、ザナッファーという、同じ答えにたどり着いた、ということは充分に考えられる。

「……けど……それじゃあ、ゼロスがあたしたちといっしょに訪たずねてきたとき、抵てい抗こうしなかった、っていうのは……？」

「武器の製造は、エルフたちの村でやってもらっているからな。

　装備もなしに奴に立ち向かうのは自殺行こう為いだった」

「……な……なるほどー……そーゆーことなら……

　──あ。でも……」

　あたしはふたたび視線をメンフィスの方に向け、

「……それってまさか……

　装備した人食って暴ぼう走そうしたりしないでしょーね……？」

　おそるおそるのあたしの問いに、メンフィスは眉まゆをひそませて、

「……何をわけのわからないことを言っているのよ……？

　そんなわけありませんでしょ。

　……ま、たしかに、貧ひん弱じやくな魔力しか持たない人間じゃあ、ひょっとしたら、このゼナファを制せい御ぎよしきれない、ってことはあるかもしれませんけど。

　──たぶん人間世界で暴走した奴っていうのは、人間が、異ク界レア黙バ示イブ録ルの知ち識しきを理解しきれずに、いいかげんな技術で造り出した不良品なんじゃないですか？」

「……てことは……

　とりあえず安心していーのよねっ!?　後ろからかみついたりしないわよねっ!?

　あんたの性格悪いのは、実はそいつのせい、なんてことはないわけねっ!?」

「最後の質問がかなり引っかかりますけど、とりあえず心配する必要はありませんわ。

　エルフを装備者とした能力調整になっていますから、あなたたち人間にお貸かしするわけにはいきませんけど。

　……性格の悪いのがゼナファにまで感う染つりそうですし」

「……ほほぉぉぉぉう……これまたずいぶんオリジナリティに乏とぼしい悪口ねぇぇ……」

「いえいえ。悪口なんかじゃあ。ただのお返しのことばですよ。ふふふふふ」

「んふふふふふふふ」

「……結局にらみ合うのかよ……おめーらは……」

　あきれた口く調ちようでつぶやくルーク。

　そーいえば今の、異ク界レア黙バ示イブ録ルうんぬんの話わ題だいには、ルークやミリーナはついてけなかったはずなのだが、ツッコミが入らなかったところを見ると、すっぱり理解をあきらめたか……あるいはひょっとして、世の中には知らない方が幸しあわせとゆーコトがある、とか思ったりしたのだろーか……？

　さらに何やら言おうと、メンフィスが口を開きかけたその時──

「──みなさん！」

　聞いたことのあるよーな声は、少し離れた場所から聞こえた。

「……ほえ……？」

　声の方へと顔を向ければ、通りを渡り、こちらへと向かう男が一人。

　それは、あたしの知った顔だった。

「──あんたは──」

「よかった……探してたんですよ」

「門番その一！」

　あたしのことばに……………………

　名前忘れた。

　ガイリア・シティで会った門番その一は、その場に突つっ伏ぷしたのだった。











　　　二、帰り来た街は魔族の影見えて









「……で……一体どーしたのよ？」

　足を止め、あたしがそう問といかけたのは、町の片かた隅すみにある、人通りのとぼしい場所でのことだった。

　本当ならば、こみいった話はメシ屋でごはんでも食べながら──と、いきたいところではあるのだが、さっきのデーモン襲しゆう撃げきで、町はいまだにごたごたしている。

　襲撃の恐きよう怖ふもいまださめやらぬ中、町の人たちの前で、ぶっそーな話をするわけにはいかなかった。

「……はあ……それが……その……」

　門番その一──マイアスくんは、歯は切ぎれの悪い口く調ちようでぷつぷつとつぶやく。

　ちらりちらりと、ミルガズィアさんとメンフィスの方へと視し線せんを送りつつ。

　むろん、ここに着くまでに、互たがいのざっとした紹しよう介かいは済すませておいた。

　話がややこしくなるのを避さけるため、ミルガズィアさんとメンフィスのことは、『信しん頼らいできる仲なか間ま』とだけ。

　マイアスくんのことは『門番です。以上。』とか紹介したら文もん句くつけられたんで、『ガイリア・シティで知り合った人』てなふーに言い直したけど。

　ま、マイアスくんにしてみれば、あたしたち四人とも、一いち応おう面めん識しきがある、といった程てい度どの知り合いでしかないし、ましてやミルガズィアさんたちは初対面。

　こみいった話があるというのなら、たしかに初対面の相あい手ての前では話づらいだろう。

「……なんて言うか……

　事じ件けんはまだ、おさまってないみたいなんです……」

　さらにしばし口ごもってから、彼はようやくそう言った。

「……へ……？」

「みなさんが町を出ていってから、町の中でいきなり立て続けに、デーモンが出しゆつ没ぼつしはじめて……」

『────!?』

　彼のことばに六人は、思わず顔を見合わせる。

　──町の中で──デーモンが発生!?

「ですから……

　もう一度、みなさんのお力をお借かりできないかと思ってあとを追おってたんです」

「……やっぱり相あい変かわらず他力本がっぐっぐっ」

「もう少し詳くわしく話してくれる？」

　ため息混まじりにつぶやくルークの口を押さえて、ミリーナが問とうのに、彼はしばし沈ちん黙もくしてから、

「……みなさんが町を出た夜……町のあちこちで──レッサー・デーモン……っていうんですか？　そいつがいきなり出てきて……」

「あちこち──ってことは、何匹も？」

　あたしの問いに、彼はうなずき、

「一カ所には一匹だったんですけど……同時に何カ所に出たのか……

　デーモンなんていうのを見たのは、私はそれがはじめてでしたが……あれは……」

　その時のことでも思い出したか、マイアスくんは、しばし蒼あおざめた顔で沈黙した。

　無理もない。あたしたちにとっては、レッサー・デーモンやブラス・デーモンなど、単なる『ちょっとだけ強いザコ』にしか過ぎないが、普通の戦士や魔ま道どう士しにとっては、シャレにならない相手である。

　強きよう固こな皮ひ膚ふと高い魔ま力りよくは、なまくら剣けんなどはじき返し、並の攻こう撃げき魔ま法ほうでは、ほとんどダメージを与あたえられない。

　おそらく、ほとんど実戦経けい験けんもないだろうマイアスくんにとっては、脅きよう威い以外の何物でもなかっただろう。

「……警けい備び隊たいやら傭よう兵へいのひとやら……いろんなひとの協きよう力りよくで、なんとか倒たおすには倒したんですが……

　その翌よく日じつです。ジェイドさんが、うちを訪たずねて来られたのは……」

「ジェイド？」

「ガイリア・シティの件で知り合った騎き士しさんよ」

　ミルガズィアさんのつぶやきに、あたしはとことんおーざっぱな答えを返した。

「……ジェイドさんの言うには……城しろの出入りができなくなった、とか……」

「……は……？」

　一いつ瞬しゆん、言われたことの意味が理解できず、あたしは小さく眉まゆをひそめる。

「……つまり……『お前は入るな』とか言われた……と……？」

「いえ──そうじゃありません。

　ジェイドさんが、じゃなくて、誰一人、城へ出入りできなくなったんです。

　……私は直ちよく接せつ見たわけじゃあありませんが、ジェイドさんの話だと、前日の夕ゆう刻こく以い降こう、城門は閉とざされっぱなしで、中の様よう子すもわからないらしいです」

「……何それ……？　ひょっとして、デーモンが出てきた時にも、城から増ぞう援えん来なかったの!?」

「……どうやら……そのようです……」

「……………………」

　言いにくそうに答える彼に、あたしはさすがにことばを無くした。

　普通──町の中でデーモンなんぞが出しゆつ現げんしようもんなら、即そく座ざに城から兵へい士しが迎げい撃げきに出る、とゆーのが当たり前の反はん応のうである。

　それが、増援もなく、朝になっても門が開かない、というのは……

　考えられる可能性は二つ。

　国王がよほどの根こん性じようなし──いや、臆おく病びようものか、そうでなければ、城の中で何かがあったか──そのどちらか。

「ジェイドさんは、城の中で何かあったんじゃあないか、って言ってました。

　それで、自分は城の状じよう況きようを確たしかめるが、何か普ふ通つうじゃないことが起こっていることは間違いない。我々の手には余あまることかもしれないから、みなさんを呼び戻してきてほしい、とおっしゃって……

　──もちろん、お礼れいはちゃんとさせていただく、ということで……」

「………………」

　彼のことばに、あたしは無む言ごんで、ミルガズィアさんとメンフィスの方へと目をやった。

　覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラが倒れたあとのガイリア・シティで起きたデーモンの発生事件。

　そして、閉ざされた王城。

　これは──魔ま族ぞくたちの計けい画かくと、決して無む関かん係けいではないと思うのだが──

　二人も同じ意見だったらしく、あたしの視線に、無む言ごんで小さくうなずいた。

「──わかったわ。

　行きましょう。ガイリア・シティへ」

　かくて──

　あたしたち一同は、一いつ旦たんはあとにしたガイリア・シティをふたたび目ざすのだった。




　街まちは──静しずかだった。

　しかしこれは、平へい和わの静けさなどではなく、恐きよう怖ふと不ふ安あんがもたらす沈ちん黙もくだった。

　あたしたちがここを発たってから、十日と経たってはいない。

　その時には、道の端はし々ばしに露ろ店てんが並ならび、走り回る子こ供どもたちの姿すがたがあった。

　宮きゆう殿でんで騒さわぎがあったとはいえ、それとは直ちよく接せつ関かん係けいのない、普ふ通つうの人たちの生活が。

　しかし今は──露店の数もめっきり減へって、通りを歩あゆむ人々も、不安に背せ中なかを押されるように、足早で歩み過ぎてゆく。

　ディルス王国首しゆ都と、ガイリア・シティ──

　マイアスと出会ってから数日の後。

　途と中ちゆう、さしたるトラブルもなく、あたしたち一行は、この街へとたどり着ついたのだった。

　本来ならこの街に入る時には、外がい壁へきの門で一応の出入りチェックがあるはずなのだが、今はそこに兵士の姿もなかった。

　……これは……よっぽど命めい令れい系けい統とう壊こわれてるなー……

「──ならとりあえずは、ジェイドさんのところに──ということでかまいませんね？」

　マイアスくんの提てい案あんに、異い存ぞんがあろうはずもない。くわしい状況がわからなければ、そもそもろくに動けないのだから。

　ジェイドの家は、前の事件の時に一旦壊されている。ことが終わって騎士に復ふつ帰きした時に、騎士に家がないのはまずかろう、と、国から無人の屋や敷しきをひとつ、提てい供きようしてもらったのだが……

「──いないようね──」

　玄げん関かん先さきに佇たたずんで、ドアノッカーも叩たたかぬうちに、そう言ったのはミリーナだった。

「……え……？　なんで……？」

「蜘く蛛もの巣すよ」

　ノッカーに手を伸ばしたままのポーズで問うマイアスに、答える彼女。

　──なるほど──

　言われてみれば、ノッカーとドアとの間に、小さなクモの巣がひとつ。

　それだけではない。

　飾かざり彫ぼりのほどこしてあるドアのあちこちに、いくつかのクモの巣がはりついていた。
















　──クモは半日もあれば巣をひとつつくるのだが、このいくつもの巣が、ひと晩ばんでできたものとは思えない。

　となると、ジェイドがこの家を空あけてから、数日は経っている、ということになる。

「……しばらく帰ってねーみてぇだな」

「たしかに……中に人のいる気け配はいもないし、な」

　ルークとガウリイの二人も、その意見に首を縦たてに振る。

「それじゃあ……街か……城……ですかね？」

「……かもしれないわね……」

　マイアスのことばに、固かたい口く調ちようで答こたえるあたし。

　ジェイドは彼に、『城の状況を調しらべる』と言った。

　ならば可能性としては、調べに行ったその城で、何かのトラブルがあった、と考える方が自し然ぜんだった。

　自然ではあるのだが──

『城の内部で何かが起おこっているらしい』『その城を調べに行ったジェイドが帰ってこない』ということは……かなり面おも白しろくない推すい論ろんを導みちびき出す。

「──とにかく、どう動くにしても情報が欲ほしいわ。

　あたしたちが街を離れてた間に何があったのか──

　どこか、いろいろ話が聞けそうな場所に心当たりある？　マイアス」

「それなら……私たちが結けつ構こう使ってた店がありますから、そちらにでも──

　……けど……

　無ぶ事じなんでしょうか……ジェイドさん……」

　……………………

　マイアスが、誰にともなくつぶやいたそのことばに、答えを返せる者は一人もいなかった──




「──知らねえよ。何が起こってるか、なんてよ」

　度の強いウォッカを一気に飲み干ほして、男は吐き捨てるように言い放った。

　街の一角にある、酒さか場ば兼けん食しよく堂どう。

　店みせ構がまえからすると、ちゃんとした──俗ぞくに言う『明るく健けん康こう的てきな店』っぽいのだが、まだ陽ひも傾かたむかぬこの時じ刻こくから、なんだかガラの悪そーな連中が、なぜだかたむろしていたりする。

　マイアスが声をかけたのも、そんな中の一人だった。

　一応兵士の格かつ好こうをしているところからすると、マイアスの同どう僚りようなのだろうが、酒でにごりまくった目と、まばらに伸びた無ぶ精しようヒゲとが、彼を『ガラの悪い連中』その一に仕し立たて上げていた。

「わけがわかんねえから、こうやって昼間から呑のんでるんだよ！　そんくれぇのこともわかんねーのか？　マイアスさんよぉ」

「……も……もちろん知ってるだけのことでいいですから。

　街の中にデーモンが出たその次の日から、私、事情があって街を留る守すにしてて……

　それから今日まで、何があったのか知らないんですよ」

　カップに酒を注そそぎつつ、下手に出て言うマイアスくんに、しかし男は不ふ機き嫌げんなまなざしのままで、

「ほっほぉぉぉぉう。留守にしてた、ねぇ。

　それはそれはお気き楽らくなことで。

　こぉぉぉっちの苦く労ろうも知らねーでよぉ。

　街に残ってたオレたちがどんだけ苦労したか、わかるか？　ん？

　おめーにわかるのか？」

　据すわった目のままで詰つめ寄よる男。そのまなざしにひるむマイアスくん。

　そして──

「わかるかンなもぉぉぉぉぉぉんっ！」




　すぱこぉぉぉんっ！




　あたしの叫さけびと、カラの木のカップが男の頭をどつき回す、景けい気きのいい音が、店によどむ倦んだ静せい寂じやくをつき抜ぬけた。

「……な……！」

「さぁぁぁぁっきから黙だまって聞いてりゃあぐだぐだぐだぐだ！

　昼間っからイジけて酒呑んで現げん実じつ逃とう避ひしてる奴が、『オレの苦労』もないもんでしょーがっ！

『おめーにはわかんねーだろう』って、そりゃあ説明もしないでわかるわけないでしょーがっ！

　わかってほしけりゃ、まず説明しなさい説明をっ！」

「……な……！　何なんだてめぇはっ!?」

「何だっていいのよっ！　ンなことはっ！

　とにかくとっとと状況説明するっ！」

「……や……！　やかましいっ！

　いきなり頭殴なぐられて、『はいそうですか』とおとなしく言うこと聞けるかよっ！

　こーなったら誰が説明なんぞしてやるかよっ！」

「するのっ！」

「しねえよっ！」

　あたしと男、二人の視し線せんがしばし、火花を散ちらし──

「……ほっほぉぉぉぉう……どーあっても説明する気はない、と……」

「おうっ！」

　きっぱりはっきり言い放つ男に、あたしは、びしっ！　とミルガズィアさんの方を指さし、

「どーしてもヤだ、っていうのなら、ミルガズィアさんの冗じよう談だん聞かせるわよっ！」

「……どういう意味かな……人間の娘よ……」

　ミルガズィアさんの抗議はとりあえず無視。

「あ？　冗談がどーしたって？　何わけのわかんねぇこと言ってんだよ？」

「……ふっ……すぐにわからせてあげるわっ！

　ミルガズィアさんっ！　あなたが一番面おも白しろいと思う冗談、今ここで言ってみてっ！」

「……な……何なのだ……？　いきなり……」

「いーからお願ねがい」

「……まあ……かまいはせんが……

　──しばらく前──私がメフィと共に旅をしていた時──」

　あたしのことばにミルガズィアさんは、ややとまどいながら、そヽのヽ話ヽをはじめたのだった……




　死にすらも似た静せい寂じやくが、空間を完全に支し配はいした。

　ミルガズィアさんの放った、たった一発の冗談がもたらした静寂が。

　──しまった──

　泥どろの底のような沈黙の中、あたしは心から、自分のミスを悔くやんでいた。

　ミルガズィアさんの冗談を相手に聞かせる、ということは──とりもなおさず、自分の耳にも入ってしまう、ということなのだ。

　あたしはこの時、はじめて知った。

　世の中には、記き憶おくすることすら意い識しきが拒きよ否ひするような、寒さむい──という言こと葉ばでは足たりないほどの冗談が存そん在ざいすることを。

　……竜ドラゴン族のギャグのセンス……前々から、ついて行けない、とは思っていたが……よもやこれほどのものとはっ……！

　今のゲキレツな一いち撃げきの中で、へーぜんとしてるのは、当のミルガズィアさんとガウリイの二人のみ。ルークとマイアスは倒れ伏ふし、ミリーナも、平へい然ぜんを装よそおいながら、視線が泳およいで額ひたいにびっしり脂あぶら汗あせを浮うかべてるし、メンフィスに至いたっては、テーブルに突っ伏し、ひくひくケーレン起こしてたりする。

　店にいた他の客たちも、うかつに聞いてしまったらしく、皆完全に果はてている。

「……どーいう意味かな……人間たちよ……」

　憮ぶ然ぜんとそう問うミルガズィアさんのことばにも、答える気力が残のこっている者は、もはや店内には──

　いや！

　その時、メンフィスがよろよろと身を起こし、ふるえる声で、

「……さ……最高ですわ……おじさま……今のギャグ……」

　ウケてたんかあんたはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?　今のくそ虚むなしいギャグっ！

　てっきり倒れてケーレンしてるのかと思ったら、腹はら抱かかえて声も出ないほどウケてたとはっ！

　……竜ドラゴンの冗談のセンスもわからんと思ってたけど……あたし……エルフのセンスもわかんないや……

「……す……すまん……オレが悪かった……」

「……ごめん……あたしも悪かった……」

　それでもなんとか身を起こし、言ったマイアスの知り合いに、あたしも、今度ばかりは素す直なおに頭を下げた。

「……くどいようだが、どういう意味かな……？」

　ミルガズィアさんの再度の問といに、答える気力は、むろんない。

　ひょっとして……ミルガズィアさんの冗談を、精神攻撃に使ったら、並の純魔族くらい、あっさり倒せるんじゃないだろーか……

「……なんでもしゃべるから、もう勘かん弁べんしてくれ……

　……つっても……実は……そんなに知ってることはねぇんだけどよ……」

　なんとか気力を奮ふるい立たせ、身を起こした一同に、男は言う。

「……あれからも夜になると……時々デーモンが出てきやがる……

　全然出ねえ日もたまにあったけどよ……あとはほとんど毎まい晩ばんだ……明あけ方がたに一匹だけ出たって時もあるし、夜中に五、六匹出たときもある……

　一カ所に何匹もかたまって出た時もあるしよ……

　おまけに城は門を閉じたまま。増ぞう援えんどころか、何の命令もありゃあしねぇ。

　……デーモンどもがコワくて閉じこもってんのか、それとも他に理由があんのかは知らねえけどよ……

　とにかく確かなのは……もうみんな、へとへとに疲つかれちまってる、ってことさ……

　街を出てく奴もいる。同なか僚まも何人かは姿をくらましちまった。

　そりゃそうさ。今晩、自分のところにデーモンがおん出て来ねえ、って保ほ証しようはどこにもねーんだからな。

　オレだって、どっか行くアテでもありゃあ、とっくに出てっちまってるぜ。

　……って……これ以上は単なるグチになっちまうからやめとくけどよ……

　ともあれ、オレが知ってんのはこれくれぇかな……」

　うあ。ほんっとに知ってること少ないな。

「……その……城がずっと閉へい鎖さされてる理り由ゆうについて、噂うわさとかは聞かない？」

「──噂なら聞くぜ。いくらでもな。

　王サマが臆おく病びよう風かぜに吹かれて立てこもってる、ってのや、どこかの国の暗アサ殺ツ者シンに王が殺されて、それがバレないようにするために城を閉鎖してる、って説せつ。

　この前スパイとして処しよ断だんされた女将しよう軍ぐんが実は生きてて、そいつの命令でやってる、って話もあるし、実はとっくに城の中は、デーモンたちにやられて壊かい滅めつしてるんじゃあないか、って話もな」

「………………」

　なげやりに言った男のことばに、あたしは他のみんなと顔を見合わせた。

　王さまの臆病風やら暗あん殺さつやら、といった場合はまあいいとして……って、あんましよくないが、ま、それは国とかのレベルでの問題である。

　しかし──もしも真実が、シェーラの生存や魔族の攻撃による城の壊滅だったりした場合──ことは『ディルス王国も大変だなぁ』では済すまない。

「城の中の様子って……ぜんぜん伝わってきてないの？　出入りの商人とかもいたでしょーに……」

「出入りの商人、つったって、その出入りができねーんじゃあ、どうしようもねーだろ？

　まさか壁かべ乗り越えて入り込む、ってわけにもいかねぇだろーし、よ。

　……ひょっとしたら、中の様子知るために、マジに壁越えて入ってった奴もいるかもしれねぇけど……そういう話を聞かねぇところからすると、実際にはそんな奴いねえか……でなけりゃあ、無事に出てきた奴がいねえかのどっちかだ」

　……ふぅむ……

　どうやら彼の話から得えられるのは、これくらいのもののようである。

「──ありがと。助たすかったわ」

「──お。そうそう。余よ計けいなことかもしれねぇが、もう一つ言っといてやるよ」

　礼を言って立ち上がろうとするあたしに、男は待ったをかけて、

「傭兵とか募ぼ集しゆうしてたせいでよ、街の中にゃあ血の気の多いのがたむろしてやがるんだ。

　で、デーモンのこと以外でも、いろいろ物ぶつ騒そうになってんだよ。

　城は閉鎖されっぱなしだし……警けい備びの連れん中ちゆうは……こんなんだし、よ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう言って、カップの酒を一気にあおる。

「だからよ。気をつけた方がいいぜ。あんたらも」

　彼のことばに、しかしメンフィスはこともなげに、

「大丈夫ですよ。

　もしそんなことになったら、相手をガツン、とやってあげればいいだけですから」

『それはやめとけ。』

　気楽に言う彼女に、すかさずツッコミ入れる一同。

　なにしろ、魔ま族ぞくが襲おそってきたから、と、宿やどの中でザナッファー──いや、ゼナファの光こう弾だんを平へい気きでぶっ放す奴である。こんなのが『ガツンと』やった日にゃあ、魔族の陰いん謀ぼう発はつ動どう以前に、ガイリア・シティは焦しよう土どと化す。

「……忠ちゆう告こくありがと。

　ま、とにかく、ここは一いつ旦たん、マイアスの家へでも寄よって作戦を……」

　言ってまたまた席を立ちかけ──あたしはふたたび動きを止めた。

　いまだテーブルに突っ伏したままのマイアスの姿に気がついて。

　……あんた……まだミルガズィアさんがかました冗談のダメージから立ち直ってなかったんか……




「ほぉぉぉぉぉんと狭せまいわね。　よくこんなところに住すんでいられるものね。人間って」

　それが、マイアスの自宅を訪おとずれた時の、メンフィスが発した第一声だった。

　住宅街に建った、わりと新しい集合住宅の二階。

　その一室が、マイアスの住みかとなっていた。

　以ま前えに聞いた話から察さつするに、彼はどーやら、どこかの町からこのガイリア・シティへとやって来て、兵士勤づとめをやっているようである。

　さして多くもない兵士の手当で借りることができる部屋というのは、まあ、このあたりが妥だ当とうなところだろう。

「……まあその……もともと一人用のところですから……」

　マイアスくんのことばを聞いていないのか無視しているのか、メンフィスは部屋じゅうを見回して、

「第一、温あたたかみ、っていうものがないわね。

　ほんっと、息が詰つまりそう。

　壁や床は漆しつ喰くいで塗ぬり固かためてあるし……今まで泊とまった、人間の宿もそうだけど……外と空気がつながっているのは、小さな窓まどくらいなものだし……何より木の一本も生はえていない、っていうのが……」

　無む茶ちや言うな。無茶を。

　第一、定員プラス六人もの人数が入れば、たいていの場所は狭せまく感じて当たり前である。

「……ま、文もん句くはあとで好きなだけ、壁にでも向かって言ってもらうとして、よ。

　問題はこのあと、どう動くか、よね」

　あたしのことばに、メンフィスは一瞬眉まゆをひくつかせるが、彼女が何か言うより早く。

「このあと……って、やっぱり城に忍しのび込こんで調べる──ってぇのが一番手っ取り早いんじゃねえか？

　ま、ちょいと乱らん暴ぼうなやりかたかもしれねぇけどよ」

　ルークの言葉に、ミルガズィアさんもうなずいて、

「確かに。

　さきほどの人間の男の口振りから察するに、これ以上聞き込みを続けたところで、有ゆう益えきな情報が手に入る可能性は低いだろう。

　もし新しい情報が手に入ったとしても、それが単なる噂うわさなのか真実なのかを確かめるには、結局のところ、城の中の様子を知らねばならん。

　誰かが城から出てくるのを待つ、などという悠ゆう長ちようなことをしていられる場合でもなさそうだしな。

　ならば結局、乗り込むしかあるまい」

　彼の意見にうなずく一同。

　さきほど酒場兼食堂で話を聞いたそのあとで、あたしたちは、簡単な城の偵てい察さつをしていた。

　やり方は単純。近くに立ち寄り、ガウリイとマイアス以外の全員で、浮レビテー遊シヨンの呪文を使い、空から外壁の中をざっと見渡してみたのだ。

　そこにはただ、だだっ広い敷しき地ちと建物があるばかり。

　中庭に兵士の死体がごろごろ──などという光こう景けいでなかったのは幸さいわいだったが、人の姿が全然見当たらない、というのもおかしな話だった。

　普ふ通つうなら、兵士たちが何かの訓くん練れんをしていたり、そうでなくても、建たて物ものから建物の間を行き交う人の姿くらいは、見えてもよさそうなものである。

　しかし、あたしたちが空から城の敷地内を眺ながめていたしばしの間、その中で動くものはなかった。

　結局、しばらく眺めたその後に、誰からともなく、ふたたびもといた場所に降り立ち、ここ、マイアスの家へと赴おもむいたのだった。

　城の建物の中に入ってみないことには話が進まない──

　結局はそれが、一同が導みちびき出した結論だった。

「じゃあ、時間かけてても仕方ないから……

　今夜にでも早速──ってことで、異い存ぞんないわね？」

　尋たずねるあたしに、ふたたび一同うなずいて──

「……あ……あのー……」

　おずおずと言ったのはマイアスくん。

「……私は……やっぱりその……一いつ緒しよに……？」

『………………』

　問もん答どう無む用ようで『足手まといだから来るな』とも言えず、一同は一瞬沈黙し──

「──拠きよ点てんは必要よっ！」

　あたしはきっぱりとそう言った。

「城に入ってトラブル起きて、たとえば全員バラバラになって逃げ出した時──

　ここを集合場所、と決めておけば、再集合もしやすいはずよ。

　……とゆーことで、あなたにはここで待たい機きしててほしいんだけど」

「そういうことなら……わかりました！」

　あたしのことばに彼の表ひよう情じようが輝かがやいた。

　……やっぱし……実は城には行きたくなかったわけね……

「このマイアス、拠点確かく保ほの任にんに専せん念ねんさせていただきますっ！」

　勢いきおい込んで言う彼に、メンフィスもにっこりほほえんで、

「そうね。それがいいですわ。ついて来て足手まといになっても困りますし」

　……あ………………

　……言っちゃったよこのアマ……

　気づいているのかいないのか、凍こおりついた空気の中で、メンフィスは一人、にこにこ笑え顔がおを浮うかべるのだった……



















　月が瘦やせ消えた夜空には、無む数すうの星々がまたたくのみ。

　それは、空からの潜せん入にゆうをするには、まさにうってつけの夜だった。

「──明りだな──」

　浮レビテー遊シヨンで空をゆく、あたしたちと同じペースで進みつつ、ミルガズィアさんはぽつりとつぶやいた。

　そう。

　あたしたちが目ざす先──ひろがる敷しき地ちの中に佇む、城の施し設せつ──そのあちこちの窓からは、ほつり、ほつりと薄うすい明りが漏もれていた。

　ランプの明りか、はたまた魔法の明りなのか。いずれにしても──

「──どーやら誰もいない、ってことはなさそうね……

　もっとも、いるのが人間だとは限かぎんないけど……」

　つぶやくあたしの隣となりに、飛行の術を制せい御ぎよして、メンフィスが、すいっ、と並び、

「……今シリアスなこと言っても、あんまりさまにはなりませんよ」

「やかまし。」

　彼女のことばに間かん髪はつ入れず、あたしは憮ぶ然ぜんとそう答えた。

　いくらかっこうをつけたところで決まらないのは、あたしも重じゆう々じゆう承しよう知ちしている。

　なにしろあたしの背せ中なかには、今、ガウリイがしがみついていたりするのだから。

　六人の中、唯一術が扱あつかえず──当然空など飛べないのが彼。

　となると誰かに運はこんでもらうしかないのだが──という話をした瞬しゆん間かんに、それがさも当然のごとく、全員の視線があたしに集あつまって──

　かくて今、あたしはこうしてガウリイをおんぶしたまま、増ブー幅ストつきの浮レビテー遊シヨンで、城へと向かっているわけである。

「くくぅっ。仲なかがいいねぇ。お二人さん。

　俺とミリーナも顔負けのラブラブ度じゃねーか。な。ミリー……ナ……」

　あたしたちをからかって、視し線せんを移うつしたその先で、ミリーナの白いまなざしに迎げい撃げきされて、ことばの後半を飲み込むルーク。

　……うーむ……あいかわらず情じよう熱ねつがカラ回りしてる奴……

「……ところでリナ……」

「ぅわひゃっ!?　ち……ちょっとガウリイっ！　いきなし耳もとでしゃべんないでよっ！」

「あ。すまんすまん。

　──で、入るはいいけどよ、一体どの建物から行くんだ？」

「……どの……って……

　さっきみんなで相そう談だんしたでしょーが。

　とりあえず、西の塔とうから入ろう、って」

　外がい壁へきに囲かこまれた城は、宮きゆう殿でんを中央に、それぞれ東とう西ざい南なん北ぼくに一つずつ、塔が建たっている。

　塔の下部は、塀に面した四角い建物につながっており、そこからまっすぐに伸びた通路が、中央の宮殿につながっていた。

　それらとは独どく立りつして、さらにいくつかの施設がある──そういう構こう造ぞうになっていた。

　あたしたちが侵しん入にゆう地ち点てんとして選えらんだのは、正せい門もんからはやや外はずれた西の塔だった。

「……いや……そりゃあそうだけどよ……

　明りがついてる、ってことは、人がうじゃうじゃいるんじゃないか？　あそこ」

「……[image: ]……言われてみれば……」

　ガウリイの指し摘てきに口ごもるあたし。

　塔の下にある建物は、おそらく兵へい舎しやのたぐいだろう。あたしたちが目め指ざすそこも、窓からはかすかに明りが漏もれている。

「どうする？　予定を変えるか？」

　ミルガズィアさんの問いかけに、あたしはしばし考えてから、左右に首を振る。

「──人がいる──ってぇのなら、ほかの建物もいっしょよ。

　何もいない所探し回ってみたって、情報は集まんないでしょうし」

「同感ね。慎しん重ちよう論ろんだけを唱となえていては、事態はいつまで経たっても進展しないわ」

　あたしとミリーナの意見に、ミルガズィアさんはこっくりうなずき──

　そして一同は、西の塔──明りの漏れる窓の方へと近づいて行った。

　窓には不ふ透とう明めいなガラスがはめ込まれ、中の様よう子すは見えないようになっている。

　……まあ、一応軍ぐん事じ施し設せつなのだから、当たり前といえば当たり前なのだが。

　気け配はいを殺ころし、耳をそば立ててみても、中から音は聞こえない。

　かすかに何かのいる気配はするのだが──それが人なのか、別の何かなのか。一体何人くらいなのか。そこまでは判らない。

　──どうする──？

　声には出さず、あたしは視線で皆に問う。

　応えたのは、ミルガズィアさんとルークの視線。二人は同時に、ちらりっ、と、同じところに目をやった。

　──建物の入り口へ。

　入ってみよう、ということか。

　ほかの皆も、異存は──というより、他に意見はないらしく、あたしたち一同は術を制御して、扉とびらの前へと降り立った。

　武装した兵士が楽に出入りできるように、やや大きめの、鉄で補ほ強きようされた両開きの扉。

　ガウリイとルークが、足音も立てず、扉の左右にまわり込む。

　あたしは正面から近づいて、カギの種しゆ類るいをたしかめた。

　取っ手のあたりに、無ぶ骨こつなカギ穴が一つ。ごく原げん始し的てきなタイプのものである。

　これなら針はり金がね一本あれば楽勝。あたしは早さつ速そくショルダー・ガードの下から、一本の針金を取り出した。

　……なんでンなもの常じよう備びしてる、とは聞くなかれ。女の子には秘ひ密みつがいっぱいあるのである。

　あたしは右手に針金をかまえ、左手で扉に手をつき──

　ぎぃっ。ぽて。

　そのまま倒れ込む。

　内むきに開いた扉の中へと。

「──な……なんだっ!?」

「どうした!?」

「なんだこいつら!?」

　一いつ斉せいに。

　気配と声とが、そこに出現した。

　扉を開いたその先は、ちょっとした広間のようになっていた。

　そこに、あるいは座すわり込み、あるいは壁にもたれかかった、兵士とおぼしき連中の姿。

　その数、ざっと二、三十。

　どーやら、対たい応おうからすると、今まで居い眠ねむりとかしてたみたいだけど……

　……入り口……カギ……かかってないでやんの……

「……な……なんだお前ら……？」

「……いや……あの……怪あやしいもんじゃないです」

　兵士の一人の、いまだ眠ねむ気けを残した誰すい何かに、あたしはぱたぱた手を振り、答える。

「……怪しくない、だ？　こんな時間に、片手に針金持って？」

　……[image: ]っ……！

　この場は……なんとか舌した先さき三さん寸ずんでっ……！

　しかし、あたしがいいわけを思いつくより先に。

「……いやぁ……実は城の外から来たんだけどな。

　何しろ、こうでもしないと、城の中の様よう子す、わからないし」

　頭をぽりぽり搔かきながら、悪びれもせずに言うガウリイ。

　……って正しよう直じきさんかっ！　あんたはっ！　そのまま言ってどーするっ!?

「……なんだ……そういうことか……」

　言ってひと息つく兵士。

　納なつ得とくするんかっ!?　それでっ!?

「驚おどろかないの？」

　尋きくミリーナに、その兵士は、あごを指先でぽりぽり搔きながら、

「……まあ……外から入ってきたのは、あんたらで……

　……何人目かは忘わすれちまったけど……とにかく、こういうのにはもう慣なれちまったんでな。

　……まあ……ここだけの話、おれたちも今回の命令には、少々納得行かないものがあるんだけどな……

　──いずれにしても、とにかく入ってくれ」

　なんだか意外にフレンドリーに招しよう待たいされて、あたしたちは、多少とまどいながらも、扉の中へと入って行った。

「──悪いが扉は閉めてくれ。宮そ殿とから見えると何かとうるさいんでな。

　……一応話は聞いている……城の外じゃあ、いろいろ騒ぎ起きてるんだってな」

「『騒ぎおきてるんだってな』じゃないわよっ！

　外じゃあ毎晩のよーにデーモンが、あっちこっちに出まくって、大変どころの騒ぎじゃないらしいんだからっ！　それをあんたらは、なんでこんなところで、ひとごとみたいな顔してのほほーんと構かまえてんのよっ!?」

　ひと息にそうまくし立てたあたしの剣けん幕まくに、兵士その一はひるみつつも、

「……し……仕方ないだろっ！　とにかく建物の外には出るな、というのが上からの命令なんだからなっ！

　おれたちなどしょせん、命令を聞くのが仕事だ。

　……正直、おれたちだって嫌いやなんだ。家族にも会あえんし、食い物は、マズい備び蓄ちく食しよく糧りようばっかりだし……」

「……建物の外には出るな……って……

　何よ？　それ？」

「──知らんよ。上に理り由ゆうを聞いても『目的は極ごく秘ひ。いいから従したがえ』の一点張りだ。

　よくわからんが、逆らえば命令違反で営えい倉そう行きだ。いやなら従うしかないだろ？」

　兵士その一──場を仕切っているところからすると、隊たい長ちようとかそのクラスなのだろうが──彼は小さくため息ついて、

「……まあ……あんたらはたぶん、この状じよう況きようをなんとかしよう、とか思ってここに入ってきたんだろうがな……

　……その……実はな……

　言いにくいんだが、命令はもう一つ出ててな……」

「……もう一つ……？」

　多た少しよういやな予よ感かんを抱いだきつつ、尋たずねるあたしに、兵士その一は口ごもりつつ、

「……その……外から入って来た奴は……みんな捕つかまえて牢ろうに入れろ……と……」

　──ざわっ。

　兵士のことばに、わずかに空気がざわついた。

「……ほぉう……そいつぁ……

　牢にぶち込まれたくなけりゃあ、実力でなんとかしろ、ってぇ意味か？」

　言うルークの手が、ゆるり、と剣の柄つかに伸のびて──

「おとなしく牢に入れば、争あらそう必ひつ要ようもない、ということね」

　彼の動きを止めたのは、ミリーナの冷れい徹てつな声だった。

「──ちょっとあなた──!?」

　抗こう議ぎの声を上げるメンフィスを無視して彼女はことばを続けた。

「私たちもあなたたちも、ことの真しん相そうが知りたい、という立場に変わりはない。

　けれどあなたたちにとって命令は絶ぜつ対たい──

　その命令というのは、『外からの侵しん入にゆう者しやを牢に入れること』。

『抵抗しなかった侵入者の装そう備びをとり上げろ』とか『前に捕とらえた侵入者と、新しい侵入者を同じ牢に入れてはいけない』とは命令されてはいないわけね。

　なら……扱あつかいによっては、おとなしくあなたたちに従うわ」

「……あ……」

　彼女のことばに、兵士その一は小さく呻いた。

　──なるほど。そう行くか。ミリーナ。

　あたしたち以前にも、外からの侵入者がやって来た──兵士その一はそう言った。

　彼らは当然、捕まって、牢に押し込められているのだろう。

　そして、その『外からの侵入者』の一人が、ジェイドであるという可能性は充じゆう分ぶんにあるのだ。

　つまり彼女は、『一応あなたたちの面めん目もくは立てるから、前につかまえた奴のところに連つれて行け。そうすればこの状況をなんとかしてみる』と言ったのだ。

　むろん、聞き入れられないのなら、ルークの言ったように戦ってもかまわない、というニュアンスを含ふくめて。

　メチャメチャなりくつ──いや、りくつ以前のたわ言ではあるが、要は兵士たちの抱えた自ジ己レ矛ン盾マを解かい消しようしてやるための方ほう便べんである。

「──確かにそんな命令は受けてないなぁ」

　別の兵士がしらじらしい口く調ちようで言う。

「とりあえず、理わ由けもわからずただ閉じこもる、なんて生なま殺ごろしみてぇなマネはイヤだよな。

　──あんただってそう言ってただろ。隊長さんよ」

　と、また別の兵士。

　目の前の兵士その一──隊長さんは、苦く笑しようを浮かべてため息ひとつ。

「……なるほど。たしかにあんたの言う通り、そんな命令は出ちゃいないな。

　なら話は決まりだ。早さつ速そくだが、牢に案あん内ない──

　……っと。もとい。『連行』させてもらってかまわんかな？」

「──異存はない？」

　振り向き、問いかけるミリーナに、苦笑でうなずくあたしたち。

　……ま、ガウリイだけは、事じ情じようをよく呑み込めてないみたいだけど……

「……ええっと……つまり……どういうことだ？」

「とにかくついて行きゃいいのよ」

　こっそりと問うガウリイに、あたしも小声で答えを返す。

「では……ついて来てくれ」

　ランプを手にした隊長さんに先せん導どうされて、あたしたちはぞろぞろと、そのあとについて歩き出した。

　その後ろから、別の兵士が、やはりランプを片手に続く。

　建物を奥へと進み、いくつかの扉をくぐったそこは、左右に伸びた細長い通路になっていた。

「足あし下もとに気をつけてな」

　言って隊長さんは、その通路の右奥に向かって進みはじめた。

　左右は石の壁にはさまれており、狭せまいわりには高めの天てん井じよう。前後の兵士が持つランプ以外、あたりに明りがないせいで、はっきりとはわからないのだが、どうやらこの通路は、ゆるやかなカーブを描えがいているようだった。

　……と、いうことは、城の外壁の中を通る通路、といったところなのだろうか。

「……そうそう。ちょっと聞きたいんだけど、ここに入ってきて捕まったひとたちの中に、

ジェイド、って名前の男のひと、いなかった？」

「ジェイド？」

　狭い通路をただ歩くのにもやや飽あきてきた頃ころ。あたしの発はつしたその問いに、先頭をゆく隊長さんは、ちらり、と一瞬こちらをふり向いてから言った。

「……というと、ひょっとして、しばらく前に騎き士し剝はく奪だつされた挙あげ句くに追つい放ほう命令出されて……なんだか知らないうちに復ふつ帰きした、という……」

「そう。そのジェイドだけど……」

「……うむ……悪いが知らないな……

　捕まえた奴は、一応ひと通り名前は聞いてるけどな……

　──もっとも、今向かってるのは、北の塔にある地下牢だ。

　たいていの奴はこっちにぶち込まれるんだが──実は宮殿の地下にも、ちょっとした地下室があるらしい。

　おれたちが番をしてるのとは別の場所で捕まって、そっちに連れて行かれた可能性はあるかもしれんが……」

　そう聞いて、ルークはため息つきながら、

「……ってことは……

　ここで捕まっても単なるムダ手間、ってことか？」

「……お……おいおい……

　だからって、いきなり暴あばれたりせんでくれよ。

　一応おとなしく捕まる、という約やく束そくだからな」

「へっ。わかってるよ。

　ここで短気を起こして、せっかく俺の愛するミリーナのやった交こう渉しようをフイにする、なんてマネ……俺おれの魂たましいが許ゆるさねーからな」

　……………………………………………………

「……誰かツッコミ入れてくれって……寒さむいから……」

　たわ言無視して黙もく々もく進む一同に、ルークが力なく、ぼそりとつぶやく。

　……うーむ……ミリーナにツッコミ入れられたら落ち込むくせに、無む反はん応のうでもさみしいとは……なかなかなんぎな奴である。

「──まあ、北の牢にそのジェイドはいないが……

　ほかに外から入ってきた者はいる。中には、以前城に出入りしていた者も、な。

　どんな情報を聞きたがっているのかは知らんが、多少の話は聞けるかもしれんぞ」

「外から入ってきた人って、何人くらいいるの？」

　なにげなしにあたしの聞いたことばに、隊長さんはしばし考え、

「……そうだな……

　あんたらを数に入れなかったとしても……二十人くらいは楽に越えてるだろうな」

「にじゅうにんっ!?」

　思わずすっとんきょうな声を上げるあたし。

「ああ。町に駐ちゆう留りゆうしてた兵士やら、門が閉鎖される前、たまたま所しよ用ようで町に出ていた城の関係者とかな。

　おれの知っているだけで二十人以上なんだから、実じつ際さいはもっといるだろうな。

　──で、その全員が、口をそろえて『街が大変だ』と言う。

　おれたち兵士のほとんどは、街に家か族ぞくを持っている。

　心しん配ぱいしてない奴などいないよ。

　正しよう直じき言って、すぐにでも街に飛んで行きたい気分さ。

　しかし上からの命令は──ここでの待機、外がい出しゆつ禁きん止し。

　上に抗こう議ぎして、牢にぶち込まれた奴もいる。

　しょせんおれたち兵士なんぞ、上の連中にとっては、単なる道具、というわけだ。

　……道具にも、意地も心もある、ということを、少しはわかってもらいたいもんだ」

　──だからミリーナの話に乗った──というわけか。

　上から少々無茶な命令が出ていても、普通なら、ミリーナの滅め茶ちや苦く茶ちやなりくつに耳を貸かしたりはしなかっただろう。

　あたしたちが実は、この機を狙ねらって入ってきた暗殺者か何か──などという可能性も、当然彼らは考えるだろうし。

　しかし彼らは、耐たえられなくなっているのだ。この状じよう態たいに。

　意味不明の命令に従い、待機しているうちにも、城の外では家族がデーモンたちに襲われているかもしれない。そんな不安を抱かかえたままで、忠ちゆう実じつな兵士でい続けることは、たしかに難むずかしいだろう。

「……ともあれ、こんなわけのわからん状態は、とっとと終わりにしてもらいたいもんだな……」

　ぼそり、と言った隊長さんのその言葉こそが、彼の──いや、彼らの心しん情じようを表あらわしていた。

　それきり彼は口をつぐみ──

　やがて隊長さんが足を止めたのは、さらにしばらく歩いてからのことだった。

　横の扉を開いたそこは、さっきの建物と、さしてつくりの変わらぬ場所。

　室内にいた兵士に軽く敬けい礼れいし、

「城の外からの侵入者だ。牢を使わせてもらう」

　ごく簡単にそう言うと、近くの扉を開き、地下への階かい段だんを下りはじめた。

　建物にいた兵士の方も、武ぶ装そうしたままのあたしたちの姿に、不ふ審しんの色を浮かべるわけでもなく、隊長さんに、儀ぎ礼れい的てきな敬礼を返したのみ。

　……うーん……こいつもやる気ないなー……

　一行は、階段をしばし降り続け、やがて一枚の扉の前へとたどり着いた。

　扉の前には、これまたやる気のなさそうな見張りが一人。

　隊長さんと、おざなりに敬礼を交かわしあったあと、ふところから取り出したカギ束たばをがちゃつかせて扉を開く。

　地下特とく有ゆうの、じめついた空気が鼻はなについた。

　まっすぐ伸びた石の通路。

　通路の左右には、獣じゆう脂しの燃もえるにおいを放つ燭しよく台だいと、鉄の格こう子しとが並んでいた。

　饐すえたような、汗じみたような、なんともいえないにおいが充じゆう満まんする通路を、あたしたち一同は、隊長さんに導みちびかれるように奥へと進む。

　牢の奥には、さまざまな人影。ぼろを纏まとい、うつろなまなざしをただこちらへと向けている男。あたしたちには目もくれず、ただぶつぶつとつぶやきながら、牢の中をぐるぐる歩き回っている年ねん齢れい不ふ詳しようの男。

　そして──

「──貴き公こうらは──！」

　どこかで聞いたような声が、横手から聞こえたのは、あたしがいいかげん、この行進にうんざりしはじめた頃ころのことだった。

　……へ……？

　そちらの方に目をやれば、牢の中からこちらを見つめる、ひげづらの初しよ老ろうの男が一人。

「──ひょっとしてあの時──ジェイド＝コードウェルと共にいた方々ではないか!?」

　ずいぶんやつれて見える面ざしで、牢の中の人物──アルス将しよう軍ぐんは言ったのだった。




「……何があったんです……？　一体……」

　隊長さんがあたしたちを、アルス将軍の牢に男三人、向かいの牢に女三人を詰め込んで、何も言わずに去ったあと──

　あたしは通路と格子越しに、将軍──いや、もと将軍にそう問いかけた。

　彼はしばらく前の事件で、シェーラを魔族とは知らず、ウェルズ国王のご機き嫌げん取とりに、彼女を紹介した人物だった。

　そーいう意味では、事件の張ちよう本ほん人にんっぽいのだが、シェーラが暴ぼう走そうしはじめてからは、それなりに反はん省せいしたらしく、結局最後は事件の事後処しよ理りを一手に引き受け、なんとか収おさめたそのあとで、将軍職を辞じ任にんした。

　ま、さしたる悪あく意いはないが、人を見る目もなかった、というおっちゃんである。

　しかしその彼が、こんな場所にいるということは……

「……おそらく貴公らと同じだ……

　ことの次し第だいを問い質そうと、門を閉ざしたままの城に忍しのび込み……

　見つかって、あっさりと捕つかまった、ということだ……」

　言って疲つかれたため息ひとつ。

「──とするとやはり、城の中で何が起こっているかはわからん、ということか」

　腕うでを組み、壁に背をあずけたままで言うミルガズィアさん。

　アルスにとって、彼は初対面のはずなのだが、誰かと詮せん索さくする気力すら、もはや残のこっていないのか、彼はかまわず、ことばを続けた。

「確かに、はっきりしたことはわからん……

　今は職を辞じした身といえど、わしもしばらく前までは、この城で将軍の任にあった者。

　兵士たちにも、そしてウェルズ陛へい下かにもそれなりの顔はきく。

　捕まったわしは、陛下に取り次ぐよう兵士に頼たのんだのだが……

　上から帰ってきたのは、会う必要なし。投とう獄ごくせよ、との命令だった……」

「おいおい。ずいぶんな王様だな」

「……いや……おそらく陛下のせいではあるまい……」

　ルークの悪あく罵ばに、怒るそぶりもなく彼は左右に首を振り、

「わしは正しよう直じき言って、わしの言葉が、本当に陛下のお耳に届いているのか、疑ぎ問もんに思っておるのだ……」

「──と、いうと？」

「取り次ぎを兵士に頼んだ──と言ったが、むろんその兵士が、直接陛下に申し上げるわけではない。

　兵士から兵士長、そこから大だい臣じんか宰さい相しようを通して、はじめて陛下のお耳に入る。

　そのどこかで誰かが、『陛下のお耳に入れる必要ない。当初の命令通り投獄せよ』と言えば、そのようになる。

　兵士長あたりがそのようなことをやるとは思えんが……宰相や大臣の中には、わしのことを面白く思っておらん者もいるだろうしな」

「……ふむぅ……」

　彼のことばに、あたしはふと、あることを思いつく。

「──ちょっと聞きたいんだけど、シェーラもあなたもいなくなった今、ウェルズ国王の近くにいて、発言力持ってて──

　なおかつ、ここ一年以内に登用された人っている？」

「一年以内？

　それならば……ほとんどの者がそうだが……」

「……は……？」

　意外な答えに、あたしの目が点になる。

　……国の要よう職しよくにある連中の、ほとんどが一年以内に登用……って一体……

　あたしの抱いた疑問に答えるように、ことばを続ける元将軍。

「実はこの町、昨年大きな火事に見み舞まわれてな。

　その時の心しん労ろうで、先王、ディルス＝クォルト＝ガイリア陛下が病びよう没ぼつなされ、御お子こがないゆえに、弟君のウェルズ陛下がご即そく位いなされた……

　──国の中ちゆう枢すうに権力争いはつきもの──

　この国王陛下の交代劇で、それまでの大臣・宰相のほとんどは別の任へと払われて、新たな者へと替わっている。

　……かく言うわしも、ご幼よう少しようの頃よりウェルズ陛下の剣けん術じゆつ指し南なんなどをしておったおかげもあって……というのがあるのだがな……」

　言って苦笑するもと将軍。

　……うっ……

　……正直……『一年前の大火事』にかかわっているあたしとしては、ちょっぴし耳が痛いたいところもあるのだが……

　しかし今は、ただ痛がっていてもしかたない。

「……そ……そいじゃあ、一年前は城にすらいなかったけど、今は要よう職しよくについてる、って人はいる？」

　あらためてのあたしの問いに、彼はふたたび首をひねり、

「城にすら……か……

　となれば、サーディアン交こう易えき大だい臣じんか……高官というわけではないが、陛下への発言力を持っている、というなら、宮きゆう廷てい魔ま道どう士しのファリアール殿だな。

　サーディアン殿は、王おう妃ひ様──ウェルズ陛下の奥おく方がた様の親しん戚せき筋すじに当たる方で、それゆえの登用。

　ファリアール殿は、魔道士協会からの推すい薦せんだ」

「……ふぅん……なるほど……

　で、その二人は今、宮殿の中にいるわけ？」

「おそらく……な。

　場所は……」

　彼はざっと、宮殿のおおざっぱな内部構造と、二人のいそうな場所を説明してくれた。

「ふむふむ。

　で、二人の人にん相そうとか特とく徴ちようは？」

「サーディアン殿は……歳としの頃ころ三十ほどで、細身の生白い優やさ男おとこだ。似に合あわぬ黒いあごひげなど生やしているが……

　ファリアール殿は、二十代だと思うが……名前にも肩書きにも似合わぬ、浅黒い肌の、たくましい体格をした大男だが……

　──こんなことを聞いてどうするのだ？」

　彼のその問いに、あたしはすっくと立ち上がり、

「決まってるでしょ。『脱だつ獄ごく』して二人に会ってみるのよ」

「……ちょ……ちょっと待てよおい。

　話が見えねーぞ。全然」

　抗こう議ぎの声を上げるルークに、あたしはちらりと視線を送り、

「入ヽりヽ込ヽんヽでヽたヽのヽはヽほヽんヽとヽにヽシヽェヽーヽラヽ一ヽ人ヽだヽっヽたヽのヽかヽ、って言ってるのよ。あたしは」

『…………！』

　言ったことばに、何人かが小さな呻きを上げた。

　それなりの力を持った魔族は、人と同じ姿を取ることができる。

　ならば──この国に入り込み、いろいろと画かく策さくしていた魔族が、シェーラ一人とは限かぎらない。

　あたしたちはシェーラを倒し、すべてを解決したような気になっていたが、もしも他にも、王国の中ちゆう枢すうにもぐり込んだ魔族がいたとしたならば？

　今回の一連のできごとも、そいつが何かをたくらんでのこと──と考えれば、話のつじつまも合ってくるのだ。

　……まあ、『何のために』というのは依い然ぜんはっきりしないのだが。

　ここには、一年前の火事までは、カタートの魔族に反はん旗きをひるがえそうと画かく策さくをしていた、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの配はい下かがもぐり込んでいた。

　ならば、魔族がもぐり込んだのはそれ以い降こう、ということになる。

　つまり──アルスが今言った、大臣か宮廷魔道士のいずれか。

　となればとっととこんな場所は抜け出して、直接二人に会ってみるのみ。

　むろん、あんたは魔族か、とそう聞いて、はいそうです、とバカ正直に答えるわけもないだろうが、こっちにはミルガズィアさんとメンフィスがいる。人間の姿を借りた魔族といえど、そうそうこの二人の目はあざむけないだろう。

「……わしにも話が見えんのだが……」

　シェーラが魔族だったということを知らないアルスが言う。

　とはいえンなことを説明していたら、どれほど時間がかかるやら。

「長い話になりますから、くわしいことは、あとで時間ができた時にでも。

　──とゆーことでガウリイ、牢こ屋こから出るわよ。

　さっくりやっちゃって！」

「おうっ！　オレにもなんだかよく事情がわからんけど、とにかく出ようっ、て話なんだなっ！」

「それだけわかってりゃじゅーぶんよっ！　さっさとこんなじめついた所からはおさらばよっ！

　てことでみんな、鉄てつ格ごう子しから離れて！」

　あたしのことばにみんなが従したがうのと同時に、ガウリイの剣が一閃した！

　きききぃんっ！

　氷ひよう塊かいがふるえるような鋭するどく硬かたい音。そして──




　ががらがろらんっ！




　少々派は手でな音を立て、上下を断たたれた鉄格子数本が、石の床へと転ころがった。
















　おおおおおおおおおおおお。

　その技わざに、まわりから一斉にどよめきが起こる。

　牢に使う鉄格子だけあって、人さし指と親指でつくる輪わほどの太さはある。それの上下をあっさりと──しかも数本同時に斬きってのけたのだ。

　ガウリイの持っている剣は、出所不明の無む銘めいとはいえ、魔力を込められたものである。強度も切れ味も普通の剣とは比べものにならない。

　しかしそのことを差し引いても、ガウリイのウデが、あいもかわらず超ちよう絶ぜつ的てきなモノだということに変わりはない。

「──じゃあ、そっちも行くぞ」

　言ってガウリイは牢を出て、こちらに近づき、ふたたび剣を一閃。

　そしてまたまた、鉄の格子は、棒ぼう切きれと化して床へと転がった。

「兵たちには、あまり手荒なまねはせんでくれよ」

　牢からは出ようともせずに言うアルスに、片手を上げて応えてから、あたしたち一行は、出口に向かって駆けてゆく。

　正面に、さきほどくぐった木の扉。

　先頭を切って進むミルガズィアさんが、ためしに手をかけてみると、カギはかかっておらずに、いともあっさりと開く。

　開いた先には、見張りの兵士がいたはずだが、いまはあたりにその姿はない。

「──たぶんさっきの隊長さんが、手を回してくれたのね」

　あたしは言った。

　どうやら兵士たちの気持ちも、こっちの味方のようである。

　一同は、石の階段を駆け上り、地う上えへとたどり着いたところで足を止めた。

　──さて問題はここからである。

　隊長さんの話によると、ここはおそらく北の塔。となればやはり、警備の兵がかなりいるはずだが──

　がぢゃりっ。

　迷まよう間もなく、そばの扉が開くと、そこから一人の兵士が顔を見せた。

「……ずいぶん早いな……

　もういいのか？

　ま、とにかく、こっちは話はつけておいたぞ」

　のんきな口く調ちようで言ったのは、あたしたちをここまで連行した隊長さんだった。

「……話をつけた……って……

　……いーの……？　……そこまでやっちゃって……？」

　ありがたいと言えばありがたいのだが、度を越してありがたすぎる扱いである。

　思わずツッコミ入れたあたしに、隊長さんは苦笑を浮かべ、

「……実を言うとな……おれは、あんたたちを見たのは今日がはじめて、というわけじゃあないんだよ……

　ちょいと前までこの国は、シェーラって女将軍が幅はばきかせて、わけのわからんことになっていたんだが……

　その女将軍が消えた日の夜──おれは、城であんたらを見てんだよ」

　──そうか。あの夜──

　あたしたちはたしかに、何人もの兵士たちに目もく撃げきされている。

　むろんこっちは、相手の顔などいちいちおぼえてはいないが、向こうはこちらをおぼえていた、というわけか──

「城の兵士、っていう道具になっちまったおれたちには、何かを変える力はなくなってしまったのかもしれん。

　しかしあの時もあんたらが来て、ここは変わった。

　ならひょっとして、あんたらなら、今のこの状況を変えてくれるかもしれん──

　ただ、そう思っただけだ」

「──違うな──」

　隊長さんのことばに、言ったのはミルガズィアさんだった。

「違う？」

「何かを変える力は無くなってしまったかもしれん──

　人間よ、お前はそう言ったが、それは違うぞ。

　現にお前は、何かを変えるため──現い在まよりも未来をより良いものにしたいと思い、我等に力を貸してくれた。

　それこそが──

　お前の……お前たちの中に、いまだ未来を紡つむぐための力が在る、単なる道具にはなり果ててはいない、ということの証しよう明めいだ」

「……………………」

　ミルガズィアさんのことばに、隊長はしばし沈黙し──

「……そう言われると、まんざらでもないな……礼を言わせてもらうよ。

　──さ、ともかくこんな所で話し込んでいても仕方ない。

　行ってくれ。　気をつけて、な」

　あたしたちは小さくうなずくと、隊長さんが示しめした扉をくぐり抜ける。

　さらにいくつかの扉を過ぎて、あたしたちが出たのは広い部屋の中。

　西の塔で、最初に入ったところと同じつくりの部屋である。

　そしてそこにはやはり、数十人の兵士の姿。

「話は聞いたぜ。がんばれよ」

「何をどうがんばるのか、わかんねぇけどよ」

「けどあんまり派手にやって、俺らのしごと増やすなよ」

　口々に声かけ、笑う兵士たち。

　よっぽど上の命令が不満なのか、あるいはさっきの隊長さん、じつはこっそり人じん望ぼうあるのか──

　ともあれ、兵たちの声に送られて、あたしたちは扉を開き、外へと駆かけ出し──

「……え……？」

　思わず小さく声を上げ、あたしたち四ヽ人ヽは足を止めていた。

　兵たちの集つどう広間の中で。

「……は……？」

「何だ？　今の……？　たしか……」

　ざわめきが兵たちの間にもひろがりゆく。

　──そう。あたしたち六人は、たしかに今、庭に面した扉をくぐった。

　その先にある宮殿を目ざすべく。

　しかし今、ミルガズィアさんとメンフィスを除のぞく四人はここにいる。

「……な……なんだこりゃ!?」

　ルークの漏らしたその問いの答えをあたしは知っている。

「……空間を変なふうに歪ゆがめられたのよ……

　たぶん……魔族に……ね……」

　……ざわっ……

　あたしの発した『魔族』のひとことに、兵士たちのざわめきが大きくなる。

　その中で、ルークは不敵な笑みを浮かべて、

「……なるほどな……りくつはよくわからねえが、戦力を分断された、ってわけだ……

　となると敵さんの狙いは……あの二人か、それともこっちか……」

『……むろん……その両方ダ……』

　ルークのつぶやきに応えるように、くぐもった声は、天井から聞こえた。

　兵士の何人かが声の源みなもとに目をやり、小さな悲ひ鳴めいを上げた。

　天井から、逆さまに生えた女の首を目にして。

　──魔族──ミアンゾ。











　　　三、王宮に潜む魔族の群むれ集つどい









「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

　問もん答どう無む用ようで戦いの口くち火びを切ったのは、ミリーナの放はなった一いち撃げきだった。

　光の螺ら旋せんが空を裂さき、天てん井じようにはりつく魔ま族ぞくへと迫せまる！

　しかし──




　どんっ！




　ミアンゾの根の端はしから生まれ出た光こう球きゆうが、飛び来る一撃をあっさり迎げい撃げき・四し散さんさせた。

　魔ま力りよくに魔力をぶつけて相そう殺さいしたかっ！

『──うわぁぁぁぁぁぁっ!?』

　その爆ばく音おんを合図に、兵士たちの間にパニックが起こる。

　前の事件の時に、魔族を目にしたことのある者もいるのだろうが、なにしろこいつは外見が外見だけに、精神的な衝イン撃パクトが強い。

　槍やりや剣けんを手に取り、あわてて構かまえる者、そばの扉とびらを開けて迷わず逃にげ出す者。

　しかし、剣や槍では高い天井まで届とどくわけもなく、届いたところで純じゆん魔ま族ぞく相あい手てにはなんの効こう果かもない。

　逃げ出した兵は、空間を変なふうにいじくられているせいで、部屋の反対がわの扉から、ふたたびこの広間に出現し、混こん乱らんをますます大きくする。

　そして──ミアンゾの根の一部──さきほど迎撃の光弾を生み出したあたりが、もこりっ、とふくれ上がった。

　また『頭』を生み出すつもりか!?

　ふくれたコブは、女の頭の大きさをはるかに越えてふくれ上がり──

　ぶぢゅるぅっ！

　いやな音を立て、はじけると、中から黒っぽい塊かたまりを、はるか下の床ゆかへと産み落とす。

　──とっ……

　それは、軽い音を立てて床へと着地して、ゆっくりその場に立ち上がった。

　まわりの兵士たちよりも、頭一つ背が高い。

　が、その全身はひからびたようにやせ細り、異い様ように黒く染そまっている。

　まるでミイラか何かのように。

　しかし、人にしては異様にゆがんだそのフォルムと、うすく開いた両目の奥に灯る紫色の光とが、それが、ただのアンデッドなどでないことを証明していた。

「魔族が──魔族を生んだ!?」

「いいえ──一匹が、もう一匹の体の中に隠かくれてたのよ」

　ミリーナの驚きよう愕がくの声に、かぶりを振ふって言うあたし。

『う……うわぁぁぁぁっ!?』

　いきなりまっただ中に出現されて、パニックを起こした兵たちが、手にした剣を、槍を、黒い魔族に向かってつき出す！

　どどどどっ！

　にぶい衝しよう撃げき音おん。

　刃やいばのいくつかは目もく標ひようをそれて、仲なか間まの兵士たちを傷きずつけるが、それに頓とん着ちやくする者はいない。

　兵士たちのくり出した刃の群むれに、魔族はあっさりとその全身を貫つらぬかれ──

　貫かれたまま、にぃっ、と口の端はを歪ゆがめた。

　笑えみの形に。

「──さがれっ！」

　叫さけんでダッシュをかけるガウリイ。

　しかし──一瞬遅かった。ガウリイがかけつけるのも。兵士たちが身を引くのも。

　どじゅっ！

　黒い魔族の両手ひと振りで、濡ぬれた重い音を立て、兵士たちのうち数人が床に転ころがる。

　人から肉にく塊かいへとなり果はてて。

「きさまっ！」

　ガウリイは剣を抜き放はなち、黒い魔族に肉にく薄はくし──

　ぎんっ！

　刹せつ那な、大きく飛び退のくと、手にした剣を横手に向かってふるっていた。

　そばに立てられた全身鎧よろいの中から生はえた、銀の刃を迎むかえ撃うち。

　ちょっと待てぃっ！　まだいるのかっ!?

　銀の刃の本体は、ガウリイと刃を合わせたままで、ゆっくりと、鎧の中からにじみ出る。

　それは──銀色のアメンボウのようなシロモノだった。

　違ちがうのは、人の背ほどあるその大きさ。そしてアメンボウの体があるべき部分には、人の上半身ほどの大きさをした、内ない臓ぞうをでたらめにこねくり回したかのような、得え体たいの知れない器き官かんだけがぶら下がっていること──

　きけけけけけけけけ！

　奇き妙みような鳥とりのような声を上げ、黒い魔族が横からガウリイに迫せまる！

　そして──

　どっ！

　腕のひと薙なぎを払はらったのはルークの剣だった。

「ぞろぞろぞろぞろ出てきやがって！　うぜぇんだよっ！」

　ルークの手にしたひとふりを、魔力剣と見てとって、黒い魔族は後ろに跳とんで間合いを取る。

　むろんその間、あたしとミリーナも、ただ眺ながめていたわけではない。

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

「烈エルメ閃キア・咆フレイム！」

　あたしの放った増ブー幅ストつき呪じゆ文もんと一瞬間をずらし、ミリーナもまた呪文を放つ。

　狙いは天井にはりついたミアンゾ。身をかわせるタイミングではない。

　──天井にはりついたままならば。

　ずるりっ。

　ミアンゾは迷まよわず天井からはがれて床に落ち、二人の呪文はただ天井を叩くのみ。

　ハズレ、ではない。これでいいのだ。剣も届かぬあんな場所に陣じん取どっていられては、やりにくくて仕方ない。床へとひきずり下ろしただけで、かなり戦いやすくはなった。

　ミアンゾは地面に着くやいなや、うつろなまなざしの女の口から、水を吐き出し周しゆう囲いを薙ないだ！

　上がる血しぶき。倒れる兵士。水の軌き道どうはガウリイの背へと迫り──

　ぢゅぶっ！

　そばにいた兵士のくり出した槍が女の頰ほおへと刺ささり、水流の斬ざん撃げきが、ただのシャワーになり下がり、あたりに水をまき散ちらす。

　なるほどっ！　ミアンゾそのものに物ぶつ理り攻こう撃げきがダメージを与あたえなくても、水は物理攻撃で、いきおいを殺すことができるかっ！

　ならばっ！

　ミアンゾの根が大きくしなり、槍をくり出した兵士をなぎ倒した。

　いきおいで、女の頰から槍が抜ける。

　その時にはすでに、ダッシュをかけたあたしとミリーナ、二人が魔族へと肉薄していた。

　女の顔がこちらを向くが──遅いっ！

　さんっ！

　ミリーナがふところからとり出した短ダ剣ガーが、女の顔の頰にふたたびつき刺さる。

　水があたしとミリーナに向かってふきつけるが、収しゆう束そく力りよくを失うしなったそれはもはや、単に勢いきおいのいい水にすぎなかった。

　ミアンゾはあわてて、そばにもう一つ、女の顔を生み出そうとするが──間かん髪はつを入れずそちらにも、あたしがふところから抜きはなった短剣ダガーをつき立てた。

　あたしとミリーナ、二人の呪文が完成し──

　────!?

　瞬しゆん間かん、あたしは床を蹴けり、ミリーナに体当たりをかける形で横へと跳んだ。

　刹那。たった今まであたしと彼女のいた空間を、白い手しゆ刀とうが貫き、伸びる。

　それは虚こ空くうを貫くと、ゆっくりと、ミアンゾの中から這はい出した。

　──四匹目の──魔族──

　……な……何匹出てくる気だこいつらっ!?

　それは、四本の腕うでを持ち、かわりに──なのかどうかは知らないが、頭のないまっ白い魔族。

「……よけたか……？　今のを……？」

　白い魔族が驚きよう愕がくの声を上げる。

　たしかに今のは──あぶなかった。見切ってかわせる間合いでもない。

　ただ一瞬──果てしなくいやな予感が背を疾はしり抜ぬけ、とっさに体が動いていたのだ。

　しかしそんなことを説明しているひまはない。あたしとミリーナは視線を交かわし、白い魔族を目ざして走りだしていた。




　ガウリイは圧あつ倒とう的てきに不利──

　の、はずだった。

　六本足の魔族は、うち三本を脚あしとして、残り三本を刃としてガウリイに向かって斬りかかる。

　スピードも、切れ味も申し分のない、別々の方向からの三連撃の波。

　いくらガウリイが尋じん常じようでないウデを持っているからといっても、これはさすがに捌さばくのでせいいっぱい──

　いや、確実に彼は圧おされていた。

　しかし──

　魔族たちの間違いは、敵はあたしたち四人だけだと思い込んでいたことだった。

　たしかに兵士たちには、彼らに致ち命めい打だを与えることは不可能である。

　だが。

『──せぇいっ！』

　気合いとともに、兵士たちが一斉にくり出す幾いく本ほんもの槍が、銀色の魔族の、伸びた脚にからみつく！

　槍でダメージを与えられずとも、物質化した魔族の脚の動きを、一瞬止めることはできる。

　そして、その一瞬は、ガウリイにとっては十分な時間だった。

「──はっ！」

　ざんっ！

　ガウリイの剣は、槍の穂ほ先さきごと、魔族の脚を、本体を切り裂いた。

　きゅいぃぃぃぃぃいいいいいいいッ！

　まさに、虫が鳴なくような断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいを上げて、銀色の魔族はばらばらに崩くずれて床に落ち、陶とう器きのごとく砕くだけ散ちる。

「助たすかったぜ！」

　兵たちに礼のことばを投げてから、ガウリイは身をひるがえしてミアンゾに向かう。




　身み構がまえる白い魔族の間合いに入るその直前。

　あたしとミリーナは大きく左右に跳ぶと同時に、唱となえていた術を解き放つ！

「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

「冥ヘル魔ブラ槍ストっ！」

　向かい来るガウリイに気をとられているミアンゾに向かって。

　白光が女の顔を灼やき、死の槍がからみあう根を貫いた！
















　あぎあいぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　悲鳴を上げて、灰はいの柱と化すミアンゾ。

　その体を薙なぎ砕くだき、突進してきたガウリイの剣が、うろたえる白い魔族につき刺ささる！




「──いくら数で圧すったって──！」

　ざずっ！

　光を纏まとった鋼はがねの刃が、黒い体を切り裂さいた。

「もうちょっとマシなの揃そろえて来いっ！　

　あんまり人間サマ、なめるんじゃねえっ！」

　ルークの、魔力を込めた剣が、さしたる苦く労ろうもせずに黒い魔族をうち倒したのは、ちょうどその時だった。

　そして──短い戦いは終わった。




「──つ──強い──」

　半なかば放ほう心しん状じよう態たいで、兵士の一人がつぶやいた。

　危あぶないところは多少あったが、戦いがはじまってから、さしたる時間は経たっていない。

　あたしやガウリイもそうなのだが、ルークとミリーナにしてみても、魔族を相あい手てにした時の戦い方が、だいぶうまくなっている。

　かなりコツがのみこめてきた、ということか。

　すなわち。短たん期き決けつ戦せん、一いち撃げき必ひつ殺さつ、不ふ意いを突つく。

　……って……こんなコツを修しゆう得とくせざるを得えない生き方送ってる、ってのがかなり問題あるよーな気がしないでもないのだが……それは考えないことにしよう。

　むろん今回に関かんしては、魔族たちが数勘かん定じように入れてなかった兵士たちのおかげで助かった部分もだいぶあるのだが──

　兵士たちの受けた被ひ害がいは、決して軽いものではなかった。

　無傷の者は多いが、ひどい手傷を負っている者も少なくないし、もはや確かめるまでもなくこと切れている者も何人かいる。

「ひどいケガとかしてる人いない!?　多少なら回かい復ふく魔ま法ほうで応おう急きゆう処しよ置ちできるけど！」

「──こっちを診みてくれるか!?」

「──すまん──こっちも──」

　室内を見み渡わたしてのあたしの呼びかけに、あちらこちらから声が上がる。

「薬くすりと包ほう帯たい、持ってきますっ！」

　言って兵士の一人が隣となりの部屋へと向かう。

　軽けい傷しようの者は別として、ケガ人の状じよう態たいは──あまりよいものではなかった。

　あたしとルークとミリーナで、治リカ癒バリイの術じゆつをかけ、おおざっぱに傷口を塞ふさいでまわったが、この術はしょせん、ケガ人の体力を代だい償しように、キズの治なおりを一時的に加か速そくする、というだけのもの。

　これで何人助けられるか──正しよう直じき言って自信はない。

　もっと高位の回復魔法──復リザレ活クシヨンあたりの使えるミルガズィアさんがいてくれれば、まだなんとかなるのだろうが……

「薬と包帯です！」

「オッケー！　こっちは術でざっとキズ塞いでまわるけど、あくまでざっと、あくまで応急処置だからっ！　薬と包帯できっちりフォローして、状況が落ち着いたらちゃんと医い者しやに……

　……って、薬と包帯取ヽっヽてヽきヽたヽ!?」

　ざわりっ、とあたりのみんながざわめいた。

　あたしが思わず上げた声に、今さらながら、ようやくみんなは気がついたのだ。

　空間を歪ゆがめてこの部屋を孤こ立りつさせていた、あの妙みような結けつ界かいが消きえていることに。

「出られるのか!?　この部へ屋やから!?」

　兵士の一人が声を上げ──中庭に続く扉から外に──

　出た。

「……なら……あんたらはもういい。行ってくれ」

　別の兵士があたしたちに向かって言う。

「ケガの手当なんぞ、おれたちでもなんとかできる。

　けどな……

　なんでこの城の中に魔族がたむろしてて、何が起こってるのかは知らねえが、魔族が相手なら、なんとかできるのは、たぶんあんたたちだけだ。

　だから──

　行ってくれ」

「────！」

　その言葉に、小さく息を呑のむあたしたち。

「……たの……む……行って……くれ……」

　かすれた声は、ミアンゾの攻撃に、腹を大きく薙ながれた兵士のものだった。

「……おれ……たちは……平へい気きだ……

　……だから……行って……くれ……」

　そう言って、蒼あおざめた顔に、無理矢理笑みを浮かべて見せる。

「──他た力りき本ほん願がんなセリフだってことはわかってるが……

　あんたらに、この状況をなんとかすることができたなら、それでこいつらを医者に診みせてやることもできるようになる。

　だから──」

「──わかったわ──」

　言ってあたしはうなずいて──四人はきびすを返して外へと向かった。

　兵たちの視し線せんを背中に受けながら──

　──外には闇やみと、満まん天てんの星──

「……いないな。あの二人……」

　あたりを見回し、つぶやくガウリイ。

　そう。戸口をくぐった時にはぐれた、ミルガズィアさんとメンフィスの姿すがたはどこにも見当たらない。

「……おいおい……まさか、やられちまったんじゃあねーだろうな……？」

　ルークが不ふ吉きつなこと言う。

　まあその可能性もないわけでもないのだが……

　あたしはどっちかとゆーと、もーちょっと前向きに考えたいよーな気がする。

「可能性としては……あたしたちと同じように、変な空間に閉じこめられて戦ってる、ってこともあるだろうし……

　あたしたちを置おいて先に行った、ってのも考えられるわね」

「……なるほどな……

　竜ドラゴンのおっさんはともかく、あのエルフ娘なら言いそうだな。

『人間なんて足手まといになるだけですわ。先に行きましょう、おじさま』とかよ」

　あるある。メンフィスなら。

「となれば何にしても、私たちの取るべき行動は一つ、ね」

　言ってミリーナは視線を向けた。

　闇の奥に佇たたずむ宮きゆう殿でんに。




　扉の奥──宮殿の中は静しずまりかえっていた。

　裏うら口ぐちにあたる北の扉。

　あたしたちはそこに佇んで、中の様よう子すをうかがっていた。

　静かだということは、少なくとも、ミルガズィアさんたちが現在中で大おお暴あばれ──というわけではなさそうである。

「──とりあえず──

　そばには誰だれもいないみたいだぞ」

　扉にはりつき、中の気け配はいをうかがって。ガウリイは低ひくい声で言う。

　ふむ。ならば──

　あたしは扉のカギを調しらべ──

「──ガウリイ、扉のすき間から、かんぬき斬きれる？」

「たぶん、な」

　あたしの、かなりムチャな要よう望ぼうに、いとも気安くそう答え、彼は扉の正しよう面めんに立つ。

　ほかのみんなは扉から離はなれ──

「──ふっ！」

　気合いとともに銀光が、闇に残ざん像ぞうの弧こを描えがく。

　──きんっ！

　鍔つば鳴なりにも似た小さな音。

　そして──扉の鍵は断たたれた。

「……ったく……非ひ常じよう識しきなウデしてやがるなー……あいかわらず」

　感かん嘆たんともあきれているともつかぬルークのつぶやきを背に、ガウリイはゆっくりと扉を開く。

　入ったそこは、ちょっとしたロビーのように広くなっており、向かいには、奥へと続く廊下が延のびている。

　あたりには、やや光こう量りようをおさえた魔法の明りが灯ともされているが、人の姿は見当たらない。

「妙ね。宮殿の出入り口に見張りの一人もいないなんて」

「ああ。たぶん──罠わなだな」

　ミリーナのことばにうなずくルーク。

「いずれにしても、行くしかないわね。

　……大臣と宮廷魔道士……

　とりあえず、近い方から当たってみるわよ」

　あたしのことばにうなずいて、一同は、さきほどアルスもと将軍に教おそわった道を進みはじめる。

「……ところでガウリイ、さっきからちょっと気になってたんだけど、あんたの剣って、そんなに斬れたっけ？」

　足音を殺して廊ろう下かを進みつつ、あたしは小声で彼に問いかける。

　たしかに彼が手にしているのは、切れのいい魔力剣ではあるものの、純魔族を一刀両断、というほどの威い力りよくはなかったように思うのだが……

「ああ、これか？

　ほら、あの人いるだろ？　ミル……なんとかいう」

「……ひょっとしてまさか……ミルガズィアさん……？」

「そうそう。あのひと」

　……ってあんた……これだけいっしょに旅たびしてて、まだミルガズィアさんの名前憶おぼえてないんか……？

「あの人がな、その剣じゃあ魔族相手には力不足だろう、って、剣に変な模も様よう描いて強くしてくれたんだ」

「……はへ……？」

　あっさりさらりとそう言われ、あたしの目が点になる。

　……強くしてくれた……って……

「……き……聞いてないわよ。ンな話……！」

「そういえば言ったおぼえないな」

　……をいをい……

　模様──ということは、文もん様よう刻こく印いんによる強化呪じゆ法ほうか……あたしたちの知らない魔道技術である。

　となれば──

「ガウリイ[image: ]　その剣あとでじっくり見せてね[image: ]」

「見せるのはいいけど……

　まさか、こっそり別の剣とすり替かえて、誰かに高く売ろう、なんて考えてないだろうな……？」

「何言ってんのよ。調査・研究終わるまでンなことするわけないじゃない」

「……研究終わったらやるのか……？　おい……？」

「いやそれは……未み来らいは誰にもわからないわ」

「それって──」

　言いかけて。ガウリイはことばを切って、歩あゆみを止める。

　つられて立ち止まるあたしたち。

　長く伸びた廊下には、かわらず人の姿はない。

　廊下の左右に並ぶ扉も、ただ沈ちん黙もくを放はなち続けていた。

　そして正面──廊下のつき当たりには一枚の扉。

　予定では、そこを通って奥に行くことになっているのだが……

「……誰かいるの……？」

「──いや──」

　ガウリイは言った。廊下の奥──正面の扉に目をやったまま。

「何ヽかヽいる」

　そのことばに、あたしたちの間に緊きん張ちようの糸が張りつめた。

　すなわち──待つのは人間ではない、ということか。

「──どうする？　別の道から──」

　言いかけて、ルークは小さく鼻を鳴ならし、

「……って……おとなしくまわり道させてくれるような相あい手てじゃなかったよな……」

「確かに。迂う闊かつに動き回って、後ろを衝つかれたり挟撃されるよりは、正面から当たった方がましかもしれないわ」

　ミリーナも小さくうなずいて──

　これで話は決まった。

　誰からともなくふたたび歩きだし、扉の前で立ち止まり──

「──鍵かぎは開いてますよ。

　どうぞお入りください」

　声は、扉の奥から聞こえた。




　そこは、ちょっとした広間のようになっていた。

　何のための部屋かはわからないが、部屋の四方には扉、そして端には上へと続く階段がある。

　その部屋のどまん中に、男はいた。

　藍あい色いろのゆったりとしたローブには、おそらく身分を示すものだろう、何かの文様が縫ぬい取られている。

　見た目の歳は三十ほどか。色白で端たん正せいな顔に、似合わぬあごひげ。

　一歩間違えれば、衣い装しよう負けしている貧相なおっちゃんなのだが、彼のまなざしに潜ひそむ鋭するどい光が、そう呼ばせることを拒きよ否ひしていた。

　──この風ふう貌ぼうは──ひょっとして──

「夜や分ぶんにようこそ。

　はじめてお目にかかります。わたくし、表向きはこの国で交こう易えき大だい臣じんを勤つとめさせていただいております、サーディアンと申もうします」

　やはりこいつが──アルスもと将軍の言っていた──

　あたしは小さく苦く笑しようして、

「『表向きは』って……ずいぶんひらきなおってるわねー……

　それはつまり──

　ごまかすつもりもなんにもなくて、真まっ向こう勝しよう負ぶをしよう──って意味に受け取っていいわけね？」

「そのように取って戴いただいて間違いはないかと──」

　しゃあしゃあと言って深々と一礼する。

　……ふぅむ……そう来たか……

　正直な話、『私は人間だ』とシラを切り通されて兵士でも呼ばれた日には、どうしようかと思っていたのだが──

　そういう意味では、まだやりやすい、と言えるかもしれないが……まさか正面切って堂堂と戦いを挑いどまれるとは思ってもいなかった。

　これは──よほど自信があるのか──

　人そっくりの形をした魔族、というのは、そうでないものよりかなり強いのが普通。

　となればこのサーディアンも、かなりの力を持っていると考えるのが当然だろう。

　……まさか、シェーラより強い、などということはない……とは思いたいが……

「──ならてめぇが、今回の事件の黒くろ幕まく、ってわけか！

　一体何くだらねえことたくらんでやがる!?」

　吠えるルークに、サーディアンは笑みを浮かべ、

「失礼ながら、そのあたりのことを申し上げるわけにはいかないのですよ──

　ともあれ今はとりあえず、わたくしの用意いたしました駒こまと戦って戴きたいのです。

　それでは──ご紹介します──」

　ぱちんっ！　と、サーディアンが指を鳴らした瞬間──

　──ひゅんっ！

　風を切り、二階へ続く階段から、サーディアンのそばに飛び降りたのは、赤い人影。

　まるで──血を粘ねん土どのようにこねくり回し、人の形にかためたような。

　のっぺりとしたその顔には、目も、耳も鼻も口もなく、その体のあちこちには、なにかの文様のように黒い縞しまが走っている。

　そして、手にしたひとふりの剣──

　瞬間、あたしの背に戦せん慄りつが走る。

　──これ……は……！　まさかっ……！

「……おいおい……またザコ連中をぞろぞろ呼ぼう、ってわけかよ」

　そヽのヽこヽとヽに気がついていないのか、言い放つルークに、しかしサーディアンは左右に首を振り、

「いえいえ。あなたがた相手に有う象ぞう無む象ぞうの下級魔族を送り続けるなどとは失礼の極きわみ。

　よって、わたくし自身と、厳げん選せんさせていただいたこの一人でお相手させていただく所存です。

　──ご紹介しましょう。

　覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラ様の発案なされた技法により生み出された魔デー族モン……

　ジェイド＝コードウェルにございます──」

『──！──』

　サーディアンのことばに、あたしたちはその場に立ちつくした──



















　──嫌いやな予よ感かんは──したのだ──

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンなどは、自力でこの世界に物理実体化できない程度の下級魔族が、ほとんど自じ我がを持たない小動物などに憑ひよう依いし、その肉体を変へん貌ぼうさせた存も在のである。

　といってもそれは、勝手にほこほこわいて出てくるたぐいのものでもなく、魔道士とか──あるいは、より高位の魔族による干かん渉しようなどがあってはじめて、出現するもののようなのだが。

　おそらくは、城の外で発生しているデーモン出現も、事件の糸を引いている何者かが、街にいる小動物──犬とか猫とかネズミとかに下級魔族を憑依させ、デーモン化させているのだろう。

　ともあれ、小動物をデーモン化させることは可能だが、それなりに強い自我を持っている人間に、下級魔族を憑依させることはできない。

　──普通なら。

　しかし──何かの方法で、一旦自我を崩ほう壊かいさせて、そののちに精アス神トラ世ル界・サ面イドから魔族を憑依させ、デーモン化することは可能なのだ。

　あたしたちは実際、今までにも、そういったタイプの相手と出会ったこともあった。

　たとえば──ジェイドの実父、グランシス＝コードウェル……

　シェーラの剣、ドゥールゴーファによって自我を破は壊かいされ、人に似た形のデーモンと化した存も在の──

　それが持っていたのと、全く同じ印いん象しようを、サーディアンの傍かたわらに佇む者は持っていた。

　最初に見た瞬間、あたしはそのことを感じ取り──脳のう裏りを駆かけた最悪の可能性に戦慄したのだった。

　そしてその予感は──的てき中ちゆうした。

　むろん、サーディアンはあたしたちを動揺させるため、つまらない噓うそを飛ばしているだけで、目の前にいるそれはジェイドなどではない、という可能性も考えられる。

　しかし──

　城を調査する、と言ったジェイドは、以来姿を消している──

　もしもジェイドが彼らの手の内にないのなら、『これがジェイドだ』などという噓はつかないだろう。すぐに噓だとばれる可能性があるのだから。

　そして逆に、ジェイドが手の内にあるのなら──

　魔族は彼を道具にするだろう。

　──そう考えるなら──目の前にいる彼はやはり──

「……て……てめぇ……

　なんつう……」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめて唸るルークに、サーディアンは、ただにこやかに微ほほ笑えみを返す。

「……気をつけてね。みんな。

　あのサーディアンって奴──

　見た目はともかく、かなりやるはずよ」

　あたしのことばに、サーディアンは苦笑を浮かべ、

「『見た目はともかく』とは……

　ずいぶん失礼な人間ですね。

　ここは一つ、是ぜ非ひとも非ひ礼れいを後こう悔かいさせて差し上げる必要がありそうですね。

　──はじめるぞ。『ジェイド』」

　ぱちんっ！　と鳴らした指音を合あい図ずに『ジェイド』が地を蹴けった！

　──戦うほかに手段は──ない！

　あたしたちは一いつ斉せいに、剣を引き抜き、身構える。

『ジェイド』を迎むかえ撃うつようにガウリイが先頭に位置し、残る三人は口々に呪じゆ文もんを唱えはじめる。

　こうなる前のジェイドのウデは、あたしたちも知っていた。単純に剣のウデだけならば、

あたしよりは強いだろうが、ルークには及およばず──ガウリイを相手にするにはン年早い、といったところだろうか。

　しかし、自我を壊され、デーモンに憑ひよう依いされたことによって、どの程度能ちか力らに変化が現れたか──

　こればかりは、実際に戦ってみないとわからない。

　ガウリイと『ジェイド』との間は一気に詰つまり──

　互たがいの剣がくり出されようとしたその刹せつ那な！

　……ひゅっ……

　ガウリイのま横にサーディアンが出現した！

　空間を渡ったかっ!?

　サーディアンは、瞬時に魔力球を生み出し、ガウリイに向かって──

　放つよりも一瞬早く。

　ほとんど何の予よ備び動どう作さもなく、ガウリイが大きく後ろに退る！

「──なに!?」

　サーディアンが驚きよう愕がくの声を上げたその時には、すでに光球は解き放たれていた。

　ガウリイがいきなり退いたせいで、一歩深く踏み込むハメに陥おちいった『ジェイド』目がけて。

　これはまともに直撃コース！

　だがしかし！

　ばじゅっ！

『ジェイド』が手にした剣のひと薙なぎで、飛び来た光が砕け散る！

　彼が手にしているのもまた魔力剣かっ！

　とはいえこれで、『ジェイド』の腹はがら空きになった。すかさずガウリイは踏み込んで──

「──悪く思うなよっ！」

　刃の軌き跡せきが弧こを描えがき──

　──変へん貌ぼうは、一瞬にして行われた。

　赤い泥どろに描かれた黒い縞しまだけの『ジェイド』の顔から。

　かつて人間だった時のジェイド＝コードウェルの顔へと。

「────！」

　髪かみこそないものの、いきなり目の前に出現した見知った顔に、ガウリイにためらいの色が浮かんだ。

　そして──彼の鋭するどすぎる反はん射しや神しん経けいは、ふるった剣を、『ジェイド』の体に届くその寸前で止めていた。

　間かん髪はつを入れず、呪文の詠えい唱しようもなしに『ジェイド』は魔力球を生み出し、放つ。

　目の前のガウリイに向かって！

　よけられる間合いではないっ！　あんなものを食らったら──！




　どんっ！




　白光が閃ひらめき爆ばく音おんを生み──

　ガウリイは、まともに後ろに吹っ飛ばされていた！

「──ガウリイっ!?」

　あたしは唱えていた呪文を中断し、あわててガウリイに駆け寄った！

『ジェイド』がすかさず追つい撃げきをかけようとするが、ルークとミリーナ、二人の放つ攻撃呪文がその動きを阻はばむ。

「──ガウリ……」

「──くっ！」

　……へ……

　駆け寄るあたしの目の前で、いともあっさり身を起こし、ふたたび剣を構える彼。

　……直撃……した……はずじゃあ……？

　しかし彼のおなかのあたりは、服が黒っぽく汚れてるだけで、ケガをしている様子もない。

「……って……思いっきり無事ね……」

「剣の柄つかでたたき潰つぶした！　それより今は──いくぞっ！」

　言ってふたたび『ジェイド』に向かって走りだす。

　……な……なるほど……

　つまり、直撃を避けるため、彼はあの一瞬で、光球を剣の柄で叩いて爆発させ、同時に後ろに跳んで、破壊力を殺そいだのだろう。

　……って、本気で人間離れした反射速度してるぞ。あんた。

　──ま、何にしろ──

　あたしはあらためて呪文を唱え、サーディアンたちと対峙する。

「ちいっ！　小こ賢ざかしいっ！」

　サーディアンは無数の光球を生んで、こちらに解き放った！

　ぢゅごごごずごぢゅごごづごぉっ！

　飛び退き、身をかわしたあたしたちの足もとに、それらは突き立ち、小さな爆発をくり返す。

　その爆煙を貫つらぬき、進み来る『ジェイド』！

　顔はさきほど変化した、無表情な人間の顔のまま。むろん人の顔をしているからといって、彼が人に戻ったわけではない。単にあたしたちに心理的ゆさぶりをかけるためのものである。

　それはわかっているのだが──さすがに、知っている者が変貌させられ、もとの顔がはりついているというのはどうにもやりにくい。

　実際、みんなが『ジェイド』に向けるまなざしのその中にも、わずかにとまどいの色が見て取れた。

　しかしもちろん『ジェイド』の方は、そんなことおかまいなしに突っ込んで来る。

　目標は──一番手近にいたミリーナ。

　ぎんっ！

　二本の剣が交こう錯さし、硬い音を響ひびかせる。

　受けられた剣を引き、『ジェイド』は突きをくり出した。それをミリーナの剣が横から払い、刀とう身しんを『ジェイド』の剣で滑すべらせるように、すくい上げるような斬ざん撃げきに変える。

『ジェイド』はそれを、一歩後ろに退ってかわし、光の球を生み出し、放つ。

「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

　ごんっ！

　ミリーナが、唱え終わった呪文を放ち、光を迎撃すると同時に、後ろに跳んで間合いをあける。

『ジェイド』がそれに追撃をかけるより早く。横からミリーナ援えん護ごのために突っ込んできた、ルークの剣が閃いた！

　一方ガウリイは『ジェイド』を抜けて、その先に佇たたずむサーディアンを目ざす！

　──ぎんっ！

　ルークの剣を、『ジェイド』の剣が受け止めたその刹那。

「海ダル王フ・槍スト破ラツ撃シユ！」

　ルークの唱えた攻撃呪文がサーディアンへと向かう！

　呪文の方を迎撃するかよけるかすれば、そのスキにガウリイが肉にく薄はくする。この連れん携けいをかわすことはむずかしい。

　──普通なら。

　しかしサーディアンはあわてず騒さわがず、瞬時にその姿を消す。

　また空間を渡ったか！

　サーディアンが姿を消したその刹那。

　ミリーナとあたしはルークの方へと駆け寄り、ガウリイは、片足を軸じくに反転し、剣を横薙なぎにふるう。

　ふるった剣のその軌道上に──サーディアンが出現した。

「──があああああっ!?」

　出現したとたんに腹を横薙ぎにされ、サーディアンは大きく後ろに跳び退る。

　おっし！　致命傷ではないにしても、今のは効きいてるっ！

「……ば……！　馬ば鹿かな……！」

　あわてて間合いを取りながら、まともに動揺の色を浮かべるサーディアン。

　どうやらまだ、あたしたちを甘あまく見ていたようである。

　ルークの呪文とガウリイの連携をしかけた時点で、あたしたちには、サーディアンが空間を渡ってこれをかわすことは予想できた。

　なら、渡ったあとで魔族はどこに出現するか？

　これも予想は簡単だった。

　すなわち、誰かの背はい後ご、である。

　誰の後ろに出るのかまでは、もちろん予測できないが、たとえ誰の後ろに出ようと、すぐさま対応できるように、あたしたちは動いたのだ。

　あたしとミリーナは、すぐま後ろを取られないためと、『ジェイド』と剣を合わせて動きの取れないルークの後ろに出た時に、すぐさまフォローできるように、という二つの目的で。

　ガウリイは、自分の後ろを取られた時に、そのこと自体が反撃につながるように。

　そしてサーディアンは、彼にとっては最悪の出現場所を選んでいたのだ。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　ガウリイから間合いを取ったサーディアン目がけて、あたしは唱えておいた術を解き放つ。

　それにタイミングを合わせて突っ込んでゆくガウリイ。

「──っ！」

　サーディアンの顔にためらいの色が浮かぶ。この連れん携けいは、空間を渡れば楽にかわせるが、それでさきほどと同じことをされてはたまらない、といったところだろう。

　しかたなくその場にとどまったまま、飛び来たあたしの呪文を片手で払いのける。

　ぼっ！

「──ぐあっ!?」

　その手に受けた衝しよう撃げきは、サーディアンが思っていたよりずっと大きかっただろう。

　人間の使う烈エルメ閃キア・槍ランスは、レッサー・デーモン程度なら一撃で倒すが、力のある魔族にとっては、決して致命傷になるほどのものではない。直撃すれば、痛いたくないとは言わないが、片手でかるくはたき落とせる程度なのだろう。

　だからこそサーディアンも、片手で払いのけ、ガウリイをその場で迎撃、という道を選んだのだろうが──

　残念ながら今の一発は、増ブー幅ストつきのモノである。片手で払いのけるには、いささか荷が重かっただろう。

　予想外のダメージに、サーディアンがひるんだ瞬間、ガウリイの剣がくり出される！

　その一撃は魔族を袈け裟さ懸がけに薙なぎ、三度目の悲鳴を上げさせた。

　返す刀でガウリイが、次の一撃を入れるより早く。

　たまらずサーディアンは三度、虚こ空くうに姿をくらます。

　出現したのは、全員から間合いを取った、部屋の端。

　その形相は、憎ぞう悪おに大きく歪ゆがんで──

　──いや。

　異い形ぎようと化していた。

　ゆがんだまぶたの奥に、もはや目はなく、ただ黒洞がそこにあるのみ。

　黒いあごひげと髪だったものは、ねじくれた、小さな黒いツノの集合体と化していた。

　これがこいつの本当の姿──というわけではない。ダメージを受け、人間そっくりの姿を取り続けることが、困こん難なんになってきているのだ。

「……貴き様さま等ら……」

　サーディアンのその口ぶりから、もはや余よ裕ゆうの色は消えていた。




　ルークの攻撃は、じわりじわりと『ジェイド』を圧おしていた。

　時々『ジェイド』が放つ魔力の攻撃も、ルークにことごとく見切り、かわされ、間合いを取り直すほどの役にしか立っていない。

　とはいえルークも、やはり『ジェイド』の顔が気になるのか、その攻撃にはいまひとつ鋭さが欠けている。

　サーディアンが部屋の端に空間移動したのを見て取ると、ミリーナは『ジェイド』に視線を移す。

　まずは『ジェイド』を倒してから、全員で一気にサーディアンを倒そう、ということか。

　ミリーナは『ジェイド』に向かって、唱えた呪文を──

　どんっ！

　それより早く。

　いきなり出現した衝撃波が、ルークとミリーナ、ついでに『ジェイド』をはじき飛ばした！

　──な──!?

　さしたるダメージではなかったらしく、飛ばされた三人はすぐに起きあがり、身構えながら距離を取る。

　今の一撃──三人が飛ばされた方向からすると、サーディアンの放ったものではない。

　──部屋の中には、もう一つの気配が出現していた。

　サーディアンがいるのとは逆の方に。

「ずいぶん苦労しているではないか。人間相手に。

　──無ぶ様ざまだな。サーディアン」

　言い放ったのは、浅黒い肌をした大柄な男。

　この風ふう貌ぼうは──

　……なるほど……どっちか、ではなく、二人ともそうだった、というわけか。

　宮廷魔道士ファリアール。

　人の形をした、もう一人の魔族──




「手を出すな！　ファリアール！」

　サーディアンが憎悪の声を上げた。

「二人だけで相手する！　わたくしはこやつらにそう言ったのだ！」

「貴様の言ったことなど知るか。

　貴様の不甲斐なさを見かねて、我は我が意志で勝手に戦いに加わるだけのことだ。

　指さし図ずをされるいわれはない」

　傲ごう然ぜんと言い放ち、こちらに向かって歩み来る。

「舐なめるなよファリアール！　こいつら、シェーラ様を倒したのは、偶ぐう然ぜんや幸こう運うんだけではないぞ！」

「わかっている」

　言ってファリアールは、すっ、と片手をあたしの方にかざし──

　刹那、ガウリイが、あたしをかばう形で前に出る。

　そして──

　どんっ！

　鼓こ膜まくをゆるがす衝撃波の威い力りよくは、さきほど三人をなぎ倒したものの比ではなかった。

　余波だけでそばの壁がふるえ、ぱらぱら小さな破片をこぼした。

　まともに受ければ、骨が砕け、内ない臓ぞう破は裂れつくらいは起こしていたかもしれない。

　──ガウリイが、手にした剣でその衝撃波を斬らなければ。

　まさか衝撃波を斬るなんぞという、非常識なまねをされるとは思ってもいなかったのだろう。ファリアールの眉まゆが小さく動く。

　そして──あたしは横に飛び出して、唱えた呪文を解き放つ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツド！」

　あたしが放った光は、残ざん像ぞうを残し帯となり、ファリアールを目ざしてつき進む！

　目標追つい尾びタイプの術で、これが当たればいくらなんでも痛いはずっ！

　光の帯に併へい走そうし、ガウリイがダッシュをかける！

　ファリアールはその場から動こうともせずに、十発近い光弾を生み出し、ガウリイに向かって解き放つ！

　さすがにこれを、突進しながらすべて捌さばくのは不可能である。ガウリイは足を止めると剣を構え──

　その瞬間、ファリアールの放った光弾すべてがいきなりその軌道を変えて、一気に光の帯へとつき立った！

　きゅきゅきゅきゅきゅんっ！

　さすがにこれだけの光弾を受けてはひとたまりもなく、光の帯は消しよう滅めつした。

　ガウリイを狙うとみせかけ、足を止めさせ、実際はこちらの術を迎撃し、連れん携けいを崩したのである。

　なかなかやるっ！　こちらを甘く見まくっていたサーディアンとは違う、ということかっ！

　ガウリイはふたたびファリアール目がけて床を蹴けり、あたしもあらためて、口の中で呪文を──

　──!?

　冷気にすら似た感触を憶え、瞬間、あたしは横に跳んでいた。

　その空間を、銀色の残像が埋めた。

　──『ジェイド』！

　っぎぃぃぃんっ！

　次に彼がくり出した一撃を、あたしが抜き放ったショート・ソードは、かろうじて受け止めていた。




　サーディアンは、ミリーナ目がけて地を疾はしる。

　剣を構えて呪文を唱え、真っ向から迎え撃つ構えを見せるミリーナ。

　サーディアンはその速度をゆるめぬまま、光球を二つ生み出し、ミリーナに向かって解き放つ。

　彼女は逆にダッシュをかけて、光球の間をすり抜ける。

　その瞬間。

　どんっ！

　光球がはじけた！

　その爆圧に背中を圧される形で、ミリーナは加速し、バランスを崩す。

　サーディアンはそのままミリーナとの距きよ離りを詰つめ──

　刹那、横へと大きく移動する。

　横手から突っ込んできたルークのふるう刃をかわして。

　ルークが手にする剣の刃には、魔力の光が宿っていた。

　彼が手にしているのは『吸きゆう魔まの剣』とでも呼ぶべきシロモノ。

　どこで手に入れたのかは知らないが、魔法などの魔力を、刀身に吸収・蓄ちく積せきしておくことも、任にん意いにその魔力を解かい放ほうすることもできる、というものである。

　今はなんの魔力が込められているのかは知らないが、さすがにサーディアンも、これを受ける気にはならないだろう。

　彼はそのままミリーナの横を通り抜け、サーディアンへと迫りゆく。

　体勢をたてなおしたミリーナがそのあとに続き──

　サーディアンの姿がかき消えた。

　空間を渡り、出現したのは──

　呪文を放ち終え、『ジェイド』の一撃をかろうじて受け止めたあたしの後ろ！

　まずいっ！　他の誰も、あたしをフォローできる位置にはないっ！　

　なおかつ呪文もぶっ放した直後！　くわえて今手が放せないっ！

　っえぇいっ！　こーなりゃヤケであるっ！

　あたしは『ジェイド』の剣にわざと圧おされて、そのままの勢いで思いっきり後ろに跳んだ！

　すなわち──サーディアンに向かって！

『うくっ!?』

　あたしとサーディアン、二人の小さな呻きが重なる。

　さすがに相手も、純魔族に体当たり、なんぞとゆー原始的な攻撃が来るとは予想していなかったらしく、完全に不意をつかれてバランスを崩す。

　そのままあたしはさらに後ろに退って、サーディアンと『ジェイド』の二人から距離を取り──

「………………っ……！」

　灼やけつく痛みに眉まゆをしかめた。

　どうやらサーディアンは、あたしが後ろ体当たりをかました瞬間、魔力球を生み出そうとしていたところだったらしく、多少集まりかけていたその『力』が、あたしの背中を灼いたのだ。

　背中ゆえキズは自分では見えないが、腕も動くし呼こ吸きゆうもできる。となればさして大きなダメージではない。

　──肉体的には。

　しかし問題なのは、ひきつるようなこの痛み。これは呪文を唱える際の精神集中にはかなりジャマである。

　逆にキズの痛みを中心に精神集中してやる、というテもあるのだが、剣ぶん回したり攻撃よけたりしながら、純魔族にも通用するような攻撃呪文を操あやつる、というのはかなり──いや、きっぱり無理である。

　……あそこで体当たりかけていなければ、まず確実にやられていた、とはいうものの……これは戦力的に痛い。

　あわててこちらに駆け寄るルークとミリーナ。

「リナっ！」

　ガウリイもまたきびすを返し、こちらに向かって駆けてくる。

　ファリアールに背を向けて。

　その背を追って動き出すファリアール。ただし、ガウリイのスピードと剣の間合いを計算し、しっかり距離を取りながら。

「──だいじょうぶか!?」

　問うガウリイに、あたしはうなずき、

「たいしたキズじゃあないわ。……痛いけど……」

『痛いけど』のひとことに、呪文を使うルークとミリーナは、状況を察さつしたらしく、その表情を硬くする。

　これは実質──あたしが単なる足手まといになり下がった、ということを意味していた。

　戦力はこれで……三人以下。

　ひとつ所にかたまったあたしたちに、ファリアールが迫り来る。

　サーディアンもこちらに向きなおり、『ジェイド』が横へとまわり込み──

「──おほほほほほほ。

　あぁら。こんな連中相手に苦戦してらっしゃるの？

　これだから人間って、手が焼けるんですわ」

　──イヤミなはずのその声は、この時ばかりは、心強く耳に響ひびいた。




「──なにッ!?」

　声を上げたのは、サーディアンかはたまたファリアールか。

　ふりあおぐ視線のその先に、二階テラスの手すりの上に、すっくと立った影ひとつ。

　青い衣に純白の鎧よろい。黄こ金がねの髪を風に──って、風はないのでなびかないが。

　ともあれ、なんだか妙な既デジ視ヤ・感ヴユといっしょに登場したのは、北の塔ではぐれたメンフィス！

「エルフだと!?　まさか……！　

　あの戦力をもう突とつ破ぱしたのか!?」

　ファリアールの問い──いや、驚きよう愕がくのことばに、彼女は余裕の笑みを浮かべ、

「私がここにいる、ということは……答えは一つ。そうでしょう？」

　なるほど、ということはやはり、彼女とミルガズィアさんも、どこかで魔族たちと戦っていた、ということか。

　メンフィスは、たんっ！　と手すりを蹴って宙に舞まい、羽う毛もうが舞うようにふぅわりと、一階したの床へと降り立った。

「……なら当然……あの竜ドラゴンも……」

「そういうことだな」

　サーディアンのつぶやきに、声は、つい今しがたまでメンフィスのいたあたりから聞こえた。

「当面の戦力は一いつ掃そうした。

　そろそろ話してもらおうか。お前たち魔族が、一体何を企たくらんでいるのか」

　言いながら、ミルガズィアさんは階段を降りてくる。

「──っくえぇいっ！」

　それには答えず、追いつめられた声を上げ、ファリアールがメンフィスを睨ねめつける。

　刹那、彼女の眉まゆが小さくゆがみ、その胸のあたりが一瞬ブレて見え──

　それだけだった。

「──馬鹿な！　空間を──！」

　ファリアールの焦あせりの色が深くなる。

　見ただけでは何が起こったのかわからないが、そのことばからすると、おそらくメンフィスに、空間そのものを使った何かの攻撃をしかけ──それをあっさり防ふせがれたのだろう。

「なら──！」

　ぎゅぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　サーディアンが吠ほえると同時に、耳ざわりな音を立て、メンフィスのそばの光景が歪ゆがんで見える。

　精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃を、彼女の『鎧ゼナフア』がガードして、その力の余よ波はが、こちらの空間に干渉している──といったところか。

　その状態を保ったままで、サーディアンはメンフィスを目ざして跳んだ！

　精アス神トラ世ル界・サ面イドと物こ理ち面らとでの挟撃か！

　メンフィスはその場を動かない。

　援えん護ごの気配を見せたミルガズィアさんを、ファリアールが牽けん制せいする。

　そして──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

「ぎあうううううううううううううっ!?」

　ミリーナが生み出した、蒼あおい光の柱がサーディアンをとらえた！

　精霊魔術最強の攻撃魔術に直撃されて、さすがに魔族は絶ぜつ叫きようする！

　光景のゆがみ──精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃がとだえたその機を逃のがさず。

「封デイ印ス解シー除ルド！」

　メンフィスが、サーディアンに向かって手をかざす。

「メギドアーク！」

　ごんっ！

　彼女の放った『力ある言葉』と同時に、魔族の体は、爆発にすら似た紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包つつまれた！

　ごおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ……

　炎の唸りか断だん末まつ魔まか。ふるえる音だけをあとに残して、魔族と炎は消滅した。

　メンフィスたちの出現に動揺し、あたしたちの存在を忘れるとは……いくらなんでも人間ナメすぎである。

　そしてミルガズィアさんが床へと降り立つ。

「──どうする？」

　視線を外さぬまま問う彼に、ファリアールは硬い笑みを浮かべる。

「『どうする』だと？

　笑わせるな。まさかまだ『すべてを話せ』などと戯ざれ言ごとを言うつもりではあるまいな。

　ここで全てを話したところで、この我に何の利があるわけもなかろう。

　所しよ詮せん我われ等ら魔ま族ぞくと、貴様ら生きとし生ける者たちは、相あい容いれぬ敵同士。

　ならば選ぶべき道は一つしかあるまい」

「すなわち戦いあるのみ、か」

「そういう──ことだっ！」

　吠ほえて魔族は床を蹴り、一条の矢と化してミルガズィアさんへと迫る！

　飛び道具も、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃もない！　小細工は効かぬと悟っての真っ向勝負！

　どごっ！

　魔力を込めた双方の右の拳こぶしと拳がぶつかり、世界をふるわせる！

『おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　二人の雄お叫たけびが迸り、激しい魔力の激突に、空気が焦こげてプラズマと化す。

　力と魔力は拮きつ抗こうし──

　刹那。ファリアールの腕が異形へと変じた！

　無数の黒い触しよく手しゆを生んで、拳を合わせたミルガズィアさんの右腕へとからみつく！

　──驚きよう愕がくの表情を浮かべたのは、しかし、ファリアールの方だった。

　その上体が前へと泳およぎ──

　どんっ！

　ミルガズィアさんの背中に出現した、黄こ金がね色いろの翼つばさがその首を断たち切った。




　──とさっ……

　倒れた体はみるみるうちに、黒灰色に変色し、崩れるように消えてゆく。

　それが、魔族ファリアールの最さい期ごだった。

　だが──

「……おじさまッ……！」

　魔族の最期には目もくれず、メンフィスが、恐きよう怖ふに震ふるえる声を上げた。

　視線の向く先──ミルガズィアさんには、右の肩から先がない。

　腕はすぐそばの床──ファリアールが崩れて消えた場所に、ごろんっ、と落ちていた。

　……って……一体……!?

「案あんずる必要はない」

　しかしミルガズィアさんは、まるで何事もなかったかのようにそう言うと、左手で、床に転がるそれを拾い上げた。

「そう言えばメフィにも言っていなかったな。

　私の本当の右腕は、千年前の降魔戦争の折おりよりすでに失われている。

　もとよりこれは、魔道技術で造つくった義ぎ手しゆだ。

　──本来の腕と変わらず動いてくれるがな。私でさえ、義手ということを忘わすれそうになるほどに」

　……って……本気でそのこと忘れてたな。このひと……その右手で魔族とどつき合いやってたんだし……

　おそらくミルガズィアさんは、ファリアールの触手が、腕をからめ取ったその瞬間、義手を外して相手の体勢を崩したのだろう。

「さて。残るは──」

　義手をふたたび取り付けて、ミルガズィアさんは向きなおる。

　ただ一人残る『ジェイド』の方へ。

　さきほどから、『ジェイド』は全く動いていない。

　──いや。おそらく動けないのだろう。

　彼を使って具ぐ現げんしたデーモンが、本能的に、ミルガズィアさんとメンフィスを、自分のかなわぬ敵と悟って。

「……なるほど……『人』を使ったのか」

　ジェイドを目にして、苦にがい口調で言うミルガズィアさん。

　どうやら彼が、人間を使ってつくり上げられたデーモンだと気がついたようである。

「──あいつのこと──なんとかならねえのか!?　あんたらの技術で！」

　ルークの呼びかけに、しかし彼は左右に首を振る。

「ああなっては……もはや『もと人間』でしかない。こればかりはどうにもならぬ。

　かりに彼の中のデーモンのみを払い、外見を人の姿に戻す術があったとしても、もはやおそらく人の魂こころは戻っては来るまい。

　ならせめて──」

『ジェイド』に向かってかざしたミルガズィアさんの手を、そっとルークが横から押さえた。

「──ならせめて──

　俺が引いん導どう渡してやるぜ……ジェイドさんよ……」

　言ったことばのその裡うちには、虚むなしさの色がにじんでいた。

　──そういえば──もともと最初にジェイドと出会い、その依い頼らいを受けたのは、ルークとミリーナの二人だった。

　片手に剣をぶら下げたまま、ゆっくりと『ジェイド』に向かって歩みゆく。

「──悪ぃけど──」

「手は出さないわ」

　ルークのことばに応えるミリーナ。

　ミルガズィアさんとメンフィスに、動く気け配はいがないと悟ってか、ようやく『ジェイド』は動き出す。

　そして二人は、剣を手にして対たい峙じし──

　──たっ！

　床を蹴ったのは同時だった。

　間合いが一気に詰まる。

　二人が剣をふりかぶり──

　瞬間、『ジェイド』はルークの目の前に、魔力球を出現させた！

　──そして──

「おぉぉぉおおああぁぁぁああッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ルークの剣は、魔力球ごと『ジェイド』の顔面を、まっ二つに断ち割っていた──











　　　四、玉ぎよく座ざにて　佇たたずむものの影昏くらく









　──そこにはもはや──

　ジェイド＝コードウェルという者がこの世に存そん在ざいしていたという、痕こん跡せきすらも残ってはいなかった。

　ルークの一撃に倒れた『ジェイド』は、赤い汚お泥でいへと姿を変え、それもほどなく風の中へと消え去った。

　人たることをやめさせられた者は、土へと還かえることすら許ゆるされないのだろうか。

　……………………

　ルークはかすかに肩を落とすと、小さく──深い息を吐はいた。

「──メフィ──」

　空気の重さをはらいのけるように、ミルガズィアさんは、いつもと同じ口く調ちようで言った。

「リナ＝インバースは傷きずを負おっている。治ち療りようを頼たのむ」

　ミルガズィアさんの要よう請せいに、彼女はおとなしくあたしの後ろに回り、呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「──あなたもよ。手を出して」

　ミリーナはルークに歩あゆみ寄より、いつもと変わらぬ素そっ気けなさで言うと、治リカ癒バリイの呪文を唱えはじめた。

『ジェイド』の魔力球を、強引に剣で断たち切きった時、どうやらその余よ波はか何かで、傷を負ったようである。

　ルーク自身は、そんなことには気がついてもいないようだったが。

　ついさきほどまでの戦いが、まるで噓うそだったかのような、静かな時──

　メンフィスのかけてくれている回かい復ふく呪文のおかげで、背中がほんわかあったかく、痛みも徐じよ々じよに消えてゆく。

「……ねえ……メンフィス……」

　あたしは前を向いたまま、背中のメンフィスに語りかける。

「何？」

「……なんでもいいけど、あの登場のしかたはやめて……

　昔知ってた、変なひと思い出すもんで……」

　びきっ！

　ふり向くまでもなく、彼女の額ひたいに青スジが立ったのがわかった。

「……あ……あのねえっ……！

　助けてさしあげたというのに、その挨あい拶さつがそれ!?

　素す直なおにお礼も言えないのかしら!?　人間というのは!?」

　そのことばに反応したのは、あたしではなくミリーナだった。

　まっすぐなまなざしで、こちらを──メンフィスを見て、

「──そうね。お礼は言わなくちゃならないわね。

　──ありがとう。メンフィス」

　……うっ……

　小さな呻うめきが、なぜか後ろで聞こえた気がした。

　……ほえ……？

　そして、こちらを見ていたガウリイが、不ふ思し議ぎそうに、

「？　どうした？　顔が赤くなったけど……？」

「──う──うるさいですわねっ！

　なんでもありませんわっ！」

　即そく座ざにメンフィスの、あわてた声が反応した。

「とにかくっ！　これで治療は終わりましたっ！」

　言って、ぽんっ、とあたしの背中を叩たたく。

　痛みは完全に消えていた。

　……………………って……

　ははぁ……こりはひょっとして……

　あたしは、ぎぎぃぃっ、と首を巡めぐらせ、笑えみを含ふくんだ視線を、後ろのメンフィスへと向けた。

「……な……何ですの!?　その目は……!?」

「なんでもないわ。

　ありがとう。ケガ、なおしてくれて」

　メンフィスの瞳めを見て言うあたしに、彼女はわずかに視線をそらし、

「……わ……私はミルガズィアおじさまに頼まれたから治なおしてさしあげただけですわっ！」

　……にやり……

　今のではっきしとわかったぞ。ほほぉぉぉう。そーか。やっぱしそーか。

「……ねえメンフィス……ひょっとして……

　あんた、いつも高たか飛び車しやなこと言ってるけど……

　まさか、実はテレ屋さん？」

「……っなッ……!?」

　あたしのことばに、彼女は耳まで赤くなる。

　おっしゃぁぁぁぁビンゴぉぉぉぉっ！　からかいポイント発見っ！
















「おー。ほんとに顔赤いわねー」

「……なっ……！　何っ……!?　そっ……!?」

「確かに。メフィは何年か前までは、ずいぶん内うち気きで人ひと見み知しりする子だったな」

　意味不明のことばを発するメンフィスを後しり目めに、ミルガズィアさんは、しれっとした顔で言う。

「……なっ……!?　おじさまっ！　そのことはっ……！」

「かまわんではないか。

　人見知りが強くて困こまる、と、あの時はお父上もおっしゃっていたぞ」

「へぇぇぇぇぇぇぇ。実はシャイでナイーブなオンナノコだったわけね。ふぅぅぅぅん」

「……………………っ！」

　からかうあたしに、もはや彼女にはことばもない。

　かまわず話を続けるミルガズィアさん。

「たしか──その頃出会った人間の女魔ま道どう士しに、『そういう時はいっそ高飛車に出てしまえばいい』と言われて、それで人見知りがなおったのだったな」

　……………………ん？

　なにげないそのことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめる。

「へぇぇ。つまり『人間なんか』に世話になった、ってわけだ」

　ルークのツッコミに、彼女はさらに頰ほおを赤らめ、

「あ……あの方は特別ですわっ！

　己おのれ自じ身しんに対たいする確かつ固こたる自じ信しんとポリシーをお持ちになられた……真に高こう貴きな方とは、あのような方のことを言うのですわっ！」

　…………をや…………？

　……なんか……そのテの人物批ひ評ひようって……何年か前……ガウリイと出会う以前に聞いたことがあるよーな気が……

　ひたすらコワい、ある考えが、あたしの胸のうちでふくれ上がってゆく。

「…………あの…………

　ひょっとして、その、人間の女魔道士……ってまさか……

　………………………………いや…………………………なんでもないです………………」

　予想通りのコワい答えが返ってきそうな予感がして、あたしはその問いを胸のうちへと飲み込んだ。

　世の中には、知らない方がいいこと、とゆーのもあるのである。

「どうしたのだ？」

「いやほんとなんでもないですなんでもっ！

　──そ、それより──」

　ミルガズィアさんの問いに、あたしはあわてて話の矛ほこ先さきを転てんじる。

「それよりミルガズィアさん、北の塔とうを出たとき──

　あたしたち四人は、変な空間にほうり込まれて、そこをなんとか切り抜けてから、ここでまたまた戦ってたわけだけど……

　そっちの方はどうだったの？」

「似たようなものだ。

　私とメンフィスも異空間に招しよう待たいされて、魔族たちの歓かん迎げいを受けた。

　人の形をした魔族が十体ほどいたか」

　ずげげっ！　人の形したのが十体っ!?

　なるほど。たしかにそれは……ファリアールが『あの戦力』などと言うのもうなずける。

「……よ……よく突とつ破ぱしましたねー……」

「うむ。メフィがいきなりゼナファの完全装そう甲こうモードで暴あばれはじめてな。

　驚おどろいた魔族たちが統とう率そつを失ったところを各かつ個こ撃げき破はした」

　うあ。めちゃめちゃ乱らん暴ぼうな。

　……そりは魔族たちもビビるだろーなー……変な鎧よろいつけたエルフが、いきなり白い巨人に変身とゆーか変形して暴れはじめるわけだし……

　何はともあれとりあえず、あたしたちの前に出てきた魔族たちは一掃した、というわけか。

「──となると問題なのはこのあとね。

　たしかに出てきた魔族はみんな倒したけど……

　これで全部が終わったような気はしないわ……」

「……ふぅむ……」

　あたしのことばに唸るミルガズィアさん。

　さきほど現れたサーディアンとファリアールは、互いの口のききかたからすると、魔族としては同格程度。シェーラを『様』づけで呼んでいたところをみると、当然彼女より格下だったのだろう。

　そして、ミルガズィアさんとメンフィスが戦ったのも、おそらくそれと同程度──いや、少なくともファリアールが『戦力』という表現のしかたをしているからには、より高位の魔族だった、とは考えにくい。

　これがもし、この王おう宮きゆうにひそんだ魔族の全戦力だとしたら……サーディアンたちのレベルの魔族が、おおぜい顔をつき合わせて、あーでもないこーでもない、と、陰いん謀ぼうを進めていたということになる。

　いくらなんでもそれは考えにくい。

「……たしかに……なんかすっきりしねーよな。

『俺がボスだ』って奴が、ビシッ、と出てきて、何から何まで説明したあげくにぶち倒されてくれりゃあいいんだけどよ」

　ミリーナの呪文治ち療りようを受け終えて、両手の具ぐ合あいを確かめるように、わきわき握にぎったり開いたりしながら言うルーク。

　ンな都つ合ごうのいい話があるかい。

　……ってゆーか、『俺がボスです』ってな奴にビシッと出てきたりなんかしてほしくないんですけど……正しよう直じきなところ……

　しかしまあ、彼の言う通り、いまひとつはっきりしないことは確たしかだった。

　以ま前えの時には、シェーラという、ちゃんとしたボスがいたわけだが……

　……………………

　……シェーラ……ボス……

　……をや……待てよ……

　いやまさかとは思うけど……でも……

「どうしたんだリナ？　変な顔して？」

「……変な顔って……ガウリイ、そーいう言い方……

　……いや……ちょっとその……それこそ変なこと思いついて……」

「変って言えば……オレたちがここに入ってから、人が一人もいなかったけど……あれも変って言えば変だよなー。

　廊ろう下か通った時、部屋の中には人のいる気け配はい、たしかにしたのに、全然だれも出てこないんだぞ」

「そいつぁやっぱり……俺たちと真まっ向こう勝しよう負ぶ、ってことだろ？　お偉えらいさんに化ばけてたんだから、『何があっても部屋の外に出るな』なんて理り不ふ尽じんな命令出して、戦いに余よ計けいなジャマが入るのを防ふせいだんじゃねーのか？」

　ガウリイのことばに言うルーク。

　……う……うーむ……とゆーことはまさかやっぱし……

「……みんな……悪いけど、ちょっとついて来てくれる……？」

　言ったあたしに、ガウリイが、

「……トイレか？」

「違うわぁぁぁぁぁっ！

　気の小さい子供かっ!?　あたしはっ!?

　……まだ想そう像ぞうの段だん階かいなんで、言えないけど……

　この事件のことで、ちょっと思いついたことがあるの。

　それを……確かめたいのよ」

「何よ？　その『思いついたこと』って？」

「………………」

　メンフィスの問いにあたしは口ごもる。

　はっきし言ってこの考え、根こん拠きよのとぼしい思いつきにしか過ぎないのだ。

「──考えがあるのならつき合うわ。

　こうしていても仕方ないし」

　その沈黙に、ミリーナがことばを発した。

　となれば当然こやつも──

「確かに。ミリーナの言う通りだと思うぜ。俺おれも。うんうん」

　やっぱしそう来たか。ルーク。

「オレもかまわないぞ。別に」

　ガウリイ。あんたはもとより意見ないだろ。

　となると残るは──

「確かに、何もわからぬまま、ここに留とどまり続けるよりは良いだろうな」

　ミルガズィアさんのことばに、これでメンフィスの反はん論ろんもなくなった。

「……なら……

　ついてきてくれる？」

　皆がうなずくのを認みとめてから、あたしは歩き出した。

「──ところでミルガズィアさん」

　確かこちらの方だったと、ややうろおぼえな道を進みつつ、あたしは彼に問いかけた。

「さっきの戦いで、サーディアン……魔族がメンフィスにしかけたの、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃だと思うんですけど……

　ミルガズィアさんたちはともかくとして……もしもあたしたち人間が、魔族から同じ攻撃を受けたとしたら、防ぐ方法とか、あるんでしょうか？」

「ない」

　……をい……

　あっさりさらりと言い放たれて、思わずことばを失うしなうあたし。

「とはいえ、魔族が戦いの中で、人間相手に精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃をかけてくることはまずないだろう」

「どういうことだ？」

　横から、聞いていたルークが口をはさむ。

「人間の諺ことわざに、『竜は小鳥を倒すにも全力を尽くす』というのがあると聞く。

　しかしこと魔族に関しては、これはあてはまらぬのだ。

　魔かれ族らから見れば人間は、戦う相手、というよりむしろエサ……『恐きよう怖ふ』という名の負の感情をしぼり取るための対たい象しよう──といったところだろう。

　たしかに、お前たちのような一部の例外を除けば、魔族に比べて人間の力はあまりにも小さい。

　いや、おぬしたちとて、人間である以上、魔力という面だけで見るならば、下級の魔族にすらも遠く及ばない」

「……えらい言われようだな……おい……」

　憮ぶ然ぜんとルークがつぶやくが、たしかにそれは事実ではある。

　いかな大魔道士といえど、人間ならば、まず呪文を唱え、それから『力あることば』を紡つむぐ、という手続きを取らなければ、呪文を発動させることはできない。

　しかし、魔族の中では最下級のはずのレッサー・デーモンでさえ、吠ほえ声ひとつで炎の矢を出現させることができるのだ。

　ミルガズィアさんやメンフィスがやったように、竜ドラゴンやエルフにはそれが可能なようではあるが。

　ともあれミルガズィアさんは話を続ける。

「気を悪くするな。魔族がそう認識している、という話だ。

　魔族から見れば、人間などは相手にならん、とな。

　その相手にもならぬはずの相手に、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの攻撃──つまり、本気の攻撃をしかけるということは──

　魔族にとっては、『自分は本気にならなければ人間も倒せない程度の力しか持っていない』と認めるにも等しい。

　そしてその『認識』は──

　精神生命体たる魔族にとっては、容よう易いに致ち命めい傷しようになりうる、ということだ」

　……なるほど……ね……

「……あのー……よくわからないんだけど」

　予想通りに問うガウリイ。

　……やっぱし……ね……

「あー……

　つまり、魔族にも意地ってもんがあるから、変な攻撃はして来ない、ってことよ」

「なんだそうか。

　それならそうと、最初から言ってくれればわかりやすいのに」

「……………………」

　なんも考えてないガウリイのセリフに、思わず沈ちん黙もくするミルガズィアさん。

　……あ……ひょっとして不機嫌になったかも……

　──などと話をするうちにも、あたしたちは階段を上り、無人の廊下を進みゆく。

　…………ぉ…………ぉ…………

　廊下を渡るかすかな風に乗り、小さな音が耳へと届く。

「……何なの？　この声？」

「呻うめき……というより遠い悲ひ鳴めいだな」

　メンフィスとミルガズィアさんの二人は、あっさりと、それを『声』だと判断した。

「……声……だぁ？」

　二人の会話にルークが眉まゆをひそめた。

　たしかに以前、シェーラと戦った時にも、この音は宮殿内に響いていた。

　手短に、あたしはそれを解説する。

「聞いたことがあるわ──

　昔、魔族討とう伐ばつに出た当時の国王が、魔族の呪のろいで異形と化し、死ぬことすらできぬ肉体のまま、この城のどこかに幽ゆう閉へいされている──そんな話を」

「そういえば前に……言ってたよな……」

　言っていたのがジェイドだということを思い出してか、後半、ルークの声は低くなった。

「まさか、それを確かめる、とかいうの？」

「──まさか」

　メンフィスの問いに、あたしは左右に首を振る。

　そんなことをしたところで、今の事態をどうにかできるわけもない。

「なら、どこに向かってるのよ」

「……………………」

　ふたたびの彼女の問いにあたしは答えない。

　むろん──言えるわけはなかった。

　なんだか道に迷まよっちゃった、などとは。

　……よく考えたら、この宮殿のつくりに、そんなにくわしいわけでもないし、前に来た時と侵入ルートも違ってるし……目ざしている場所は、さっきアルス元将軍から聞いた道順の中には入ってないし……うーむ……

　どう言おうかと迷いつつ、しばらく進むそのうちに──

　唐とう突とつに、視界がひらけた。

　出たのは、広い空間だった。

　大だい理り石せきの柱が立ち並び、柱と柱の間を通り、赤いじゅうたんが伸びている。

　──謁えつ見けんの間ま──？

　どうやら変なところに変なふうに迷い込み、関係者が出入りするあたりから入り込んでしまったようである。

　赤じゅうたんの延びる先には、無人の玉ぎよく座ざと──

『──！』

　一同の間に緊張が走る。

　玉座のそばに佇たたずむ、一つの人影を認めて。

　思わず足を止める六人に、彼は静かなまなざしを向けた。

　銀の重装鎧に身をかため、そのかたわらには一ふりの大剣。

　兜かぶとはつけぬその顔に、あたしたちは見み覚おぼえがあった。

　長い黒髪。としの頃なら三十半ば。その顔に刻まれたのは王者の威い厳げん。

「……ウェルズ＝ゼノ＝ガイリア国王……」

「……噓うそ……だろ……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくミリーナとルーク。

　どうやら……わかってくれたようである。あたしの言いたかったことが。

「──何の用かな？　このような時間に」

　ウェルズ王の、朗ろう々ろうたる声が虚こ空くうに響く。

　あたしは彼から距きよ離りを保たもちつつ、赤じゅうたんの上に歩み出る。

「……なんの用でしょうね。こんな時間に。

　王様ともあろうものが、武装して、謁見の間に──」

「──尋きいておるのはこちらだが？」

　数歩だけ──彼はこちらに歩み寄る。

　意識せず、あたしはそのぶん、同じだけ、後ろに歩み退っていた。

「言うまでもなくおわかりかと存じますが？　ウヽェヽルヽズヽ国ヽ王ヽ陛ヽ下ヽ」

　むろんあたしは気づいていた。彼の歩みに、鋼でできているはずの鎧は、かちゃり、とも音を立てなかったことに。

「……ふん……」

　あたしのことばに、彼の口もとが、笑みの形に小さくゆがみ──

　どんっ！

「──っ!?」

　強きよう烈れつな衝撃に全身を貫つらぬかれ、あたしは一瞬息を詰まらせる。

「くっ!?」

「な……!?」

　後ろで聞こえる、メンフィスとミルガズィアさんの驚きよう愕がくの声。

　今のは──衝撃波などではない。

　彼がたった今まで隠かくしていた、自分自身の持つ存在感を隠すのをやめた──ただそれだけのことだったのだ。

　それだけのことで、魂たましいと肉体がふるえるようなプレッシャーが生まれたのである。

「良いカンをしておるな。

　いつ──なぜそう思った？」

「……思ったのは……ほんの少し前……」

　しゃべるだけでも息苦しいほどのプレッシャー。

「気づいた理由は……聞いたことがあるのよ……」

　それに負けぬよう、あたしは脚を開いて胸を張り──

「魔族は……契けい約やくを交かわした者か、より強い者にしかかしづかぬ、と。

　それなら──」

　──彼に向かって言い放った。

「覇ジエ王ネ将ラ軍ルシェーラは誰に剣を捧ささげたか──

　──あなたよ。

　──覇ダイ王ナスト──グラウシェラー──」




　──沈黙が──謁見の間を支配した。

　長いような──短いような沈黙が。

　──そう──

　シェーラの色いろ香かだか魔力だかで、たぶらかされた王様などはいないのだ。

　──あの女が来てから王は変わった──

　皆がそう思っていた。

　それは、根本的に間違っていると同時に──ある意味では完全な正解だったのだ。

　魔族は精神生命体。そのうち、力のあるものは、人と同じ姿を取ることができる。

　なら──誰かと全く同じ姿を取ることも可能なのではないだろうか。

　王は変わったのだ。本物から、偽にせ物ものへと。

　おそらく、シェーラが宮殿に入り込むと同時に、そのすり替えは行われたのだろう。

　あとは、シェーラだけを始し終じゆうそばに置いておけば、以前と言げん動どうが変わっていても、周囲からは『あの女のせいで変わった』と見られるだけである。

　シェーラは──計画の実行者ではなかった。

　単なるカムフラージュのための存在にしか過ぎなかったのだ。

　その傍かたわらに佇たたずむ、より大きな『闇』を隠すための。

　シェーラが倒れるまぎわに浮かべた笑み──

　あれは、自分の、カムフラージュ役としての責せきを全まつとうしたことに対する笑みだったのではないだろうか。

「──っははははははははは！」

　彼の哄こう笑しようが沈黙をうち破る。

「たいした想像力だな。それだけで、その結論を導みちびき出すとは」

「……それだけ……

　ってわけでもないわ。

　今、この城は門を閉ざして街との干かん渉しようを断たっている。

　兵士たちに、建物の外にすら出ないように、なんて理り不ふ尽じんな命令出して。

　──その命令はどこから出たか？

　この国は──王国なのよ。

　高官が全部魔族で、根性なしの王様が、おとなしく言うことを聞いている……ってのも考えられないことはないけど、それよりも、王様が絶対命令を出した、って思った方がずっと素す直なおね。

　……そういえば……

　結局なんだったの？　この命令出した意味って」

「意味？　

　まさか──あれを、何かの策だとでも思っていたのか？

　ならば少々考えすぎだな。

　我等はただ単に──食事をとっていたにすぎんのだぞ？」

「──食事──？」

　と、これはミリーナが問う。

「そう。我等の糧かては負の感情。不安と不満。恐怖に苛いら立だち。

　街じゅうにそれらを蔓まん延えんさせるのには、悪くない方法だと思うが？」

「……じゃあ……あっちこっちでデーモンの群むれ出して暴れさせてるのも『お食事』だ、ってか？」

　吐はき捨すてるようにルークが言う。

「その意味もあるが……

　何より我は戦いを望んでいるのだよ」

　言って──彼は歩みはじめる。

　ゆっくりと。

　あたしたちの方に向かって。

「──奴は──強い、とかいう次元の相手ではないぞ」

　あたしのそばで、かすれた声で言うミルガズィアさん。

「……わかってます……」

「勝ち目はあるのか!?　人間の娘よ!?」

「……ありませんよ……そんなもの……」

「ならばなぜ……！　そうと気づいた時点で退たい却きやくを提てい案あんしなかった!?」

「逃がしてくれたと思います？」

「………………」

　あたしのことばに、ミルガズィアさんは沈ちん黙もくした。

　うろたえている。降こう魔ま戦せん争そうを生き抜いた、黄ゴール金ド・ド竜ラゴンの長ちよう老ろうが。

「──もう一つ──本物は──ウェルズ国王はどうしたのよ!?」

　向かい来る姿に向かってあたしは声をはり上げた。

　わかっている。自分自身でも。

　これが、わき上がる恐怖をおさえるためにやっていることなのだ、ということは。

「城の端で呻うめく肉にく塊かいが、一つから二つに増えたところで、気にする者は誰もおるまい」

　それが、返ってきた答えだった。

　昔の王と同じように、呪じゆ法ほうで死ねぬ肉塊と化し、同じ場所に幽ゆう閉へいした、ということか。

　歩あゆみ来る王の顔は、すこしずつ、その形を変えつつあった。

　頭から、後ろに向かって、二本のツノのようなものが伸び、頰ほおが、眉まゆが、目をカバーするように硬こう化か・変色してせり出す。

　胸が凍こおりつくようなプレッシャーは、相手が覇は王おうと知ったがゆえか、はたまた、命あるものの魂たましいが恐怖するゆえか。

「──負けないわよっ！」

　自らの──そしてみんなの心をふるい立たせるべく、あたしは声を上げた。

「負けるわけにはいかないのよっ！

『グラウシヽェヽラヽーヽの部下だからシヽェヽーヽラヽ』なんつー安あん易いなネーミングする奴にはっ！」

「……名前か……

　そう言えばしばらく前、シェーラめもそのようなことを尋きいておったな」

　歩む覇王のその顔は、銀色の、兜のごとく変形していた。

　その歩みは変わらない。

「獣グレーター王ビーストも、自分の神プリ官ーストに名前の半分を与えた、と言っておったが……

　正直、我には理解できぬのだ。

　なにゆえ、たヽかヽがヽ道ヽ具ヽの名前に拘こだわる必要がある？」

　…………っ！

「……まさか……シェーラにもそう……？」

「答えた。──魔なか族まの負の感情というものも、結けつ構こう乙おつなものではあったな」

　……こい……つ……！

　前にこの宮殿で出会ったシェーラが、妙に追いつめられたように見えたのは、そういうことか。

　仕える者に、きっぱり『道具』と宣せん言げんされて。

　シェーラに同情するつもりなんぞはさらさらない。

　しかし──こいつを野の放ばなしにしておくわけにはいかない。

「──倒すわ──」

　あたしは言った。真っ向から。

「たしかにあなたの力は圧倒的なのかもしれない。

　けれど──

　倒してみせる！」

「ふはははははははは！　よく吠ほえた！

　面白い！」

　覇王の哄こう笑しようがふたたび響ひびく。

　あたしのことばに、彼は足を止め、じゃきっ！　と大剣をかざして吠える！

「よかろう！

　その挑戦、受けて立とう！

　我、覇ダイ王ナストグラウシェラーの名において！

　来るがよい！　命持ちたる者どもよ！」

　──それが──

　戦いのはじまりを告げる鐘となった。




『螺フ光エル衝ザ霊レー弾ドっ！』

　グラウシェラーのことばが終わったその刹せつ那な。

　ルークとミリーナ、二人は、唱えておいた呪文を同時に解き放つ！

　二条の光は覇王の体をまともに直撃し──

「──我が戦いをはじめる号ごう砲ほうとしては、やや華はな々ばなしさに欠けるな」

　それが、グラウシェラーの反応だった。

『……な……!?』

　さすがに驚愕の声を上げる二人。

　そして光が虚こ空くうを裂さいた。

　メンフィスの『鎧ゼナフア』が放つ閃レー光ザのー・吐ブ息レス！

「……そのような脆ぜい弱じやくな『光』で……」

　覇ダイ王ナストがかざす左手のひらに、生まれた小さな黒球が、光の奔ほん流りゆうを呑のみつくす！

「我が抱く『闇』を砕けると思うのか!?」

　覇王は一歩たりとて動いていない。

「おおおおおおおおおっ！」

　メンフィスが放った光の軌き跡せきを追ってガウリイが駆け抜ける！

　ぎぅっ！　ぎぅんっ！

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、たて続けにくり出された斬ざん撃げきを、覇王の大剣が受け、はじく。

「ほぉう!?　いい腕だ！

　面白い！　つき合ってやろう！」

　二すじの銀の閃きは、一撃ごとに速さを増して、澄すんだ響ひびきで虚空を埋める。

「ヴラバザード・フレア！」

　そこに横から割り込んだのは、ミルガズィアさんの攻撃呪文！

　しかし！




　[image: ]ぁっ！




　グラウシェラーの左手ひとふりで、光は軌道を変えられて天井を貫く！

　ぢゅごっ！

　それは天井の一部をあっさり蒸じよう発はつさせて穴を開け、どこかへ飛び去った。

「無ぶ粋すいな！」

　吠ほえて覇王は左腕を振る。




　どんっ！




「………………っ！」

　生み出された衝撃波が、ミルガズィアさんを、声を上げることすら許さず吹っ飛ばす！

　ごごぁっ！

　ミルガズィアさんの体は、ぶつかった大理石の柱を砕いて、向こうの床に転がった。

「おじさまっ！」

　響くメンフィスの悲ひ痛つうな叫さけび。

「我は今、この人間と遊んでおるのだ！

　くだらぬ邪じや魔まをするな！　竜よ！」

　言い捨てて、ふたたびガウリイとの剣けん戟げきに集中する。

　──むろん──

　対ミルガズィアさんのために左手を動かしていた時も、覇王はガウリイと斬撃の応おう酬しゆうをくりひろげていた。

　──そう。右腕一本で。

　遊んでいるのだ。

　覇王自身が言う通り。

　だが──

「──なめるなぁぁぁぁぁぁっ！」

　ぎぎぎぃんっ！

　ガウリイの剣は、一瞬、グラウシェラーのふるう大剣をかいくぐり──

　ぎっ！

　一条の突きが覇王の左肩口を捕らえた！

「──ほう。たいしたものだ」

　かすかな笑いさえ含んで覇王は言った。

「──な……!?」

　身を引いて、困惑の表情を浮かべるガウリイ。

「……効きかないのか……!?」

　そのつぶやきに覇王は答える。

「いや、効いておるぞ。

　石を水滴が打つ程度には、な。

　落らく胆たんすることはないぞ。剣士よ。

　お前の腕は素す晴ばらしい。

　しかし、その剣では──

　届かぬ」

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　ならこの呪文ならば──とばかりに、ミリーナの生み出した、蒼あおい光の柱が覇王を包み込む！

　精霊魔術最強の攻撃呪文！

　が！　しかし！

　ざんっ！

　グラウシェラーのふるう大剣が、ただひとふりで、自らを包む光の柱を切り裂いた。

「──化け物!?」

　めずらしく、ミリーナの声に焦りの色がにじむ。

「違ちがうな！

　汝等が脆ぜい弱じやくすぎるだけだ！

　所しよ詮せん、生いの命ちという器うつわに縛しばられている限りは──

　──ぬっ!?」

　ぎぃんっ！

　話途中で、ふたたび斬りつけてきたガウリイの剣を覇王は受け止める。

「牽けん制せいのつもりか!?　それで!?」

　声に嘲あざけりの色が混まじる。

　しかし──違う。

　あたしの知っているガウリイは、もっとバカである。

「なめるなっ！　誰が牽制なんぞっ！」

　ガウリイの剣がさらにそのスピードを上げ、切っ先がいくたびか覇王の鎧よろいをかすめる。

「水滴で石を砕くだいてみせる、って言ってるんだよっ！」

　ほら。バカだった。

　だが──

「──正気──か──!?」

　ガウリイの剣をさばきつつ、はじめて、グラウシェラーのことばの中に、わずかに驚きの色が混じった。

　──そう。そうだった。

　そのバカさかげん、ひらきなおりこそが、今のあたしたちには必要なものだった。

　──負けるつもりで戦えば、勝てる確率もゼロになる。たとえ勝利の確率が低くても、必ず勝つつもりで戦うっ！

　かつてそう言ったのは、ほかでもない、このあたしだったのだ。

　思い出したよ。ガウリイ。

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　あたしの唱えた光の帯が、軌道を変えつつ覇王に迫る！

「ぬうっ！」

　大剣が光の帯を迎え、断ち切ったそのすきに、ガウリイの剣がふたたび覇王の鎧を叩たたく！

「みんなっ！　こーなったら、ひらきなおってヤケクソで攻撃よっ！」

　あたしの声に応えてルークが覇王に向かって駆けてゆく。

　ミリーナは次の呪文を唱え、なんとか身を起こしたミルガズィアさんも、横手へとまわり込んでゆく。

　そして──

「──メンフィス──？」

　彼女はあたしのやや後ろで、立ちつくしたまま小さくふるえていた。

「しっかりしてっ！」

「……無理……よ……！」

　近寄り、言ったあたしのことばに、彼女は細い声でつぶやく。

「何言ってんのよっ!?　いつものいきおいはどーしたのよっ!?」

「──無理よ──！」

　ふるえる声でかぶりを振る。

「……あなたには……人間には……

　精アス神トラ世ル界・サ面イドにいるあヽれヽの姿が見えないから、そんなこと言ってられるのよ……！

　呪文攻撃をしようとした時──ゼナファの精アス神トラ世ル界・サ面イドとの遮しや断だん機き能のうを解いた時……

　見えたのよ……！

　そこにいる覇王の本体が……

　ひろがる──とてつもなく大きな闇が……！

　こちらにいる奴は、その全体のうちいくらかが、具現しただけなのよ！

　たとえ少しくらい傷つけたって、全体からすれば微び々びたるもの……

　あちらから、また少しだけ『力』を送ってそれでおしまい。

　……無理よ……

　無理なのよ……あんなものを倒すなんて……」

　そしてまた──彼女は小さくかぶりを振る。
















　………………………………

「──その程度なの？　

　あなたの出会った『人間の女魔道士』って」

「……え……？」

　あたしが何を言いだしたのか、一瞬わからず、小さく眉まゆをひそめる彼女。

「その『彼女』に会ってあなたは変わった──

　ミルガズィアさんはそう言ったわ。

　昔のあなたは知らないけど、たぶん今のあなたは、その『彼女』に出会う前のあなたに戻ってる──

　違う？　メヽフヽィヽ？」

「………………」

「結局その『彼女』は、あなたの表面的な部分しか変えることができなかった。

　しょせんその程度だったのか──

　そう言ったのよ。あたしは」

　同じ論ろん法ぽうで、メンフィス自身を責せめてみても、おびえた今の彼女なら、おそらく『その通り』と、うなずいて終わりだろう。

　だからあたしは、彼女が恩おんを感じているはずの『女魔道士』を持ち出したのだ。

　あとは──

「あとは──あなたの問題よ。

　おびえて、負の感情をまき散らし、魔族を喜よろこばせて殺されるか──

　わずかな可能性にかけて戦うか──

　好きにしなさい。

　選ぶのは、メフィ、あなた自身よ」

　言い捨てて、あたしはあらためて覇王の方に向きなおり、口の中で呪文を唱え──

「……メフィ、じゃなくてメンフィス、よ」

　彼女の声は背中から聞こえた。

　──それで──いい。




「──魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　ガウリイと挟撃する形でまわり込み、ルークが呪文を解き放つ。

　鞘におさめた剣のかわりに、彼が構えた両手の中に、赫あかい魔力の剣が生まれる。

　この世界の魔王、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの力を借りた魔力剣。

「──くっ！」

　さすがにこれをまともに受けるわけにはいかないらしく、グラウシェラーはガウリイと交えていた剣を引き、蒼あおい魔力を刃に生んで、その大剣でルークの一撃を受けとめる。

　がぎっ！

　そのスキに、ガウリイの剣が覇王の鎧よろいを叩たたき──

「えぇいっ！」

　覇王の払った左腕を、ガウリイは剣の柄で受け止めた。

　受け止め──しかしそのまま吹っ飛ばされる。

　ぶつかった瞬しゆん間かんに、覇王が衝撃波でも生み出したのか。はたまた腕力に負けたのか、それはどちらともつかないが。

　ガウリイが離れたその空間を、間かん髪はつ入れず、飛び込んできたミルガズィアさんが埋うめる。

　そのまま覇王の間合いに入って拳をたたき込む！

　どんっ！

　拳の当たった部分に一瞬閃く光。

　おそらく打撃と同時に、その部分に、直接魔力を叩き込んだのだろう。

「──まだまだ！」

　吠ほえたグラウシェラーがふるう左手の一撃に、ミルガズィアさんはふたたび床に這はう。

　そこに──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　こぅっ！

　ミリーナ二発目の崩霊裂が、グラウシェラーだけを包み込む。

「届かぬわっ！」

　ぱぎっ！

　しかし覇王は雄お叫たけび一つで、光の柱をうち砕くだく！

　ぎんっ！

　その横手から、体勢を立てなおしたガウリイが斬ざん撃げきをかけた。

　グラウシェラーはそちらをふり向きかけて──

　いきなり視線をこちらに向けて、左手をふるう。

　ばぢっ！

　虚こ空くうで小さな音がした。

　見ればその延えん長ちよう線せん上じようには、異形の白い剣を手にしたメンフィスの姿。

　なるほど。メンフィスの放った、空間を超える斬撃を察さつ知ちし、それを異空間の中で迎撃した、というわけか。

　ともあれ今は連続攻撃あるのみっ！

「獣ゼ王ラス牙・ブ操リ弾ツドっ！」

　あたしの放った光の帯が、まっすぐ覇王につき進む！

「通じぬのが判わからぬか！」

　光の帯を迎え撃つべく、覇王は左手をかざし──

「ゼラス・ファランクス！」

　その背後でミルガズィアさんが吠ほえた！

　この挟撃はかわせまい！

　しかしその時──

　さすがに魔力を使い果たしたか、ルークの手から光が消えた。

　おおおおおおおおおおおおおおっ！

　吠えて覇王は、左手の先に生み出した魔力の盾たてであたしの術を、自由になった剣のひと薙なぎで、ミルガズィアさんの放った光弾のことごとくをうち砕く。

　その時。白い何かがあたしの横を駆け抜けて行った。

　──メンフィス！

　覇王の注意がそちらに向く。

「ブレイク！　アタック！」

　メンフィスの声とともに、あざやかな白が上へ跳び、覇王目がけて閃レー光ザのー・吐ブ息レスを吐きかける！

「──無む駄だだと言うのが──」

　黒球を生み出し光を吸い込み。言う覇王のことばが途中で消えた。

　宙に舞ったのが、鎧よろいのみだと気がついて。

「────!?」

　瞬時に『鎧ゼナフア』を外したメンフィスは、倒れ込むよう覇王の足元に転がり込んでいた。

「ルーンストライド！」

　ひゅどっ！

　光の槍に直撃されて、覇王の体が小さくふるえ──




　どづっ！




「──っ！」

　グラウシェラーのひと蹴けりで、彼女はまともに吹っ飛んだ！

　づざざざざざざざっ！

　床をこすってあたしのそばまで転がってから、ようやく止まる。

「メフィ！」

　ミルガズィアさんが声を上げる。が、覇王の視線とプレッシャーにその場を動けない。

　あわてて彼女に駆け寄るあたし。しかしあたしが駆け寄るより先に、白い鎧は勝手に帰き還かんし、ふたたび彼女にまとわりついた。

　──これって──

「──ふむ。

　さすがにエルフは、肉体的には脆もろいな」

　さしたる感かん慨がいもこもらぬ口く調ちようで、グラウシェラーは言い放つ。

　メンフィスの攻撃も、ほとんど効こう果かを上げていない。

「……シャレに……なんねぇぜ……マジで……」

「そうか？

　我われ自身は洒しや落れ程度の力しか出しておらんつもりだったが？」

　ルークのつぶやきに言うグラウシェラー。

「──メンフィス！」

　あたしの呼びかけに、彼女はうっすらと目を開き、なんとか身を起こそうとして──

　──ぐっ──げふっ！　けふけふっ！　ごふっ！

　身を折って激はげしくせき込み──わずかに血を吐はく。

「──っ！」

　あわてて治リカ癒バリイの呪文を唱えようとするあたしを手で制し、彼女はぶつぶつ呪文を唱えて、片手を自分の腹へと当てる。

　なるほどたしかに、あたしの使う回復呪文より、彼女が『鎧ゼナフア』で増ぞう幅ふくした回復呪文の方がはるかに効きがいい。

　しかし、回復するまでの時間を、覇王が与えてくれるかどうか──

「──回復するのか？　物好きな」

　ガウリイと、ふたたび剣を交えつつ、グラウシェラーは余裕の口調で、

「おとなしく死の腕にその身を委ゆだねればよいものを。

　あえて再びの苦く痛つうを選ぶか？」

　──完全に──遊ばれている。

　たしかに彼がその気になれば、あたしたち全員を、さしたる時間もかけずに倒すことは可能だろう。

　となると──その気になるまでに、一気に勝負をかけるしかないのだが……

　メンフィスは、もう回復呪文が効いてきたのか、なんとかその場で半身を起こす。

「──ムチャしすぎよ」

「……無茶……しないで勝てる相手だと思う……？」

　あたしのことばに、笑みを浮かべて答える彼女。

「……ったく……

　──ところでその『鎧ゼナフア』、勝手に攻撃して勝手に戻ってきたみたいだけど……」

「……ああ……これは私専用のゼナファだから……

　私以外の者のいうことは聞かないし、ある程度は勝手に行動するから……」

　……ふむ……

「──なら──

　少し、ムチャを頼んでいい？」




「覇ダイ王ナストグラウシェラー！」

　ガウリイと、いまだ斬きり結むすび続ける覇王をにらみつけ、あたしは声をはり上げる。

「──一瞬──

　その一瞬に、あたしたちみんなで、ありったけの力を叩たたき込んであげるわ！」

「やってみるがいい！　好きなように！」

　覇王が言う。余裕の色を揺るがせもせずに。

　なら──ゆくぞっ！





　──四し界かいの闇やみを統すべる王

　　　汝なんじの欠かけ片らの縁えにしに従したがい

　　　汝ら全すべ員ての力もて

　　　我にさらなる魔ちか力らを与えよ──






　身につけた四つの呪タリス符マンは、あたしの『力あることば』に従い、輝かがやきを放ち、あたしの魔力を一時的に増大させる。

　そして──あたしの投げた視線を合図に、メンフィスが走る。覇王に向かって。

　遅れてあたしも走りだす。口の中で呪文を唱えつつ。

　メンフィスが覇王へと迫り──

「時間差をつけての連続攻撃など──無駄だ！」

　吠ほえるグラウシェラーの目の前で、白い影が宙に舞う！

「舐なめるな！　この覇ダイ王ナストに同じ手が二度通じると思うか!?」

　ガウリイの剣を大きくはじくと、宙に舞う『鎧ゼナフア』は無視して足下を薙なぐ！

　まさか!?　なめているのはそっちの方！　覇王相手に同じ手を二度使うわけはないっ！

『鎧ゼナフア』を外したメンフィスは、着地と同時に大きく後ろに跳とんでいる！　覇王の剣は床の表面をなでただけ！

　そして！

　ぎゅるいっ！

　変形した『鎧ゼナフア』が覇王の全身にまとわりついた！

「──な──!?」

　はじめて。グラウシェラーがあからさまに驚きの声を上げた。

　理解できなかったのだろう。何をする気なのか。

　──こう──するのだ。

「封シー印ルドっ！」

　刹那。メンフィスの命令に従って、『鎧ゼナフア』の機能のうち一つが発動した！

　すなわち──精アス神トラ世ル界・サ面イドと装備者との完全な切り離し！

　そう！　こちらに具ぐ現げんしたグラウシェラーと、精アス神トラ世ル界・サ面イドにいるその本体を、『鎧ゼナフア』を使って分ぶん断だんしたのだ！

「──これ……は……！」

　さすがに驚きよう愕がくする覇王！　そして！

「魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　ルークが、今日二度目の魔力剣を発動させて、覇王に斬りかかる！

「させぬわっ！」

　大剣に魔力を纏まとい、受ける覇王。動きは確実に、さきほどよりも鈍くなっている。

　その反対がわから──

「おおおおおおおおっ！」

　ガウリイの一撃が迫る！

　しかし、覇王はこちらにはとりあわない。いくら力が半はん減げん──あるいはそれ以下になったからといって、彼の剣の一撃程度なら、ダメージらしいダメージにはならない。

　だが、ガウリイの剣が覇王を捕らえるその刹那！

　おおおおおおおおおおおおおおおっ！

　ミルガズィアさんが竜の雄お叫たけびを上げ──

　呼応して、ガウリイが手にした剣の刀身に、赤くかがやく紋様が浮かび上がった！

　──これがミルガズィアさんに描いてもらったという──

　──そうか！　ミルガズィアさん、この紋様を、竜の血で描いたか！　それもおそらく自分自身の！

　ミルガズィアさんの『力』と共きよう鳴めいする紋を描かれた刀身が、覇王の体につき立った！

「──っがぁっ!?」

　覇王が小さな苦鳴を上げる。

　わずかではあるが確かに効きいているっ！

　グラウシェラーは左手をふりかざすと、迷うことなく、その刀身をわしづかみにした！

　ぴしっ！

　鋼が悲鳴を上げる小さな音。

「小こ賢ざかしいわぁぁぁぁぁぁッ！」

　ぱきぃぃぃぃぃぃんっ！

　雄叫びとともに覇王は、刀身をあっさり握にぎり砕く！

　──そして──

　現れた。

　砕けた刀身の中から。ひとまわり細い刀身が。

『──な──！』

『────!?』

　全員が、驚きよう愕がくの表情を浮かべ──

「──斬ブラ妖スト・剣ソード!?」

　ミルガズィアさんの声とともに、薄うす紫むらさきにかがやく刀身は、覇王グラウシェラーの脇わき腹ばらに深々とつき立った！

「ぐぶおぉぉおおおおおおおおおおおおッ！」

　グラウシェラーの悲鳴が響き、剣のさばきに乱れが生まれる。

　そのスキをかいくぐり──

　ざんっ！

　ルークの剣が胴を薙なぐ！

　ゅぐおぉぉぉぉぉぉおぉぉおおおぉぉぉぉっ！

　もはや人とはかけ離れた声で悲鳴を上げた、覇王の視線が正面で止まる。

　──そう。向かい来るあたしの上で。





　──悪あく夢むの王の一ひと片かけよ

　　　世そ界らのいましめ解とき放はなたれし

　　　凍こおれる黒き虚う無つろの刃やいばよ

　　　我が力　我が身となりて

　　　共に滅ほろびの道を歩あゆまん

　　　神々の魂たましいすらも打ち砕くだき──






　覇王は知っているはずだった。あたしが、金ロード色・オのブ・魔ナイト王メアの力を借りた、虚きよ無むの刃やいばを操ることを。

　グラウシェラーは大剣をふるう。

　刃で魔力の衝撃波を生み出し、あたしの接近を阻はばむつもりだったのだろう。

　しかし大剣の切っ先は、風斬る音を立てたのみ。

　ゼナファで精ア神ス世ト界ラ面ル・封シ印ールされた装備者は、接触型以外の魔力攻撃を一切受けつけなくなる代だい償しように、自身も魔力発動が不可能になる。

　──メンフィスの命令で、ゼナファがその封印を解かない限り。

　それをあたしに聞いていたからこそ、ミリーナは動いていないのだ。

　そして覇王は、それを知らなかった。

　ダメージを受け、大剣を大振りしたグラウシェラーに、まともにスキが生まれた！

　逃さずそこに飛び込むあたし！

　そして──

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

　──音もなく──

　生まれ出た闇やみの刃は、覇王グラウシェラーの体を、縦まっ二つに断ち割った。




　……からん……

　軽くかわいた音を立て、白い鎧よろいが床へと落ちる。

　たった今までそれを身につけていた者──覇ダイ王ナストグラウシェラーの消しよう滅めつによって。

「……やった……のか……？」

「こっちがわのは、ね」

　ガウリイの問いに、つめたい床にへたり込んだまま、あたしは言った。

「精アス神トラ世ル界・サ面イドにいる奴の本体と……こっちに出現した、いわば末まつ端たんの部分を、『鎧ゼナフア』で切り離して……

　その末端部分を今、なんとか倒した、ってわけよ」

「……おい！　ちょっと待てよっ！

　それって、本体は無事、ってことか!?」

　やはり力つきて床にへたり込んでいたルークが、あたしのことばに声を上げた。

「……そうよ……」

「……そうよ……って、それじゃあ、また奴さん、出てくるかもしれねえ、ってことじゃあねえかっ!?」

「……かもね……

　……もっとも……力を削そがれて弱体化した自分の姿を人の目にさらすつもりが、グラウシェラーにあるのなら、だけどね……」

「おそらくそれは、まずあるまい」

　あたしのことばに、ミルガズィアさんが続ける。

「そう。

　だから──これで終わりよ」

　あたしは、そばに佇たたずむメンフィスに視線を送り、

「──ムチャ聞いてくれてありがと。

　ご苦労さま。メンフィス」

「──メフィ──

　で、いいわよ」

　言って、彼女は小さな笑みを浮かべた。




　別れは、通りの上でだった。

　朝あさ陽ひに照てらされたガイリア・シティの大通りには、店を開きはじめた露ろ天てん商しようや、行き交かう人々の姿が見える。

　城の閉へい鎖さも解け、夜ごとのデーモン出現もなくなって。ガイリアの街は、すこしずつ、以前の活気をとり戻しつつあった。

　覇王との死闘が終わって何日かの後。

　もろもろの処理が終わって、ようやっと、あたしたちにも旅立ちの許きよ可かが下りたのは、今け朝さになってからのことだった。

「……大変だよなー。この街も」

「……ま、マイアスくんみたいな人がいてくれるんだから、元通り……

　いや、それ以上のいい所になるわよ。きっと」

　なんだか遠い目をして言うガウリイに、あたしは無む責せき任にんに言った。

　──結局のところ──

　あのあとの処理のほとんどは、あたしたちから事情を聞いた、アルスもと将軍が、城のみんなに顔が利きくのを利用して、なんとか片づけてくれた。

　──と、カルく言ってはみても、おそらく死ぬほど大変だっただろう。

　なにしろ国王をはじめ、高官二人と、さらに何人もが、ひと晩で城から消えたのだ。

　これでおーさわぎにならないわけがない。

　城の中でどんなやりとりがあったのか、アルスもと将軍がどんなふうにみんなに説明したのか、あたしたちは知らない。

　ともあれ事件から、わずか数日の後には、『国王病びよう没ぼつ』という『公式発表』が流れ、事態は解決、ということになった。

　あたしは──こんなふうに思っている。

　アルスもと将軍は、王と魔族がすりかわっていたことを、ありのままに説明したのではないだろうか。

　そして皆を説得する、一番てっとり早い方法を取ったのではないだろうか。

　すなわち──見せたのだろう。

　宮殿の、どこか一室に幽閉された、二つになった肉にく塊かいを。

　──むろんあくまで想像だが。

　ともあれその間、あたしたち六人は、アルスもと将軍の屋や敷しきに、『保ほ護ご』ということで寝ね泊とまりさせてもらっていた。

　……ま、多少精神的にきゅうくつな部分はあったのだが、まさかマイアスくんの狭せまい部屋に全員でしけ込むわけにもいかなかったし、宿代や食事代も助かった。

　──ジェイドのことを聞いたマイアスは、ずいぶんと落ち込んではいたようだが。

　そのマイアスにも、さきほど別れのあいさつはすませてきた。

　──一時は郷く里にに帰ろうかとも思ってましたが……やっぱりこの街で、がんばって行こうと思います。……自分に何ができるのかはわかりませんが……すこしでも、この街がよくなる手助けができるといい、と思ってますから──

　テレたような笑みを浮かべて彼はそう言い──

　いやそんなクサいセリフを恥はずかしい、と、あたしとルークとメフィとに思いっきりからかわれ、半分グレかけていたけれど。

「──では、これでお別れだな」

　言うミルガズィアさんと、そばに佇たたずむメフィに向かって、ガウリイは、

「じゃあ、二人は山に帰るのか？」

「『山に帰る』って言わんでくれるか」

「その言い方じゃあ私たちケモノみたいじゃないですか」

「あああああああ。すいませんすいません」

　二人にずずいっ、と詰め寄られ、あわててあやまり倒すガウリイ。

「……まあ……確かに竜ドラたゴンちズ・のピー峰クは山だし……メフィの村も山の中ではあるのだが……

　ともかく我々は、もう少しあちこちを回ってみるつもりだよ。

　結局のところ──覇ダイ王ナストが本当は何を企たくらんでいたのかは、わからず終じまいだった。

　ならば、計画の再発、というのもありえるかもしれんからな」

　──そう。

　確かにその通りなのだ。

　一応グラウシェラーと戦い、勝ったとはいえど、その本体はいまだ滅びてもいない。

　そして、結局覇王が何をもくろんでいたのかもわからず終いなのである。

　各地でのデーモン大量発生がおさまったのかどうなのか──それは、しばらく様子を見なければ、なんとも言えないところなのだが──

　いずれにしても、すべての解決にはほど遠い。

　いまだ沈黙を守ったままの獣グレーター王・ビーストゼラス＝メタリオムや、海デイー王プシーダルフィンが、あとをついで動き出さない、という保ほ証しようもない。

　──しかしともあれ──今は──

「──そうだ──」

　ミルガズィアさんは、思い出したように、ふところから小さな革袋を取り出して、あたしたち四人に手渡した。

「約束の武器は、結局渡せず終じまいだったからな。

　手を貸してくれた礼……というか、手数料のようなものだと思ってくれ」

　ガウリイは、袋の中身をのぞき込み、

「……砂じや利り……？」

「オリハルコンだオリハルコン」

「うああああああああ。すみませんすみません。よく知らないもんで」

　ふたたびずずいっ、と詰め寄られ、またまたあわててあやまり……

　……………………

　──って、オリハルコンっ!?

『えぇぇぇぇぇえええっ!?』

　あたしにルーク、そしてミリーナさえもが思わず声を上げ、袋の中身を確かめる。

　……あ……ほんとだ……

　袋はそれほど大きくないが、中には砂利つぶほどの大きさのオリハルコンがぎっしり詰まっている。

　おそらくこれだけで、金貨にすればン百枚の価値はあるだろう。

「ねね、ガウリイ、その袋くれたら、これから十日間、ずっとあたしがごはんおごってあげる[image: ]」

「おおっ！　本当か!?　リナ!?」

「……こらこら……そーいうサギみてーなマネやめろって……」

「『みたいな』じゃなくて『立派な』詐さ欺ぎよ」

　あたしとガウリイの交こう渉しように、ツッコミ入れるルークとミリーナ。

「けど本当にいいの？　これ？」

　問うミリーナに、ミルガズィアさんは小さくうなずいて、

「竜ドラたゴンちズ・のピー峰クで、採とれるところがあるのでな。

　元手は何もかかっておらん。気にせず受け取ってくれ」

　なにいィィィィっ!?　竜ドラたゴンちズ・のピー峰クにそんな場所がっ!?　ちちぃっ！　そうと知ってれば、前に行った時、漁あさってりゃよかったっ！　……って、あの時はンな場合じゃなかったけど。

　しかしまあ……これでひと安心。実際のところ、今回あやうく、マジで完かん全ぜん無む比ひなタダ働きになるところだったのだ。

　最初はミルガズィアさんたちの造つくった武器を、収入がわりにしようと思っていたが、エルフの村に行く前に、ここで事件に遭そう遇ぐうしたし。依い頼らい料りようを用意する、と言ったジェイドは……ああなったし……

　かといって、とうてい高収入には見えないマイアスくんに依頼料をせびるわけにもいかなかったのだ。

　──今回のことで、ガウリイが持っていた剣の正体がわかった、というのが、収しゆう穫かくといえば収穫なのかもしれないが──

　──伝説の剣、斬ブラ妖スト・剣ソード──

　なにゆえ刃やいばの外側に、もう一枚の刃がかぶせてあったのか──

　その理由は、すぐにわかった。

　さすがに伝説だけあって、その切れ味は超一級──いや、非常識。

　なにせ、切っ先を下にして落としただけで、石いし畳だたみの上に突き刺さり、石を斬りながら横倒しになる。鞘さやにおさめてひと振りすれば、ぱっくり鞘が斬り割れる。

　いや、鞘が木や革でできているなら、鞘におさめるその時に、手て応ごたえもなく鞘を斬る。

　……危なすぎて持ち運びできないって……これ……

　こんなもの身につけて、あたりをふらふら歩いていたりした日には、ちょいとつまずいて転んだだけで、刀身は鞘を斬り破り、触れたものすべてをすぱすぱ斬りまくるだろう。

　ンな自動辻つじ斬ぎり装そう置ちのよーなシロモノなど、持って歩けたものではない。

　これでは伝説の名剣とゆーより、切れ味だけが優ゆう先せんしまくった、ただのおマヌケアイテムである。

　たぶん誰かが、その使えなさをなんとかするために、刀身に、硬度の高い鋼を巻いて斬れ味をおさえ、第二の刀とう身しんとしていたのだろう。

　……意味ない……ぜんっぜん意味ない……

　今回も、結局のところミルガズィアさんが、切れ味を鈍ヽらヽせヽるヽ紋を刀身に描いてくれて、それでなんとかことなきを得ている。

　……ま、それでもガウリイが使うと、それほど気合い入れなくても、ちょっとした石くらいならあっさり斬るほどだけど……

　ともあれ、それは別として、こーやってちゃんと収入があった、とゆーのはうれしいかぎりである。

「今回は本当に助かったぞ。人間たちよ。

　もしもまた何かあったら──頼むぞ」

「はい──

　……って……

　ミルガズィアさんたちが、あたしたちの力借りたくなるよーな事件なんぞ、あんまし起こってほしくないよーな気はするんですけどね……」

「確かに──その通りだ」

　言ってミルガズィアさんは笑みを浮かべ──

「では──我々はもう行こう。

　──世話になったな──」

　静かにあたしたちに背を向けた。

「──じゃあ──みんな元気でいなさいよ」

　ことばとウインク一つを残し、メフィがそのあとに続く。

「──またね──いつか──どこかで──」

　あたしは声を二人の背中に送り──

　やがて。

　黄金竜の長老と、白い鎧よろいを纏まとったエルフの少女の姿とは、通りに増えはじめた人々の中に消えていった──

「──じゃ、あんたたちは？」

　ふり向いて問いかけるあたしに、ルークは胸を張りながら、

「決まってるだろ。

　俺おれたちは宝トレン探ジヤーし・ハン屋ターだぜ。

　これまで通り、旅から旅への──」

「『旅から旅へのラブラブカップル水入らず』とか言わないでね」

「………………………………」

　スキのないミリーナのツッコミに、どうやら図星を指されたらしく、まともに硬直するルーク。

　……うーみゅ……道は遠そうだけどがんばってくれ。ルーク。

「──それじゃあ──」

「また──」

　誰からともなくそう言って、あたしとガウリイの二人と、ルークとミリーナの二人とは、別々の方へと向かって歩き出す。

「……そういえば、よ……」

　ガウリイが、思い出したように言ったのは、通りをしばらく歩いたあとのことだった。

「これからどうするんだ？　オレたち？

『光の剣のかわりになるような剣を見つける』っていうのは……これでみつかっちまったわけだし……」

「……あ……」

　ガウリイの指摘に、あたしは小さく声を上げる。

　……うーん……そー言えば、そんな話だったよーな気もするなー……

　……けど、剣が見つかったとなると……

「──ま、いーか」

　言ってガウリイは左手で、あたしの頭を、くしゃっ、となでる。

「……へ……？　いい、って何が……？」

「お前さんといっしょに旅をするのに、別に理由なんかいらないだろ。

　ま、気の向くままの旅、ってことでいーんじゃねーか？」

「……そだね……」

　わしわしと頭をなでるガウリイの手が、なぜだか妙に心ここ地ちよかった──
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作：そろそろナベのおいしい季節っ！

　　そんなこんなで新しん装そう版ばん、降こう魔まへの道どう標ひようをお送りしますっ！

Ｌ：中ちゆう間かん管かん理り職しよくがボコられる話ね。

作：中間管理職言うな。かわいそーだから。

　　たしかに奴やつ、作中ではいろんなことの板いた挟ばさみになって苦く労ろうしてたけど。

　　さてここで告白。

　　お気づきの方もいるとは思いますが、実は作わた者し、この降魔への道標、旧きゆう版ばんのあとがきで、真っ赤なウソをついています。

Ｌ：へー。というと？

作：だいたいこんなこと言ってるなぁ。




　　何が一体降魔への道標なのか、本編読んでもさっぱりわからん。

　　担たん当とうさんと打ち合わせして、どんなタイトルにしようか悩なやんで、双そう方ほう脳のうミソが倦うんできて、『じゃあカッコよさそうだからこれで』と決めたら、内容とタイトルが合ってない話ができた。




Ｌ：たしかにそんなこと書いてたわね。

作：実は前の巻とこの巻が、実はきっちり道標になっていたりします。

　　決定打は次巻ですけど。

Ｌ：けどそう書くと面おも白しろくないんでウソをついた、と？

作：てへっ。

Ｌ：『てへっ』はやめて。きもいから。

　　けど旧版のあとがきではごまかして、ここでバラすってのはいいわけ？

作：旧版の時は次や最終巻が出るまでは時間があったから、ネタバレを防ふせぐためにああいう書き方をしたけど、今回に関しては、このあとどうなるかをすでに知ってる人も多いし、最終巻まで同時発売だからな。

　　まあいいか、と。

Ｌ：お話のネタバレを防ぐためにウソをつく、っていうのは仕方ない……

　　……はっ！　ということは、今まであとがきでさんざん、あたしの外伝なんて出ねえ、とか言ってたのもっ……！

　　実はそーゆー本が出るという企画バレを防ぐためのウソっ!?

作：いや。あれは一いつ片ぺんの曇くもりもなく真実だから。

Ｌ：そーかー。そーよねー。そう言わざるを得えないわよねー。うんうん。

作：いや、あの……？

Ｌ：わかってるわかってる。

　　とゆーわけでみなさんっ！　近々何か、サプラァァァイズなお知らせがあるかもしれませんよっ！

作：ねえよそんなもんっ！

Ｌ：それじゃあみなさん、次巻のあとがきで～

作：聞けよひとの話をぉぉぉぉぉぉっ！
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